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デバイスマネージャ
この章には、デバイスマネージャーのヘルプ情報が含まれています。この章は、次の項で構成

されています。

物理

このセクションには、DCNM SANセットアップの物理属性が含まれています。

インベントリ

説明フィールド

現場交換可能ユニット（FRU）の名前。名前

モデル名の識別子。ModelName

プライマリおよびセカンダリシリアル番号。SerialNumber

ハードウェアリビジョンHardwareRevision

Cisco NX-OSソフトウェアのリリースバージョン。SoftwareRevision

ネットワークマネージャによって指定されたエイリアス名。Alias

ネットワーク管理者によって指定された、ユーザーが割り当てた資産の追跡

識別子。

AssetID

Modules -ステータスと構成

説明フィールド

モジュールの説明。名前
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説明フィールド

モジュール名の識別子。モジュール

モジュールの動作状態。OperStatus

クリックしてモジュールを再起動します。リセット

このオプションを選択して、それをサポートするモジュールの

オーバーサブスクリプション比率の制限を制御します。デフォ

ルトでは、制限は有効になっています。このオプションを無効

にすると、使用可能な帯域幅に関係なく、モジュールのすべて

のインターフェイスが最大管理速度で動作できるようになりま

す。

RateModeOverSubscriptionLimit

このオプションを選択して、それをサポートするモジュールの

帯域幅の公平性を制御します。デフォルトでは、帯域幅の公平

性が有効になっています。

BandwidthFairnessConfig

帯域幅の公平性が有効か無効かを示します。デフォルトでは、

帯域幅の公平性が有効になっています。

BandwidthFairnessOper

モジュールのトランシーバ周波数を指定します。

• notApplicable -モジュールがこの構成をサポートしていな
い場合は、これを選択します。

• xcvrFreqX2FC -モジュールの FCトランシーバ周波数を 10
ギガバイトに設定するには、これを選択します。

• xcvrFreqX2Eth -モジュールのイーサネットトランシーバ
周波数を 10ギガバイトに設定するには、これを選択しま
す。

X2 xcvrFrequency Config

モジュールが最後にリセットされた理由。ResetReasonDescription

ローカルスイッチングモジュールのステータスを表示します。ローカルスイッチングモー

ド

OperStatusの変更時刻。StatusLastChangeTime

フィールド交換可能ユニット（FRU）の電源をオンまたはオフ
にすることができます。

Power Admin

フィールド交換可能ユニット（FRU）の動作電源状態。Power Oper

フィールド交換可能ユニット（FRU）によって供給される電
流。

電流

電源

説明フィールド

電源の場所。名前
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説明フィールド

使用可能な電力を表示します。結合モードでは、総電力は2つの電源の容
量のうち少ない方の 2倍となります。

TotalPowerAvailable

選択して、電源装置の構成方法を決定します。冗長モードでは、1つが故
障した場合にバックアップ電源を提供できますが、利用可能な総電力は少

なくなります。

冗長/結合

モデル識別子。ModelName

電源動作の状態。OperStatus

電源の使用に利用可能な総電力。モードが冗長の場合、使用可能な合計電

力は、電源モジュールの電源容量よりも少ない電源容量です。モードが結

合の場合、使用可能な合計電力は、動作中の電源のモジュールの少ない方

の電源容量の 2倍になります。

TotalAvailable

電源が投入されている FRUに使用される合計電流。TotalReserved

Urosと Paradiseへの電力供給が中断またはオフになった場合、電力供給テーブルの
OperStatusは「offEnvOther」と表示されます。ただし、電源が切断されたデバイスの対応
するエントリは、インベントリテーブルに残ります。

（注）

温度センサー

説明フィールド

センサーの位置。名前

主要な温度しきい値。Threshold
Major

副次的な温度しきい値。Threshold
Minor

センサーによって認識された最新の測定値を報告します。電流

センサーの現在の動作ステータス。ステータス

ファン

説明フィール

ド

ファンの場所。名前

モデル識別子。ModelName

デバイスマネージャ
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説明フィール

ド

現在の運用状

況。

OperStatus

スイッチ

説明フィールド

スイッチとソフトウェアの説明。説明

システムのネットワーク管理部分が最後に再初期化された以降の時間。稼働時間

この管理対象ノードの管理上割り当てられた名前。名前

このノードの物理的な場所（例：電話ブース、3階）。Location

このスイッチの連絡先担当者。この担当者への連絡方法に関する情報

も含む。

連絡先

このスイッチのWorld-Wide Name。SwitchWWN

システムの現在のローカル日時。これを設定することは、自動化され

た時計と予定表を設定することと同じです。

ClockDateAndTime

システムの現在のローカルタイムゾーン。タイムゾーンは GMTの形
式で入力する必要があります。タイムゾーンとGMT（グリニッジ標準
時）との時間差です。

タイムゾーン

プロセッサで使用可能な RAMの合計バイト数。ProcessorRAM

エンティティ内の NVRAMの合計バイト数。NVRAM

使用中の NVRAMのバイト数。NVRAMUsed

デバイスの FIPSモードを有効化または無効化します。FIPS 140-2は暗
号モジュールに関する一連のセキュリティ要件であり、暗号モジュー

ルに対する米国政府の要求条件を詳細に記述しています。モジュール

は、ハードウェアとソフトウェアの両方で構成されます（例：データ

センターのスイッチングまたはルーティングモジュール）。FIPモー
ドを有効にするための要求が受信され、その要求に応じて一連のセル

フテストが正常に実行される場合、モジュールは FIPS対応モードにあ
ると言われます。セルフテストが失敗した場合は、適切なエラーが返

されます。

FIPSModeActivation

アクティブスーパーバイザでの CPUの平均使用率。CPUUtilization

アクティブスーパーバイザでのメモリの平均使用率。MemoryUtilization

フラッシュパーティションサイズ。FlashPartitionSize

フラッシュパーティション内の空き領域。FlashPartitionFreeSpace

デバイスマネージャ
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説明フィールド

スイッチ全体のステータス。ステータス

Cisco、McData、Brocadeなどのスイッチベンダーの名前。ベンダー

MDS 9134またはMDS 9124などのスイッチモデル名。モデル

スイッチソフトウェアバージョン。リリース

スイッチ内の物理 FCポートの数。NumFCPorts

検出されたイーサネット VDCのMACアドレス。WWN

検出されたイーサネット VDCの一意の ID。VDCId

trueの場合、検出されたイーサネット VDCに対して FCoEが有効にな
ります。

FCoE Enabled

ISL

説明フィールド

リンクのソーススイッチ。スイッチから

リンクのソースE_portのポートインデックス。送信元インターフェイ

ス

リンクのもう一方の端にあるスイッチ。スイッチに

リンクの宛先 E_portのポートインデックス。インターフェイスへ

リンクの動作ステータス。ステータス

NPリンク

説明フィール

ド

NPIVコアスイッチ。NPIV
(Core)

NPIVコアスイッチの接続されたFポート。Fポート

NPVスイッチ。NPV

NPVスイッチの接続ポート。NPポート

リンクの動作ステータス。ステータ

ス

デバイスマネージャ

5

デバイスマネージャ

ISL



ISLの統計

説明フィール

ド

ネットワークマネージャによって指定されたインターフェイスのエイリアス名。

ポートチャネルと FCIPの場合、このフィールドは、メンバーが使用可能な場合
は常にメンバーを表示します。FCIPの場合、圧縮されていれば、このフィールド
には compressと表示されます。

説明

VSANメンバーシップ。VSAN(s)

ポートの動作モード>（凡例を参照）。モード

アタッチされたポート。これは、ホスト、ストレージ、またはスイッチポートで

ある可能性があります。

接続先

最大帯域幅（Gbps）スピード

次のいずれかが必要です。

使用率 %

バイト数

フレーム数

平均フレームサイズ

Rx

FCIPデバイスで受信したパケットの IP圧縮比。Rx圧縮

次のいずれかが必要です。

使用率 %

バイト数

フレーム数

平均フレームサイズ

Tx

FCIPデバイスで送信したパケットの IP圧縮比。Tx圧縮

インターフェイス上のRxおよびTxエラーの総数。Rxエラーのタイプには、CRC
エラー、フレームの分断化、サポートされていないクラスフレーム、Runtフレー
ム、Jabberフレーム、ジャイアントフレームなどがあります。Txエラーのタイ
プは一般にCRCエラーですが、発生するのはまれです。[エラー（Errors）]フィー
ルドが空でない場合は、Rxエラーが発生している可能性があります。エラーカ
ウントの詳細な内訳については、適切なインターフェイスの [モニタ（Monitor）]
ダイアログボックスを確認してください。

エラー

デバイスマネージャ

6

デバイスマネージャ

ISLの統計



インターフェイスでの Rxと Txの破棄の合計数。Rxフレームの破棄は、通常、
プロトコルエラーが原因です。まれに、ハードウェアエラーなしでフレームが

受信されたにもかかわらず、MACアドレスに設定されているフィルタリングルー
ルの不一致により、フレームが破棄されることがあります。Txフレームが破棄さ
れた場合には、タイムアウトフレーム破棄（ポートがオフラインまたはアップし

ていない）か、スーパーバイザに返送されなかったタイムアウトフレーム（クラ

スF/2フレーム）の可能性があります。[破棄（Discards）]フィールドが空でない
場合は、タイムアウトフレームが原因である可能性があります。

破棄

オンにすると、ポーリング間隔ごとにレコードをメッセージログに書き込みま

す。

ログ

ホスト

説明フィールド

エンクロージャの名前エンクロージャ名

このエントリのデバイスエイリアス。Alias

このホストに割り当てられた PWWN。ポートWWN

このホストに割り当てられた FC ID。FcId

リンクの動作ステータス。リンクステータス

シリアル番号。シリアル番号

モデル名。モデル

この HBAが実行しているファームウェアのバージョン。Firmware Ver

この HBAが使用しているドライバのバージョン。Driver Ver

この HBAに対応する情報一覧です。情報

エンドデバイスに接続されているスイッチのインターフェイス。スイッチインターフェイ

ス

ラック

説明フィールド

エンクロージャの IPアドレス。[IPアドレス（IP
Address）]

ローカルエンクロージャを起動するために HTTPを使用します。Elem. Mgr Use HTTP

ローカルエンクロージャを起動するために使用する URLElem. Mgr URL/Path

ホストの場合は HBAです。ストレージの場合は SCSIターゲット
です。

デバイスタイプ
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説明フィールド

ホストの場合は HBAです。ストレージの場合は SCSIターゲット
です。

ベンダー

ホストの場合は HBAです。ストレージの場合は SCSIターゲット
です。

モデル

この HBAが実行しているファームウェアのバージョン。Firmware Ver

このHBAを制御するドライバソフトウェアのバージョンレベル。Driver Ver

この HBAを制御するオペレーティングシステムのタイプとバー
ジョン

OS

この HBAに対応する情報一覧です。他の情報:

デバイスマネージャ -プリファレンス

説明フィールド

タイムアウト（秒）後の再試行回数。Retry Requests # time(s) after #sec
timeout

オンにすると、（指定された）秒数ごとにステータスポー

リングが有効になります。

Enable Status Polling

オンにすると、メッセージログ内のSNMPパケットのトレー
スが有効になります。

Trace SNMP packets in Message
Log

オンにすると、イベントが自動的に登録されます。Register for Events after Open,
listen on Port 1163

オンにすると、WWNベンダー名の表示が有効になります。

• Replace：既存のベンダー名を新しいものに置き換えま
す。

• Prepend：新しいベンダー名を現在のベンダー名の先頭
に付けます。

Show WWN Vendor

オンにすると、タイムスタンプが日付/時刻形式で表示され
ます。

Show Timestamps as Date/Time

Telnetクライアントへのパス。Telnet Path

セキュアシェルを使用する場合にオンにします。Use Secure Shell instead of Telnet

CLIセッションの時間間隔（秒単位）。CLIタイムアウトを
無効にするには、0を入力します。

CLI Session Timeout

オンにすると、ツールチップが表示されます。Show Tooltips in Physical View

デバイスマネージャ
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説明フィールド

• FICON：デバイスビューのポートのラベルとしてFICON
を表示します。

•インターフェイス：デバイスビューのポートのラベル
としてインターフェイスを表示します。

Label Physical View Ports with

• Tab-Delimited：テーブルをタブ区切りテキストファイ
ルにエクスポートします。

• XML：テーブルをxmlファイルにエクスポートします。

表のエクスポート

インターフェイス

次の項を参照してください。

仮想インターフェイスグループ

テーブルの [バインドされたイーサネットインターフェイス（BoundEthernet Interface）]フィー
ルドは変更できます。残りのフィールドは情報提供のみを目的としています。

説明フィールド

この仮想インターフェイスグループ（VIG）をホストするスイッチの名
前。

スイッチ

仮想インターフェイスグループ ID。VIG ID

この VIGに関連付けられた物理イーサネットインターフェイス。Bound Eth Interface

この VIGにバインドされた仮想イーサネットインターフェイス。Virtual Eth
Interfaces

この VIGにバインドされた仮想 FCインターフェイス。Virtual FC
Interfaces

VIGの現在の運用状態。運用ステータス

VIGが作成された日付と時刻。CreationTime

この表は、4.0(1a)より前のバージョンを実行しているN5kスイッチにのみ適用されます。（注）

仮想 FCインターフェイス

テーブルの次のフィールドを変更できます:説明、バインドタイプ、バインドインターフェイ
ス、バインドMACアドレス、FCF優先度、VSAN IDポート、モード管理、ステータス管理。
残りのフィールドは情報提供のみを目的としています。

デバイスマネージャ
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説明フィールド

このインターフェイスをホストするスイッチの名前。スイッチ

インターフェイス名。Interface

ネットワーク管理者によって指定されたインターフェースのテキストに

よる説明。

[説明
（Description）]

この仮想 FCインターフェイスがバインドされる仮想インターフェイス
グループ。

VIG ID

この仮想 FCインターフェイスに関連付けられているインターフェイス
のタイプ -物理イーサネットインターフェイスまたは FCoEノード
（ENode）のMACアドレス。

バインドタイプ

物理イーサネットインターフェイスまたはこの仮想 FCインターフェイ
スに関連付けられているイーサネットポートチャネル。

Bind Interface

FCoENode（ENode）または仮想FCインターフェイスによって識別され
るリモートのファイバチャネルフォワーダ（FCF）のMACアドレス

Bind MACAddress

FCFによって ENodeにアドバタイズされる FCoE初期化プロトコル
（FIP）優先度の値。

FCF Priority

インターフェイスが統計的に割り当てられている VSAN ID。VSAN ID Port

インターフェイスが統計的に割り当てられている VSANの指数。VSAN Id Dynamic

ユーザーが構成したポートモード。仮想 FCインターフェイスは、ファ
ブリックポート（Fポート）モードのみをサポートします。

Mode Admin

インターフェイスを専用モードまたは共有モードとして指定します。Rate Mode

動作速度。Speed Oper

ポートの現在の動作モード。Mode Oper

ユーザーが構成したポート速度。Speed Admin

インターフェイスがインサービスかアウトオブサービスかを指定しま

す。

Status Service

インターフェイスの適切な状態。Status Admin

インターフェイスの現在の動作状態。Status Oper

ポートの現在の動作状態の原因。Status FailureCause

インターフェイスが現在の動作状態にいつ移行したか。ローカルネット

ワーク管理サブシステムの前回の初期化以前に現在の状態に移行した場

合、この値は N/Aです。

Status LastChange

デバイスマネージャ
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VIG Idフィールドは、4.0(1a)より前のバージョンを実行している N5kスイッチにのみ適
用されます。

（注）

イーサネットインターフェイス

テーブルの [説明（Description）]および [管理者（fields）]フィールドは変更できます。残りの
フィールドは情報提供のみを目的としています。

説明フィールド

このインターフェイスをホストするスイッチの名前。スイッチ

インターフェイス名。Interface

ネットワーク管理者によって指定されたインターフェイスのテキストに

よる説明。

[説明
（Description）]

この仮想インターフェイスがバインドされる仮想インターフェイスグ

ループ。

VIG ID

この仮想イーサネットインターフェイスに関連付けられた物理イーサ

ネットインターフェイス。

Bound Eth Interface

インターフェイスの適切な状態。Admin

インターフェイスの現在の動作状態。Oper

インターフェイスが現在の動作状態にいつ移行したか。ローカルネット

ワーク管理サブシステムの前回の初期化以前に現在の状態に移行した場

合、この値は N/Aです。

LastChange

Cisco検出プロトコルがこのインターフェイスで実行されているかどう
かを示します。

CDP（Enable）

MACエンティティの現在の動作モード。ステータス「不明
（unknowm）」は、現在の二重モードを判別できなかったことを示しま
す。

Duplex Status

このインターフェイスに対してリンクアップトラップまたはリンクダ

ウントラップを生成するかどうかを指定します。

Enable Link Trap

この表は、4.0(1a)より前のバージョンを実行しているN5kスイッチにのみ適用されます。（注）
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仮想 FCイーサネット

説明フィールド

このインターフェイスをホストするスイッチの名前。スイッチ

vFCインターフェイスの名前と、他のインターフェイスとの関連付けを
表示します。

インターフェイス

ネットワーク管理者によって指定されたインターフェイスのテキストに

よる説明。

[説明
（Description）]

インターフェイスの適切な状態。Status Admin

インターフェイスの現在の動作状態。Status Oper

インターフェイスの動作速度Speed Oper

インターフェイスが現在の動作状態にいつ移行したか。ローカルネット

ワーク管理サブシステムの前回の初期化以前に現在の状態に移行した場

合、この値は N/Aです。

LastChange

クイック構成ツール

説明フィールド

このチェックボックスをオンにすると、vFCへのバインドに使用できな
いインターフェイスを含む、使用可能なすべてのインターフェイスが表

示されます。

Show All Interfaces

このチェックボックスをオンにすると、vFC IDが自動的に選択されま
す。このオプションをオンにしない場合は、有効な vFC IDを手動で入
力する必要があります。

Auto Assigin vFC Id

スイッチでファイバーチャネルインターフェイスを構成していない場

合は、[イーサネットスイッチ（Ethernet Switch）]をクリックします。
ファイバーチャネルおよびFCoEインターフェイスを構成している場合
は、[FCoEスイッチ（FCoE Switch）]をクリックします。

Switch Operational
Type

物理的なイーサネットインターフェイスの名前。物理イーサネットイ

ンターフェイスにカーソルをホバーさせると、関連付けられている仮想

インターフェイスがツールチップにデスプレイされます。

インターフェイス

インターフェイスで使用される FCoE VLAN（VSAN）マッピング。FCoE VLAN(VSAN)

vFCインターフェイスの管理モード、つまり Fまたは E管理モード

物理イーサネットを仮想インターフェイス抜きで構成。列ヘッダーの

[Ethのみ（Eth Only）]ボタンをクリックして、すべてのインターフェ
イスをこの値に設定します。

Ethのみ

デバイスマネージャ
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説明フィールド

関連付けられた VIGと仮想イーサネットインターフェイスを持つよう
に物理イーサネットを構成します。列ヘッダーの [ vEthのみ（vEth
Only）]ボタンをクリックして、すべてのインターフェイスをこの値に
設定します。

vEth Only

関連付けられたVIGと仮想 FCインターフェイスを持つように物理イー
サネットを設定します。列ヘッダーの [vFCのみ（vFC Only）]ボタン
をクリックして、すべてのインターフェイスをこの値に設定します。

vFC Only

関連付けられたVIGと仮想 FCインターフェイスを持つように物理イー
サネットを設定します。列ヘッダーの [vFC]ボタンをクリックして、す
べてのインターフェイスをこの値に設定します。

vFC

関連付けられた VIG、仮想イーサネットインターフェイス、および仮
想 FCインターフェイスを持つように物理イーサネットを設定します。
列ヘッダーの [vEth + vFC]ボタンをクリックして、すべてのインター
フェイスをこの値に設定します。

vEth + vFC

リクエストされた構成の変更の現在のステータスが表示されます。Configure Action
Status

[vEth only]、[vFC only]、[vEth + vFC]列は、バージョン 4.0(1a)N1を実行している N5Kス
イッチには適用されません。

（注）

バージョン 4.0(1a)N1を実行しているN5Kスイッチには、[vFC]列だけが適用されます。（注）

以前に設定されたポートの場合、マッピングの詳細は [VLAN(VSAN) ]マッピング列に表
示されません。

（注）

イーサネットインターフェイス

説明フィールド

ネットワークマネージャによって指定されたインターフェイスの「エ

イリアス」名。

説明

インターフェイスで送受信できる最大フレームのサイズ（バイト数）。MTU

インターフェイスの動作速度。Speed Oper

デバイスマネージャ
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説明フィールド

• notApplicable -速度の変更はそのポートには適用されません。
• oneGigSpeed - IPStorageポートは 1Gとして構成されています。
• tenGigSpeed - IPStorageポートは 10Gとして構成されています。

Speed Admin

失敗の原因障害原因

インターフェイスのMACアドレス。PhysAddress

インターフェイスの適切な状態。Status Admin

インターフェイスの現在の動作状態。Status Oper

インターフェイスが現在の動作状態にいつ移行したか。ローカルネッ

トワーク管理サブシステムの前回の初期化以前に現在の状態に移行し

た場合、この値は N/Aです。

LastChange

コネクタが検出された場合は True。ConnectorPresent

An indication of whether the Cisco Discovery Protocol is currently running on
this interface.

CDP（Enable）

認証方式。IscsiAuthMethod

このオプションのオンとオフにより、パケット/フレームの宛先が決ま
ります。このオプションがオンの場合、このインターフェイスは、こ

のステーション宛てのパケット/フレームを受け入れます。このオプ
ションがオフの場合、ステーションによって受け入れられたパケット

はメディアで送信されます。

このオプションをオンまたはオフにしても、インターフェイスによる

ブロードキャストおよびマルチキャストパケット/フレームの受付には
影響しません。

無差別モード

このオプションを選択すると、自動ネゴシエーションが有効になりま

す。

自動ネゴシエーショ

ン

ビーコンモードでは、識別のためにインターフェイスLEDに点滅モー
ドを割り当てます。ビーコンモードを有効にするには、このオプショ

ンを選択します。

ビーコンモード

インターフェイスの IPアドレスとサブネットマスク。IPAddress/Mask

SAN管理ユーザーは、デバイスマネージャを使用して Cisco Nexus 5000シリーズスイッ
チのイーサネットインターフェイス設定を変更することができません。

（注）

デバイスマネージャ
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Ethernet Interfaces iSCSI

説明フィールド

ネットワークマネージャによって指定されたインターフェイスのエイリアス

名。

説明

動作速度。スピード

インターフェイスのWWN。PhysAddress

インターフェイスの適切な状態。Admin

インターフェイスの現在の動作状態。Oper

インターフェイスが現在の動作状態にいつ移行したか。ローカルネットワー

ク管理サブシステムの前回の初期化以前に現在の状態に移行した場合、この

値は N/Aになります。

LastChange

インターフェイスが属す VSAN。PortVSAN

HBAにパススルーで問題が発生する場合には、ストアアンドフォワードを
使用します。

ForwardingMode

このインターフェイス上で発信側を識別する方法。iSCSI名（name）または
IPアドレス（ipaddress）を使用します。

Initiator ID
Mode

このインターフェイス用の発信側プロキシモード。Trueの場合、このイン
ターフェイスに接続するすべての発信側が、このインターフェイスで提供さ

れる発信側設定を使用します。発信側設定には、ポートWWNとノードWWN
が含まれます。

有効

発信側プロキシモード FCアドレスを割り当てる方法。「自動」の場合、FC
アドレスが自動的に割り当てられます。「手動」の場合、手動で設定する必

要があります。

割り当て

発信側プロキシモードがオンの場合に、このインターフェイスで発信側が使

用するポート FCアドレス。
ポートWWN

発信側プロキシモードがオンの場合に、このインターフェイスで発信側が使

用するノード FCアドレス
Node WWN

Ethernet Interfaces iSCSI TCP

説明フィールド

ローカルインターフェイスの TCPポート。ローカルポート

選択的確認応答（SACK）オプションがイネーブルかどうかを示
します。

SACK

この iSCSIインターフェイスの TCPキープアライブタイムアウ
ト。値が 0の場合、キープアライブタイムアウトは無効です。

KeepAlive

デバイスマネージャ
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説明フィールド

TCP最小再送信時間。MinTimeout

TCP最大再送信回数。最大

TCP送信バッファサイズ。SendBufferSize

TCP最小帯域幅。MinBandwidth

TCP最大帯域幅。MaxBandwidth

B-D乗算に使用されるネットワークパイプの推定ラウンドトリッ
プ遅延。スイッチは、これを使用してアドバタイズするTCPウィ
ンドウを算出できます。

Estimated Round Trip

TCP QoSコードポイント。QoS

パスMTUディスカバリオプションオプションがイネーブルかど
うかを示します。

PMTU Enable

PMTUリセットタイムアウト。PMTU Reset Timeout

通常の iSCSI接続数。Connections Normal

ディスカバリ iSCSI接続数。Connections Discovered

Trueの場合、輻輳ウィンドウモニタリングがイネーブルされま
す。Falseの場合はディセーブルです。

CWM Enable

TCP送信側の待機時間後に送信される最大バースト。CWM Burst Size

このインターフェイスのTCP接続で発生する可能性のある最大遅
延変動（輻輳が原因ではないもの）。

最大ジッター（Max
Jitter）

このインターフェイスのローカル TCPポート。ポート

イーサネットインターフェイス VLAN

説明フィールド

スイッチ名。スイッチ

インターフェイスの名前。インターフェイ

ス

デバイスマネージャ
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説明フィールド

この VLANが構成されているモード。

静的：単一のVLANに直接割り当てられた静的VLANメンバーシップを持
つポート。

ダイナミック：VMPSへのVQPクエリを介してポートで受信したパケット
の内容に基づく、単一のVLANに割り当てられたダイナミックVLANメン
バーシップを持つポート。

multiVLAN：1つ以上の VLANに直接割り当てられた複数の VLANメン
バーシップを持つポート。

VLANモード

スイッチで許可されている VLANのリスト。VLANリスト

イーサネット VLAN

説明フィールド

スイッチ名。スイッチ

[スイッチID（Switch ID）]ID

モードがアクセスとトランクのどちらであるかを指定します。トランクモード

ポートのトランキングステータス。トランクステータス

ネイティブ VLANネイティブ VLAN

ポートでの送受信が許可されている VLANのリスト。許可 VLANリスト

スイッチ上でアクティブな VLANのリストまたは範囲。アクティブ VLANリス
ト

FCインターフェイスモニタリングトラフィック。

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィールド

このポートがアタッチしている Nx_Portから受信した、クラス 3バイトの数。
フレームデリミタを含みます。

C3 Rx Bytes

このポートがアタッチしているNx_Portから受信した、クラス3フレームの数。
フレームデリミタを含みます。

C3 Rx
Frames

このポートがアタッチしている Nx_Portに送信した、クラス 3バイトの数。フ
レームデリミタを含みます。

C3 Tx Bytes

このポートがアタッチしている Nx_Portに送信した、クラス 3フレームの数。
フレームデリミタを含みます。

C3 Tx
Frames

デバイスマネージャ
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説明フィールド

このポートがアタッチしている Nx_Portから受信した、クラス Fバイトの数。
フレームデリミタを含みます。

CF Rx Bytes

このポートがアタッチしているNx_Portから受信した、クラスFフレームの数。
フレームデリミタを含みます。

CF Rx
Frames

このポートがアタッチしている Nx_Portに送信した、クラス Fバイトの数。フ
レームデリミタを含みます。

CF Tx Bytes

このポートがアタッチしている Nx_Portに送信した、クラス Fフレームの数。
フレームデリミタを含みます。

CF Tx
Frames

FCインターフェイスモニタリングプロトコル

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィールド

FCポートが受信したリンクリセット応答の数。LRRIn

FCポートが送信したリンクリセット応答の数。LRROut

FCポートが受信したオフラインシーケンスエラーの数。OlsIns

FCポートが発行したオフラインシーケンスエラーの数。OlsOuts

FCポートが受信した非動作シーケンスの数。NOSIn

FCポートが送信した非動作シーケンスの数。NOSOut

アタッチされたFCポートからFCポートが受信したリンクリセッ
トプロトコルエラーの数。

LinkResetIns

アタッチされた FCポートに対して FCポートが発行したリンク
リセットプロトコルエラーの数。

LinkResetOuts

送信クレジットの不足のために FCポートが待機した回数。TxWaitCount

ログインしたNx_Portから受信したクラス 2、クラス 3を保持する
ために使用可能な受信バッファの最大数。これは、ログインした

Nx_Portから FCポートへの着信方向のバッファ間フロー制御用で
す。

RxBBCredit

ログインしたNx_Portに送信されるクラス 2、クラス 3フレームを
保持するために使用可能なバッファの総数。これは、FCポートか
ら Nx_Port方向のバッファ間フロー制御用です。

TxBBCredit

ゼロ状態からの BBクレジットの遷移の数。BBCreditTransitionFromZero

デバイスマネージャ
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FCインターフェイスでの破棄数モニタリング

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィール

ド

このポートによって破棄されたクラス 2フレームの数。Class2

このポートによって破棄されたクラス 3フレームの数。Class3

このポートによって破棄されたクラス Fフレームの数。classf

FCポートによって破棄された Enhanced Inter Switch Link（EISL）フレームの数。
EISLフレームには、他の情報とともに VSANを含む EISLヘッダーが含まれま
す。

EISL

エラーが検出されなかったにもかかわらず、上位層プロトコルに配信されないよ

うにするため、破棄することが選択された着信フレームの合計数。

InDiscards

エラーが検出されなかったにもかかわらず、送信されないようにするため、破棄

することが選択された発信フレームの合計数。

OutDiscards

FCインターフェイスモニタリンクエラー

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィールド

FC-Portによって検出されたリンク障害の数。LinkFailures

FC-Portによって検出された信号損失の数。SigLosses

FC-Portによって検出された同期喪失障害の数。SyncLosses

FC-Portによって検出された無効な送信ワードの数。InvalidTxWords

FC-Portによって検出されたデリミタエラーの数。DelimiterErrors

FC-Portによって検出されたアドレス識別子エラーの数。AddressIdErrors

FCインターフェイスモニタフレームエラー

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィールド

FC-Portによって検出された無効なCRCの数。ループポートは、モニタ
リング時に通過するCRCエラーをカウントしないことになっています。

InvalidCrcs

デバイスマネージャ
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説明フィールド

FCポートによって検出された、エクスチェンジリンクパラメータス
イッチファブリックの内部リンクサービスリクエストの失敗数。これ

は、E_PortまたはB_Portである Interconnect_Portのみに適用されます。

ELPFailures

FCポートが受信したフラグメント化されたフレームの数。[フラグ（Frags）]

FCポートが受信したフレームのうち、許容される最小フレーム長より
も短いフレームの数。CRCが正しいかどうかには関係しません。

Runts

FCポートが受信したフレームのうち、最大フレーム長より長く、CRC
エラーもあるフレームの数。

Jabber数

FCポートが受信したフレームのうち、フレーム長がFLOGI/PLOGIで合
意されたものよりも長いフレームの数。これは、フレームの終わりの区

切り文字が失われたことが原因である可能性があります。

TooLongs

FCポートが受信したフレームのうち、フレーム長がフレームヘッダー
で示される最小値（通常 24バイト）よりも短いフレームの数ですが、
オプションのヘッダーが存在しているはずであることを DFCTLフィー
ルドが示している場合は、さらに多くなる可能性があります。

TooShorts

FCポートが受信した、フラグメント化されたフレームの数。Unknowns

FCポートが受信したフレームのうち、EOFアボートが伴っているフレー
ムの数。

EOFa

フレームエラーの数。これは、FCポートがフレーム構造の不整合を検
出したことを示しています。

フレーミング

（Framing）

FCインターフェイスモニタクラス 2トラフィック

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィールド

アタッチされたNx_Portからこのポートが受信したクラス 2フレームバ
イトおよびフレームの数。フレームデリミタを含みます。

In Octets/In Frames

アタッチされた Nx_Portにこのポートを介して配信されたクラス 2フ
レームバイトおよびフレームの数。フレームデリミタを含みます。

Out Octets/Out
Frames

FCインターフェイスモニタクラス 2エラー

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

デバイスマネージャ
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説明フィール

ド

ビジーフレーム応答の数。FBSY

クラス 2フレームに対してこのポートによって生成された F_RJTフレームの数。FRJT

クラス 2フレームをリンクのもう一方の端に配信できなかった結果として、ポー
トビジー状態がこのポートに返された回数。これは、宛先Nx_Portが一時的にビ
ジーの場合に発生します。PBSYは、SOFc1フレーム（接続を確立するフレーム）
でのみ発生します。

PBSY

クラス2フレームが宛先Nx_Portで拒否された結果として、ポート拒否がこのポー
トに返された回数。

PRJT

FCインターフェイスモニタ FICON

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィールド

クレジットがゼロのためにフレーム送信がブロックされる、2.5マイクロ
秒を単位とする数。

FramePacingTime

ディスパリティエラーのあるフレームの数。DispErrorsInFrame

EOFエラーのあるフレームの数。EOFErr

OOFエラーのあるフレームの数。DispErrsOutOfFrame

フレーム外の無効または認識できないオーダーセットの数。InvalidOrderSets

オーバーサブスクリプションの確認

説明フィールド

間隔

経過時間。Elapsed

インターフェイスの名

前

インターフェイ

ス

InOctectRate

OutOctectRate

仮想 FCインターフェイスモニタリングトラフィック

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。
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説明フィール

ド

接続された N_Portからこのポートが受信したバイト数（フレームデリミタを含
む）。

RxBytes

接続された N_Portからこのポートが受信したフレームの数（フレームデリミタ
を含む）。

[RxFrames]

このポートによって接続された N_Portに送信されたバイト数（フレームデリミ
タを含む）。

TxBytes

このポートによって接続された N_Portに送信されたフレームの数（フレームデ
リミタを含む）。

[TxFrames]

仮想 FCインターフェイスモニタ廃棄数

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィール

ド

エラーが検出されなかったにもかかわらず、上位層プロトコルに配信されないよ

うにするため、廃棄することが選択された着信フレームの合計数。

InDiscards

エラーが検出されなかったにもかかわらず、送信されないようにするため、廃棄

することが選択された発信フレームの合計数。

OutDiscards

仮想 FCインターフェイスモニタエラー

[モニタリング（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタリングダイアログコントロー
ルがあります。

説明フィール

ド

仮想FCポートによって検出された着信エラーの数。InErrors

仮想FCポートによって検出された発信エラーの数。OutErrors

イーサネットインターフェイス Dot3Stats

説明フィールド

インターフェイスの名前。インターフェイス

長さがオクテットの整数倍であるものの、FCSチェックに合格し
なかった、特定のインターフェイスでの受信フレームの数。

Alignment Errors
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説明フィールド

長さがオクテットの整数倍であるものの、FCSチェックに合格し
なかった、特定のインターフェイスでの受信フレームの数。この

数には、フレームが長すぎる、またはフレームが短すぎるために

エラーが生じた受信フレームは含まれません。

FCSエラー

特定のインターフェイスで正常に送信されたものの、送信が 1つ
のコリジョンだけによって妨げられたフレームの数。

シングルコリジョンフ

レーム

特定のインターフェイスで正常に送信されたものの、送信が 2つ
以上のコリジョンによって妨げられたフレームの数。

マルチコリジョンフレー

ム

特定のインターフェイスについて、SQE TEST ERRORメッセージ
が PLSサブレイヤによって生成された回数。

SQEテストエラー

特定のインターフェイスでの最初の送信試行が、メディアがビジー

状態のために遅延したフレームの数。

遅延送信

パケットの送信の 1スロット時間より後に、特定のインターフェ
イスでコリジョンが検出された回数。

レイトコリジョン

多数のコリジョンが生じたことによって、特定のインターフェイ

ス上で送信が失敗したフレームの数。インターフェイスが全二重

モードで動作している場合、このカウンタが増えることはありま

せん。

過剰コリジョン

内部MACサブレイヤの送信エラーのために特定のインターフェイ
スで送信が失敗したフレームの数。

内部Mac送信エラー

特定のインターフェイスでフレームを送信しようとしたときに、

キャリアセンス状態が失われたか、一度もアサートされなかった

回数。

キャリア検知エラー

特定のインターフェイスで受信され、最大許可フレームサイズを

超えたフレームの数。

長すぎるフレーム

内部MACサブレイヤ受信エラーが原因で、特定のインターフェイ
スでの受信に失敗したフレームの数。

内部MAC受信エラー

100 Mb/sで動作するインターフェイスの場合、有効なキャリアが
存在しながら無効なデータシンボルがあった回数

Symbol Errors

インターフェイスモニタ

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィールド

インターフェイスで受信したバイト合計数（フレーミング文

字を含む）。

Rxバイト
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説明フィールド

インターフェイスで受信したフレームの数。[RxFrames]

（Nexus5000シリーズのみ）インターフェイスで受信したマ
ルチキャストフレームの数。

Rxマルチキャストフレーム
（Rx Multicast Frames）

（Nexus5000シリーズのみ）インターフェイスで受信したブ
ロードキャストフレームの数。

Rxブロードキャストフレーム
（Rx Broadcast Frames）

インターフェイスが送信したバイトの合計数（フレーミング

文字を含む）。

TxBytes

このインターフェイスが送信したフレームの合計数。[TxFrames]

（Nexus5000シリーズのみ）このインターフェイスが送信し
たマルチキャストフレームの数。

Txマルチキャストフレーム
（Tx Multicast Frames）

（Nexus5000シリーズのみ）このインターフェイスが送信し
たブロードキャストフレームの数。

Txブロードキャストフレーム
（Tx Broadcast Frames）

エラーを含むために上位層のプロトコルに配信不可能だった

着信フレームの数。

RxErrors

エラーのために送信できなかった発信フレームの数。TxErrors

エラーが検出されなかったにもかかわらず、上位層プロトコ

ルに配信されないようにするために廃棄することが選択され

た着信フレームの合計数。

RxDiscards

エラーが検出されなかったにもかかわらず、送信されないよ

うにするために廃棄することが選択された発信フレームの合

計数。

TxDiscards

イーサネットポートチャネル

説明フィールド

ネットワークマネージャによって指定されたインターフェイスのエイリアス名。説明

このイーサネットポートチャネルのメンバー。メンバー

インターフェイスの動作速度。動作速度

インターフェイスで送受信できる最大フレームのサイズ（バイト数）。MTU

インターフェイスのMACアドレス。PhysAddress

インターフェイスの適切な状態。Status
Admin

インターフェイスの現在の動作状態。Status Oper
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説明フィールド

インターフェイスが現在の動作状態にいつ移行したか。ローカルネットワーク

管理サブシステムの前回の初期化以前に現在の状態に移行した場合、この値は

N/Aです。

LastChange

Ethernet Interface Monitor iSCSI Connections

説明フィール

ド

iSCSIセッションで受信した合計バイト数。RxBytes

iSCSIセッションで送信した合計バイト数。TxBytes

iSCSI接続統計情報に関するオブジェクトのコレクション。IPSec

イーサネットインターフェイスモニタリング TCP

説明フィールド

接続が開かれた回数。Opens

接続が受け入れられた回数。受諾

接続に失敗した回数。失敗しまし

た

接続がリセットされた回数。RxResets

接続が確立された回数。Est

確立したセグメントで受信したセグメントの合計数。エラーを受信したセグメ

ントも含みます。

RxSeg

送信されたセグメントの合計数。再送信されたバイトを含むものは除きます。TxSeg

再送信されたセグメントの総数。ReTxSegs

エラーを受信したセグメントの合計数（例えば、悪いチェックサム）。BadSegs

「リセット」フラグを含む送信したセグメントの数。TxSegResets

送信されたセグメントのうち、最小サイズ未満のものの数。SplitSeg

受信された重複 ACKの数。DupACK

受信したヘッダーとデータのバイト数。RxBytes

送信されたヘッダーとデータのバイト数。TxBytes

デバイスマネージャ
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FCIP Monitor

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィール

ド

データトラフィックの着信バイト数。C3 Rx
Bytes

データトラフィックの発信バイト数。C3 Tx
Bytes

制御トラフィックの着信バイト数。CF Rx
Bytes

制御トラフィックの発信バイト数。CF Tx
Bytes

エラーを含むために上位層のプロトコルに配信不可能だった着信フレームの数。Rxエラー

エラーのために送信できなかった発信フレームの数。Txエラー

エラーが検出されなかったにもかかわらず、上位層プロトコルに配信されないよ

うにするために廃棄することが選択された着信フレームの合計数。

RxDiscard

エラーが検出されなかったにもかかわらず、送信されないようにするために廃棄

することが選択された発信フレームの合計数。

TxDiscard

SVCインターフェイスのモニタ

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィールド

着信バイト数。Rxバイト

着信フレームの数Rxフレー
ム

発信バイト数。Tx Bytes

発信フレーム数。Txフレー
ム

着信エラーの数。Rx Errors

発信エラーの数。Tx Errors

着信廃棄の数。Rx廃棄

発信廃棄の数。Tx廃棄
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SVC NPortsのモニタリング

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィールド

この仮想 Nポートの着信バイト数。Rxバイト

この仮想Nポートの着信フレーム数。Rxフレー
ム

この仮想 Nポートの発信バイト数。Tx Bytes

この仮想Nポートの発信フレーム数。Txフレー
ム

この仮想 Nポートの着信バイト数。Rxバイト

この仮想Nポートの着信フレーム数。Rxフレー
ム

この仮想 Nポートの発信バイト数。Tx Bytes

この仮想Nポートの発信フレーム数。Txフレー
ム

SVCセッション FCPのモニタリング

[モニタリング（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタリングダイアログコントロー
ルがあります。

説明フィール

ド

このセッションの着信 FCPコマンドフレームの数。Cmds

このセッションの着信 FCP転送準備完了フレームの数。XferRdys

着信 FCP Dataフレームの数。DataFrames

着信 FCPステータスフレームの数。ステータ

ス

着信 FCPデータのバイト数。DataBytes

このセッションの着信FCPオーバーランフレームの数。OverRuns

このセッションの着信FCPアンダーランフレームの数。UnderRuns

このセッションの発信 FCPコマンドフレームの数。Cmds

このセッションの発信 FCP転送準備完了フレームの数。XferRdys

発信 FCPデータフレームの数。DataFrames
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説明フィール

ド

発信 FCPステータスフレームの数。ステータ

ス

発信 FCPデータのバイト数。DataBytes

このセッションの発信FCPオーバーランフレームの数。OverRuns

このセッションの発信FCPアンダーランフレームの数。UnderRuns

SVCセッションモニタリングその他

[モニタ（Monitor）]ダイアログボックスには特別なモニタダイアログコントロールがありま
す。

説明フィールド

このセッションの着信拡張リンクサービスフレームの数。InELSFrames

このセッションの着信基本リンクサービスフレームの数。InBLSFrames

このセッションの発信拡張リンクサービスフレームの数。OutELSFrames

このセッションの発信基本リンクサービスフレームの数。OutBLSFrames

このセッションで中止された着信フレームの数。InAborts

このセッションで中止された発信フレームの数。OutAborts

このセッションのオープン交換の数。OpenXchanges

このセッションでドロップされた FC2フレームの数。InBadFc2Drops

FCPドロップされたフレームの数。InBadFcPDrops

このセッションの FCPデータ超過フレームの数。InFCPDataExcess

FCIPインターフェイス

説明フィールド

ネットワークマネージャによって指定されたインターフェイスのエイリア

ス名。

説明

このインターフェイスが静的に割り当てられている VSAN ID。PortVsan

ポートの現在の動作モード。Oper Mode

選択すると、ポートチャネルを自動的に作成します。AutoChannelCreate

インターフェイスの適切な状態。Admin

インターフェイスの現在の動作状態。動作ステータス
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説明フィールド

ポートの現在の動作状態の原因。FailureCause

インターフェイスが現在の動作状態にいつ移行したか。ローカルネット

ワーク管理サブシステムの前回の初期化以前に現在の状態に移行した場合、

この値は N/Aです。

LastChange

このポートの FICONポートアドレス。FICON Address

システムタイムアウト

スイッチに長期間存在するフレームは、輻輳ドロップと見なされます。継続的に tx/rxクレジッ
トを受信していない場合、ノークレジットドロップと見なされます。デバイスマネージャク

ライアントで、輻輳ドロップとノークレジットドロップのタイムアウト値を設定できます。

低速ポートモニタリングのタイムアウトを構成するには、[管理（Admin）] > [システムタイ
ムアウト（System Timeout）]に移動します。

説明フィールド

Eポートの輻輳ドロップの時間を指定します。または、デフォルトを
クリックしてデフォルト値を入力します。

単位はミリ秒です。

E port CongestionDrop

Fポートの輻輳ドロップの時間を指定します。または、デフォルトをク
リックしてデフォルト値を入力します。

単位はミリ秒です。

Fポート輻輳ドロッ
プ

ノークレジットドロップの時間を指定します。

tx/rxクレジットのないフレームをドロップすることを望まない場合は、
無効をクリックするか、デフォルトをクリックしてデフォルト値を入

力します。

単位はミリ秒です。

F port NoCredit Drop

Eポートの slowport-monitorタイムアウト値を指定します。

スローポートの監視を無効にするには、無効をクリックします。また

は、デフォルトをクリックしてデフォルト値を入力します。

単位はミリ秒です。

E Port
slowport-monitor

Fポートの slowport-monitorタイムアウト値を指定します。

スローポートの監視を無効にするには、無効をクリックします。また

は、デフォルトをクリックしてデフォルト値を入力します。

単位はミリ秒です。

F Port
slowport-monitor

デバイスマネージャ
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SANクライアントからの低速ポートモニタリングのタイムアウト値を構成するには、[物
理属性（Physical Attributes）] > [スイッチ（Switch）] > [システム（System）] > [タイム
アウト（Timeout）]に移動します。

（注）

インターフェイスライセンス

説明フィール

ド

特定のインターフェイスに対して取得できるライセンスを指定します。現在、

ポートアクティベーションライセンスを定義できます。

タイプ

インターフェイスが適格なライセンスを表示します。どのタイプのライセンスに

も適格でないインターフェイスは表示されません。

設定

インターフェイスのポートライセンスの現在の状態が表示されます。Oper

全般

説明フィールド

ネットワークマネージャによって指定されたインターフェイ

スのエイリアス名。

説明

インターフェイスで送受信できる最大フレームのサイズ（バ

イト数）。

MTU

動作速度Oper

インターフェイスのMACアドレス。PhysAddress

管理者の状態。Admin

インターフェイスの現在の動作状態。Oper

インターフェイスが現在の動作状態にいつ移行したか。LastChange

CDPを有効または無効にします。CDP

デフォルトゲートウェイの IPアドレス。デフォルトゲートウェイ

（Default Gateway）

FCインターフェイス全般

PortVSAN、Port Mode Admin and Oper、Admin Speed、FailureCause変数は、すべてのインター
フェイスでサポートされているわけではありません。
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説明フィールド

ネットワークマネージャによって指定された

インターフェイスのエイリアス名。

説明

このインターフェイスが静的に割り当てられ

ている VSAN ID。
VSAN Id Port

このインターフェイスが動的に割り当てられ

ている VSAN ID（DPVMを参照）。
VSAN Id Dynamic

An indication of whether the Cisco Discovery
Protocol is currently running on this interface.

CDP（Enable）

このオプションのオンとオフにより、パケッ

ト/フレームの宛先が決まります。このオプショ
ンがオンの場合、このインターフェイスは、

このステーション宛てのパケット/フレームを
受け入れます。このオプションがオフの場合、

ステーションによって受け入れられたパケッ

トはメディアで送信されます。

このオプションをオンまたはオフにしても、

interface9によるブロードキャストおよびマル
チキャストパケット/フレームの受け付けには
影響しません。

無差別モード

このインターフェイスで速度と二重モードの

自動ネゴシエーションを使用する必要がある

かどうかの指示。

Auto Negotiate

ビーコンモードでは、識別のためにインター

フェイスLEDに点滅モードを割り当てます。
ビーコンモードを有効にするには、このオプ

ションを選択します。

ビーコンモード
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説明フィールド

Mode Admin
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説明フィールド

ユーザーが構成したポートモード。モードは

次のとおりです。

• auto -ユーザーがポートを autoとして構成
した場合、ポートの初期化スキームによっ

てポートのモードが決定されます。

• F Port -インターフェイスがファブリック
ポートとして機能します。このポートを

Nポートとして動作する周辺装置（ホス
トまたはディスク）に接続できます。

• FL Port -ファブリックループモードで
は、インターフェイスがファブリック

ループポートとして機能します。この

ポートを1つまたは複数のNLポート（他
のスイッチの FLポートを含む）に接続
し、パブリックアービトレート型ループ

を形成することができます。

• E Port -拡張ポートモードでは、インター
フェイスがファブリック拡張ポートとし

て機能します。このポートを別の Eポー
トに接続し、2つのスイッチ間でスイッチ
間リンク（ISL）を作成できます。Eポー
トはフレームをスイッチ間で伝送し、ファ

ブリックを設定および管理できるように

します。

• FX Port - Fxポートとして構成されたイン
ターフェイスは、Fポートまたは FLポー
トモードのいずれかで動作します。Fx
ポートモードは、インターフェイスの初

期化中に、接続されたNポートまたはNL
ポートに応じて判別されます。この管理

設定は、インターフェイスがその他のモー

ドで動作するのを禁止します。たとえば、

別のスイッチにインターフェイスが接続

されるのを防ぎます。

• SD Port - SPAN宛先ポートモードでは、
インターフェイスがスイッチドポートア

ナライザ（SPAN）として機能します。
SPAN機能は、Cisco MDS 9000ファミリ
スイッチに特有の機能です。ファイバ

チャネルインターフェイスを通過する

ネットワークトラフィックをモニタしま

す。

• TL Port -
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説明フィールド

トランスレーティブループポートモード

では、インターフェイスがトランスレー

ティブループポートとして機能します。

1つまたは複数のプライベートループ装
置に接続できます。TLポートモードは
Cisco MDS 9000ファミリスイッチに特有
で、FLポートとプロパティが似ていま
す。

• ST Port - SPANトンネルポート（STポー
ト）モードでは、インターフェイスが

RSPANファイバチャネルトンネルの送信
元スイッチ内の入口ポートとして機能し

ます。STポートモードとリモート SPAN
（RSPAN）機能は、Cisco MDS 9000ファ
ミリスイッチに特有の機能です。STポー
トモードに構成されている場合、イン

ターフェイスを任意の装置に設定できな

いので、通常のファイバチャネルトラ

フィックに使用できません。

• TE Port -トランキング Eポートモードで
は、インターフェイスがトランキング拡

張ポートとして機能します。別のTEポー
トに接続し、2つのスイッチ間でExtended
ISL（EISL）を作成します。TEポートは、
Cisco MDS 9000ファミリスイッチに特有
のポートです。

• B Port - Eポートが通常はファイバチャネ
ルスイッチを相互接続するのに対して、

シスコ製の PA-FC-1Gファイバチャネル
ポートアダプタなど、一部のSAN拡張装
置は、ブリッジポートモデルを実装して

地理的に分散したファブリックを接続し

ます。このポートタイプの操作モードは

「読み取り専用」であり、設定できませ

ん。

• TF -トランキング f_Port
• TNPポート - Nポートバーチャライザー
（NPV）にのみ適用されるトランキング
Nプロキシポートモード

• NPポート - Nポートバーチャライザー
（NPV）にのみ適用可能な Nプロキシ
ポートモード
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説明フィールド

ポートの現在の動作モード。Mode Oper

特定のインターフェイスの現在の速度グルー

プ構成を指定します。

• None：このインターフェイスにインター
フェイス速度グループ設定は適用されま

せん。読み取り専用の値です。

• 10G：このインターフェイスのインター
フェイス速度グループ設定は 10Gです。

• 1/2/4/8G：このインターフェイスでのイン
ターフェイス速度グループ構成は

1G-2G-4G-8Gです。

SpeedGroup

ユーザーが構成したポート速度。ポートの速

度値は [auto]、[1Gb]、[2Gb]、[4Gb]、[8Gb]、
[10Gb]、[autoMax2G]、および [autoMax4G]の
いずれかです。

注 Cisco NX-OSリリース 4.2(2)を実行する
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、
M1060スイッチモジュールでのみ 8Gbpsの管
理速度を設定できます。Cisco NX-OSリリー
ス4.2(2)以前のリリースを実行するCiscoNexus
5000シリーズスイッチでは、すべてのスイッ
チモジュールで速度を 1 Gbps、2 Gbps、また
は 4 Gbpsに設定できます。

Speed Admin

動作速度。Speed Oper

インターフェイスを専用モードまたは共有モー

ドとして指定します。

RateMode

インターフェイスがインサービスかアウトオ

ブサービスかを指定します。

Status Service

インターフェイスの適切な状態。Status Admin

インターフェイスの現在の動作状態。Status Oper

ポートの現在の動作状態の原因。Status FailureCause

trueの場合、このポートはリンクの初期化を
正常に完了しています。

StatusWasEnabled

インターフェイスが現在の動作状態にいつ移

行したか。ローカルネットワーク管理サブシ

ステムの前回の初期化以前に現在の状態に移

行した場合、この値は N/Aです。

Status LastChange
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説明フィールド

インターフェイスリソースの現在の所有者に

管理上割り当てられた名前。

Port Owner

FCインターフェイス Rx BBクレジット+

説明フィールド

動作ポートモード用に構成された受信バッファ

間クレジット。

Oper

FCポートで使用される BB_Creditモデル。代
替の BB_Credit管理モデルを調停ループトポ
ロジで使用して、現在のループ回路に参加し

ている 2つのポート間のフレームフローを管
理できます。これは物理ポートの特性である

ため、ポートチャネルポートには適用されま

せん。

モデル

このポートに設定された受信バッファ間クレ

ジット。

Admin

FCポートで構成できる拡張 BBクレジット
（256～ 4095の範囲）。許容値は、モジュー
ルの他のポートの BBクレジット構成によっ
て異なります。この値は、拡張 BBクレジッ
ト機能をサポートするモジュールでのみ変更

できます。

拡張

このポートがxE_portモードで動作している場
合に使用されるように構成された受信バッファ

間クレジット。

AdminISL

このポートがFxモードで動作している場合に
使用されるように構成された受信バッファ間

クレジット。

AdminFx

このポート用に構成されたパフォーマンスバッ

ファ。バッファ間クレジットに加えて、これ

らのバッファは、ポートのパフォーマンスを

向上させるために使用されます。値 0が設定
されている場合、モジュールは組み込みアル

ゴリズムを使用して、使用するパフォーマン

スバッファの数を計算します。

PerfBuffer Admin

パフォーマンスバッファは、現在このポート

で動作しています。

PerfBuffer Oper
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説明フィールド

ピア Interconnect_Portから受信したクラス 2、
クラス 3、クラス Fフレームを保持するため
に使用できる受信バッファの最大数。

Oper Rx

ピア Interconnect_Portに送信されるクラス 2、
クラス 3、クラス Fフレームを保持するため
に使用可能なバッファの総数。

Oper Tx

このポートの受信バッファ間クレジットの現

在の値。

Current Rx

このポートの送信バッファ間クレジットの現

在の値。

現在の送信

バッファ間状態変更番号（BB_SC_N）モード
が有効になっているかどうかを示します。オ

ンにすると、BB_SC_Nモードが有効になりま
す。オフにすると、BB_SC_Nモードが無効に
なります。

BbScn Notify

FCの他のインターフェイス

説明フィールド

インターフェイスが属しているポートチャネル。PortChannel Id

このインターフェイスに付けられたワールドワイドネーム。Fabric WWN

インターフェイスで送受信できる最大フレームのサイズ（バイト数）。Mtu bytes

このポートで受信できる FT_1フレームの最大 Data_Fieldサイズ。RxDataFieldSize
bytes

フレームを送信できない場合に、FCポートがフレームを破棄する前に
送信バッファに保持する最大時間。

HoldTime us

ポートチャネルを自動的に作成するかどうかを確認します。Auto Port Channel

構成されたポート FEC状態を指定します。FEC Admin

ポートの現在の動作 FEC状態を指定します。FEC Oper

FCインターフェース FLOGI

説明フィールド

ログインした Nx_Portに割り当てられたアド
レス識別子。

FcId

ログインしている Nx_Portのワールドワイド
名。

PortName
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説明フィールド

ログインした Nx_Portが属するリモートノー
ドのワールドワイド名。

NodeName

このインターフェースの元のポートWWNOriginal PWWN

Fx_Portがファブリックログインからサポート
することに同意した FC-PHのバージョン。

バージョン

ログインしたNx_Portから受信したクラス2、
クラス3を保持するために使用可能な受信バッ
ファの最大数。これは、ログインしたNx_Port
からFC-Portへの着信方向のバッファ間フロー
制御用です。

BBCredit Rx

ログインしたNx_Portに送信されるクラス2、
クラス 3フレームを保持するために使用可能
なバッファの総数。これは、FC-Portから
Nx_Port方向のバッファ間フロー制御用です。

バッファ間フロー制御メカニズムは、それぞ

れの BbCreditModelで示されます。

BBCredit Tx

ログインしたNx_Portが FC-Portにサポートを
要求し、FC-Portが要求を許可したサービスの
クラス。

CoS

ログインした Nx_Portのクラス 2受信データ
フィールドサイズ。Nx_Portで受信できる
FT_1フレームの最大データフィールドサイ
ズを指定します。

Class2 RxDataSize

FC-Portがファブリックログイン中にクラス 2
の順次配信をサポートすることに同意したか

どうか。これは、クラス 2サービスが合意さ
れている場合にのみ意味があります。これは、

Fx_Portsにのみ適用されます。

Class2 SeqDeliv

ログインした Nx_Portの Class3受信データ
フィールドサイズ。Nx_Portが受信できる
FT_1フレームの最大データフィールドサイ
ズを指定します。

Class3 RxDataSize

FxPortがファブリックログイン中にクラス 3
の順次配信をサポートすることに同意したか

どうか。これは、クラス 3サービスが合意さ
れている場合にのみ意味があります。これは、

Fx_Portsにのみ適用されます。

Class3 SeqDeliv
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FCインターフェイス ELP

説明フィールド

ピア Interconnect_Portのポートワールドワイ
ド名。

近接ポート

ピアノードのノードワールドワイド名。Neighbor Switch

ピアの Interconnect_Portから受信した保留クラ
ス 2、クラス 3、クラス Fフレームで使用でき
る受信バッファの最大数。これは、ピアの

Interconnect_Portからローカルの
Interconnect_Portへの着信方向のバッファー間
フロー制御用です。

バッファ間フロー制御メカニズムは、それぞ

れの BbCreditModelで示されます。

BBCredit Rx

ピアの Interconnect_Portに送信される保留クラ
ス 2、クラス 3、クラス Fフレームで使用でき
るバッファの最大数。これは、ローカルの

Interconnect_Portからピアの Interconnect_Port
への方向のバッファー間フロー制御用です。

バッファ間フロー制御メカニズムは、対応す

る BbCreditModelで示されます。

BBCredit Tx

ピアの Interconnect_Portがローカルの
Interconnect_Portにサポートを要求し、ローカ
ルの Interconnect_Portが要求を許可したサービ
スのクラス。

CoS

ローカルの Interconnect_Portが、Exchangeリ
ンクパラメータスイッチファブリック内部リ

ンクサービスリクエスト中にクラス 2の順次
配信をサポートすることに同意したかどうか。

これは、クラス 2サービスが合意されている
場合にのみ意味があります。

Class2 SeqDeliv

ピア Interconnect_Portのクラス 2受信データ
フィールドサイズ。Interconnect_Portで受信で
きる FT_1フレームの最大データフィールド
サイズを指定します。これは、クラス 2サー
ビスが合意されている場合にのみ意味があり

ます。

Class2 RxDataSize
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説明フィールド

ローカルの Interconnect_Portが、Exchangeリ
ンクパラメータスイッチファブリック内部リ

ンクサービスリクエスト中にクラス 3の順次
配信をサポートすることに同意したかどうか。

これは、クラス 3サービスが合意されている
場合にのみ意味があります。

Class3 SeqDeliv

ピア Interconnect_Portのクラス 3受信データ
フィールドサイズ。Interconnect_Portで受信で
きる FT_1フレームの最大データフィールド
サイズを指定します。これは、クラス 3サー
ビスが合意されている場合にのみ意味があり

ます。

Class3 RxDataSize

trueの場合、このパラメーターを提供するピ
ア Interconnect_Portは、クラス FのX_ID割り
当て中にインターロックを使用する必要があ

ることを示します。これは、クラス Fサービ
スが合意されている場合にのみ意味がありま

す。

ClassF X_ID

ピア Interconnect_Portのクラス F受信データ
フィールドサイズ。クラス Fサービスは、常
に 2つの Interconnect_Port間で合意されます。
Interconnect_Portで受信できる FT_1フレーム
の最大データフィールドサイズを指定しま

す。

ClassF RxDataSize

シーケンス受信側としてシーケンスの進行状

況を追跡するためのパラメータを提供する

Interconnect_Portによって提供されるシーケン
スステータスブロックの数。指定できる同時

シーケンスの最大数は 255です。このフィー
ルドの N/Aの値は予約されています。

ClassF ConSeq

付随する ACKまたは Link_Responseフレーム
を受信せずに Interconnect_Portによって送信で
きるクラス Fデータフレームの最大数。エン
ドツーエンドクレジットの最小値は 1です。
指定されたエンドツーエンドのクレジット

フィールドは、クラスFフレームのData_Field
を保持し、パラメータを提供する

Interconnect_Portによってその Data_Fieldの内
容を処理するために使用可能なバッファの数

に関連付けられます。

ClassF EECredit
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説明フィールド

交換ごとのオープンシーケンスは、1回の交
換の Interconnect_Portのペア間で受信側で一度
にオープンできるシーケンスの最大数を指定

するものとします。この値は、交換とシーケ

ンスの追跡に使用されます。

ClassF OpenSeq

FCインターフェイスのトランク構成

説明フィールド

ユーザーが構成したトランキングモード。

• nonTrunkに設定すると、ポートはネゴシ
エーションを行い、リンクを非トランキ

ングモードに変換します。このポートと

ピアポートのOperTrunkModeは、複数の
VSANトラフィックを伝送しません。

• trunkに設定すると、ピアポートが trunk
または autoの場合にのみ、ポートはネゴ
シエーションを行い、リンクをトランキ

ングモードに変換します。

• autoに設定すると、ピアポートが trunk
の場合にのみ、ポートはリンクをトラン

クリンクに変換します。

Admin

ポートの現在のトランキングモード。Oper

ポートがトランキングモードで動作している

ときに、ポートで送受信できる VSANのリス
ト。複数の VSANに所属させることができる
のは、トランクモードで動作しているポート

だけです。

Allowed VSANs

このポートが関連付けられている、動作状態

がアップのVSANのリスト。複数のVSANに
関連付けさせることができるのは、トランク

モードで動作しているポートだけです。これ

は、トランクモードで動作しているポートに

のみ適用されます。

Up VSANs
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FCIP Interfaces Trunk Failures

説明フィール

ド

指定された VSANのトランクステータスにエラーがある場合、このテーブルに
エントリが表示されます。

FailureCause

FCインターフェイス IP

説明フィールド

スイッチの名前。スイッチ

イーサネットインターフェイスを識別する一意の値。イーサネットインターフェイ

ス

イーサネットインターフェイスの現在の動作状態。イーサネットのステータス

このエンティティのインターネットアドレス。Ethernet IP Address

このエンティティのインターネットアドレスピアIPアドレス

最新の CDPメッセージでレポートされたポート ID文字列。ポート

このリンクが関連するデバイスのピアインターフェイスを識

別する一意の値。

ピアインターフェイス

最新のCDPメッセージでレポートされたピアデバイス ID文
字列。

Peer Device Id

IPセキュリティをオンにするかどうかを指定します。IP Security Enabled

FCインターフェイスの物理的特徴

説明フィールド

有効にすると、インターフェースLEDが点滅モードに変わって、特定のイン
ターフェースを簡単に識別できるようになります。

BeaconMode

trueの場合、物理コネクタがあります。ConnectorPresent

ポートコネクタのモジュールタイプ。ConnectorType

ポートトランシーバのテクノロジー。TransmitterType

コネクタ装置のベンダー。ベンダー

コネクタ装置の部品番号。PartNumber

コネクタ装置のポートリビジョン。リビジョン

コネクタ装置のシリアル番号。SerialNo
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FCインターフェイス機能

説明フィールド

FC-Portがサポートできる FC-PHの最低バージョン。FC-PH Vers Low

FC-Portがサポートできる FC-PHの最高バージョン。FC-PH Vers High

FCポートがアタッチされたFCポートから受信できるフレー
ム内のデータフィールドの最小サイズ（バイト単位）。

RxDataSize Min

FCポートがアタッチされたFCポートから受信できるフレー
ム内のデータフィールドの最大サイズ（バイト単位）。

RxDataSize Max

FCポートがサポートできる最小保持時間（マイクロ秒）。HoldTime Min

FCポートがサポートできる最大保持時間（マイクロ秒）。HoldTime最大

FCポートがサポートできる一連のサービスクラスを示す
ビットマスク。

CoS

このインターフェイスがサービス状態の変更を処理できる

かどうかを示します。

ServiceStateCapable

このインターフェイスが専用または共有ポートレートモー

ドとして構成できるかどうかを示します。

PortRateMode Capable

trueの場合、インターフェイスの拡張バッファツーバッファ
クレジットを変更できます。ユーザーは、このインターフェ

イスでオブジェクト fcIfAdminRxBbCreditExtendedを構成で
きます。

AdminRxBbCreditExtendedCapable

FC-Portがクラス 2シーケンシャルデリバリをサポートでき
るかどうかを示すフラグ。

Class2Seq Deliv

FC-Portがクラス 3シーケンシャルデリバリをサポートでき
るかどうかを示すフラグ。

Class3Seq Deliv

FCインターフェイス FICONピア

説明フィールド

ピアノードのタイプ番号。たとえば、タイプ番号は 002105などになります。TypeNumber

製造時にピアノードに割り当てられたシーケンス番号です。たとえば、シリア

ル番号は 000000023053などになります。
SerialNumber

このポートに接続しているピアノード内のポートの IDです。タグ

NX-Portに割り当てられたアドレス識別子FcId

行のステータス（valid、invalid、old）を指定します。ステータス

このポートの名前。名前
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説明フィールド

ピアノードを製造した会社の名前。たとえば、製造元の情報はHTCなどになり
ます。

メーカー

ピアノードのモデル番号。たとえば、モデル番号は F20などになります。ModelNumber

ピアノードの製造工場を識別する工場コード。たとえば、製造工場コードは00
などになります。

PlantOfMfg

このポートが通信しているピアノードのタイプ。UnitType

このインターフェイスで発生したリンクインシデントのタイプ。アラート

インターフェイス NPorts（SVC）

説明フィールド

仮想 NポートのWWN（ワールドワイド名）。Pwwn

仮想 Nポートのファイバチャネル ID。FcId

仮想 Nポートの動作状態。ステータス

状態のインスタンスによって示されているNポートの状態が「ダウン」である場
合、この値は、この Nポートが「ダウン」である理由を示します。

DownReason

インターフェイスセッション

説明フィール

ド

このセッションに属する NポートのWWN。NportPwwn

このセッションのリモート NポートのWWN。PeerPwwn

このセッションのリモート NポートのWWN。PeerNwwn

このセッションのリモートポートのファイバチャネル識別子。PeerFcId

IP統計 TCP

説明フィールド

The number of times TCP connections have made a direct transition to the CLOSED state
from either the SYN-SENT state or the SYN-RCVD state, plus the number of times TCP
connections have made a direct transition to the LISTEN state from the SYN-RCVD state.

AttemptFails

The total number of segments received in error (e.g., bad TCP checksums).InErrs

The number of times TCP connections have made a direct transition to the SYN-SENT
state from the CLOSED state.

ActiveOpens
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The number of times TCP connections have made a direct transition to the SYN-RCVD
state from the LISTEN state.

PassiveOpens

The number of times TCP connections have made a direct transition to the CLOSED state
from either the ESTABLISHED state or the CLOSE-WAIT state.

EstabResets

The total number of segments received, including those received in error. This count
includes segments received on currently established connections.

InSegs

送信済みのセグメントの合計数。現在の接続上のセグメントなどを含むものの、

再送信バイトだけを含むセグメントは除きます。

OutSegs

再送信済みのセグメントの合計数。つまり、過去に 1バイト以上送信したこと
があるデータを含む TCPセグメントの数。

RetransSegs

The number of TCP segments sent containing the RST flag.OutRsts

ポートチャネルイーサネットインターフェイス

説明フィールド

ネットワークマネージャによって指定されたインターフェイスのエイリア

ス名。

説明

インターフェイスで送受信できる最大フレームのサイズ（バイト数）。MTU

そのプロトコルでのインターフェイスのアドレス。PhysAddress

インターフェイスの適切な状態。Admin

インターフェイスの現在の動作状態。Oper

インターフェイスが現在の動作状態にいつ移行したか。ローカルネットワー

ク管理サブシステムの前回の初期化以前に現在の状態に移行した場合、こ

の値は N/Aです。

LastChange

インターフェイスの IPアドレスとマスク。IPAddress/Mask

このインターフェイスの認証方法。iSCSI
AuthMethod

このインターフェイスの iSNSサーバープロファイル名。iSNSProfileName

ポートチャネル FCインターフェイス

説明フィールド

インターフェイスが静的に割り当てられている VSAN。PortVsan

ネットワークマネージャによって指定されたインターフェイスのエイリ

アス名。

[説明
（Description）]
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説明フィールド

ユーザーが構成したポートモード。ユーザーがポートを auto(1)として
構成した場合、ポートの初期化スキームによってポートのモードが決定

されます。この場合、ユーザーは OperModeを調べて、ポートの現在の
動作モードを判断できます。auto(1)または ePort(4)のみが許可されま
す。

管理モード

ポートの現在の動作モード。Oper Mode

ユーザーが構成したポート速度。管理速度

インターフェイスの現在の帯域幅/秒。動作速度

インターフェイスの適切な状態。Admin Status

インターフェイスの現在の動作状態。動作ステータス

ポートの現在の動作状態の原因。FailureCause

インターフェイスが現在の動作状態に移行した時刻。プロキシエージェ

ントの最後の再初期化に先立って現在の状態になった場合、この値は 0
または N/Aです。

LastChange

ポートチャネル全般

説明フィールド

ネットワーク管理者が希望するチャネルモー

ド。

管理モード

ポートの現在の動作チャネルモード。動作モード（Oper Mode）

ポートチャネルポートにポートを追加する方

法。

•オフにすると、このポートチャネルに追
加されるポートのパラメータに対して互

換性チェックが実行されます。追加する

ポートには、ポートチャネルポートと同

じ物理パラメータおよび構成パラメータ

が必要です。

•オンにすると、物理パラメータのみで互
換性チェックが実行されます。このポー

トチャネルポートに追加するポートに

は、同じ物理パラメータが必要です。操

作は、物理パラメータが同じでない場合

にのみ失敗します。追加されるポートの

構成パラメータは、このポートチャネル

ポートの構成パラメータによって上書き

されます。

強制
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説明フィールド

このポートチャネルポートのメンバーである

E_portのリスト。
MemberList By Interface

このポートチャネルポートのメンバーである

E_portのリスト。
MemberList By FICON

PortChannelにアクティブに参加しているポー
ト。

MemberList LoadBalanced

ポートチャネルポートのメンバーリストを変

更するために実行された最後の操作（メンバー

の追加または削除）のステータス。ポートが

追加されていないか、最後の操作が成功した

場合、この値は成功になります。この値が失

敗だった場合、ユーザーはLastAddStatusCause
を調べて失敗の理由を見つけることができま

す。

LastAction Status

ポートチャネルポートのメンバーリストを変

更するために実行された最後の操作（メンバー

の追加または削除）が失敗した原因。

LastAction FailureCause

このエントリで最後にアクションが実行され

た時刻を示すタイムスタンプ。

LastAction Time

このエントリの作成時刻のタイムスタンプ。CreationTime

FICONのポートアドレス。空の場合、この
チャネルはFICONによって使用されません。
（この列は、FICONが有効な場合に表示され
ます。ポートチャネルが自動作成されたもの

である場合、この列はグレー表示されます）。

FICON Address

FlexAttachグローバル

説明フィールド

すべてのF_portインターフェイスで仮想WWN
の自動生成を有効にします。VirtualPWWNauto
の値が「true」に設定されている場合、
VirtualWWNテーブルのすべてのエントリの
VirtualWWN Autoの値は暗黙的に trueに設定
されます。

VirtualPwwnauto

FlexAttach仮想 PWWN

説明フィールド
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これは、このインターフェイスの仮想ポート

WWNです。VirtualWwnAutoの値が「true」の
場合、この仮想 pWWWNの値はデバイスに
よって自動的に生成されます。この pWWWN
の値が明示的に設定した場合、VirtualWwnAuto
の値は暗黙的に「false」に設定されます。
pWWWNの長さがゼロの場合、自動仮想WWN
生成は無効になります。このpWWWNは長さ
ゼロに設定できません

仮想 pWWN

このインターフェイスでの仮想WWNの自動
生成を有効にします。VirtualWwnPwwnの値が
明示的に設定されている場合、Autoの値は暗
黙的に falseに設定されます。また、このAuto
が「true」に設定されている場合、
VirtualWwnPwwnの値は自動生成された仮想
ポートWWNで上書きされます。

自動

この仮想WWNエントリが最後に変更された
ときの sysUpTimeの値。

LastChange

FlexAttach物理WWNから仮想WWNへ

説明フィールド

これは、このデバイスポートWWNの仮想
ポートWWNです。WWNの衝突を最小限に
抑えるために、この仮想 pWWNの 2つのイン
スタンスに同じ値を持たせることはできませ

ん。

注 :対応するデバイスがログインしている場
合、仮想 pWWNを変更することはできませ
ん。

virtual pWWN

この仮想WWNエントリが最後に変更された
ときの sysUpTimeの値。

LastChange
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FIPS

説明フィールド

デバイスの FIPSモードをイネーブルまたは
ディセーブルにします。FIPS 140-2は暗号モ
ジュールに関する一連のセキュリティ要件で

あり、暗号モジュールに対する米国政府の要

求条件を詳細に記述しています。モジュール

は、ハードウェアとソフトウェアの両方で構

成されます（たとえば、データセンターのス

イッチングまたはルーティングモジュール）。

FIPSモードをイネーブルにするための要求が
受信され、その要求に応じて一連のセルフテ

ストが正常に実行される場合、モジュールは

FIPS対応モードにあると言われます。セルフ
テストが失敗した場合は、適切なエラーが返

されます。

ModeActivation

FCIP FICON Configuration

説明フィールド

このリンクに関連するFCIPデバイスのインターフェイスを識別する一意の
値。

インターフェイ

ス

Ficonテープアクセラレーションが設定される VSAN（1～ 2047の範囲）
のリスト。存在するCISCO-FICON-MIBの cficonVsanEntryがあるVSANの
み、Ficonテープアクセラレーション用に構成できます。

VSANList Admin

Ficonテープアクセラレーションの動作が「オン」になっているVSAN（1
～ 2047の範囲）のリスト。

VSAN List Oper

ポートチャネルの自動作成

説明フィール

ド

このポートチャネルのチャネルグループモード。チャネル

ポートチャネルが永続的である場合は true。永続

SPANセッション

説明フィールド

SPAN宛先ポートインターフェイス。Dest Interface
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説明フィールド

このセッションに割り当てられる VSAN。Filter VSAN List

アクティブなセッションを一時停止にするか、非アクティブのセッショ

ンをアクティブにします。

Status Admin

セッションの現在の状態。Status Oper

セッションステータスの説明。[説明（Description）]

このセッションに割り当てられる VSAN。VSAN List

セッション用に設定される宛先ポート ID。Or Interface
(Direction)

このセッションがアクティブになっていない理由の説明。Inactive Reason

SPANグローバル

説明フィールド

このフィールドは、すべての SPANセッションに対するドロップしき
い値パケット数を指定します。[MaxQueuedSpanPackets]フィールドは、
アクティブなセッションが存在しないときにのみ使用できます。

MaxQueuedSpanPackets

SPAN送信元インターフェイス

説明フィールド

セッション用に設定される宛先ポート ID、お
よびトラフィックの方向。

[Interface]、[Direction]

ポートトラッキングの依存関係

説明フィールド

追跡を行っているインターフェース。Linked, Destination
Interfaces

単一のVSANとすべてのVSANのどちらを追跡しているか。VSAN Type

単一の VSANを追跡している場合、その VSANの ID。VSAN ID

ポートトラック強制シャットダウン

説明フィールド

強制シャットダウンモードを構成するポートのインターフェイス。インターフェイス
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説明フィールド

trueの場合、ポートは管理上停止されるため、手動でポートを起動する
必要があります。falseの場合、ポートは運用上のみ停止するので、追跡
対象のポートのいずれかが起動するとすぐに再び起動します。

強制シャットダウ

ン

ポートガード

説明フィールド

インターフェイスの名前インターフェイ

ス

インターフェイスがアップ状態とダウン状態の間で変化しないようにする

か、状態を継続的に変化するのを許可するかを指定します。

有効

ポートが状態を変更できる期間を指定します。Duration (sec)

Durationで指定された時間内にポートがフラップできる回数を指定します。Number of Flaps

インターフェイスの動作状態。Oper

帯域幅予約：48-ポート 96-Gbpsファイバチャネルモジュール

[説明（Description）]RateMode構成マクロ

各グループの最初のポートに 4 Gbpsのレートモー
ドと管理速度を割り当て、残りのポートは、ポート

の動作速度に応じて 8 Gbpsを共有

各グループの最初のポートは 4 Gbps専
用ポートで、残りのポートは 8 Gbpsを
共有

各グループの最初のポートに 8 Gbpsのレートモー
ドと管理速度を割り当て、残りのポートは、ポート

の動作速度に応じて 8 Gbpsを共有

各グループの最初のポートは 8 Gbps専
用ポートで、残りのポートは 8 Gbpsを
共有

使用可能なすべてのポートに 8 Gbpsのレートモー
ドと管理速度を割り当てます。これがデフォルト設

定です。

すべてのポートで 8 Gbpsを共有（初期
設定およびデフォルト設定）

帯域幅予約：48ポート 48 Gbpsファイバチャネルモジュール

[説明（Description）]RateMode構成マクロ

各グループの最初のポートに 2 Gbpsのレートモー
ドと管理速度を割り当て、残りのポートはポートの

動作速度に応じて 4 Gbpsを共有

各グループの最初のポートは2Gbps専用
ポートで、残りのポートは4Gbpsを共有

各グループの最初のポートに 8 Gbpsのレートモー
ドと管理速度を割り当て、残りのポートはポートの

動作速度に応じて 4 Gbpsを共有

各グループの最初のポートは8Gbps専用
ポートで、残りのポートは4Gbpsを共有
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[説明（Description）]RateMode構成マクロ

使用可能なすべてのポートに最大レートモードと

4Gbpsの管理速度を割り当てます。これがデフォル
ト設定です。

すべてのポートで最大4Gbpsを自動共有
（初期設定およびデフォルト設定）

帯域幅予約：24ポート 48 Gbpsファイバチャネルモジュール

[説明（Description）]RateMode構成マクロ

各グループの最初のポートにレートモードと8Gbps
の管理速度を割り当て、残りのポートはポートの動

作速度に応じて 8 Gbpsを共有します

各グループの最初のポートは 8 Gbps専
用ポートで、残りのポートは 8 Gbpsを
共有

使用可能なすべてのポートに 8 Gbpsのレートモー
ドと管理速度を割り当てます。これがデフォルト設

定です。

すべてのポートで自動を共有（初期設定

およびデフォルト設定）

帯域幅予約：48ポート 256 Gbpsファイバーチャネルモジュール

[説明（Description）]RateMode構成マクロ

各 6ポートポートグループの最初の 4ポート
に 8 Gbpsのレートモードと管理速度を割り当
て、残りのポートはポートの動作速度に応じて

8 Gbpsを共有します。

6ポートの各ポートグループのうち、最初の
4つのポートは 8 Gbps専用ポートで、残りの
ポートは 8 Gbpsを共有

各グループの最初のポートに 8 Gbpsのレート
モードと管理速度を割り当て、残りのポートは

ポートの動作速度に応じて 8 Gbpsを共有しま
す。

各グループの最初のポートは8Gbps専用ポー
トで、残りのポートは 8 Gbpsを共有

使用可能なすべてのポートに 8 Gbpsのレート
モードと管理速度を割り当てます。これがデ

フォルト設定です。

Shared 8G 0n all ports

使用可能なすべてのポートに 4Gbpsのレート
モードと管理速度を割り当てます。

Dedicated 4G 0n all ports

次のポートに 10Gbpsのレートモードと管理速
度を割り当てます。

次のポートの専用 10G：

• 4、5、6、7、8、10（ポート 1、2、3、
9、11、12は無効）

• 16、17、18、19、20、22（ポート 13、
14、15、21、23、24は無効）

• 28、29、30、31、32、34（ポート 25、
26、27、33、35、36は無効）

• 40、41、42、43、44、46（ポート 37、
38、39、45、47、48は無効）
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帯域幅予約：32ポート 256 Gbpsファイバチャネルモジュール

[説明（Description）]RateMode構成マクロ

すべての使用可能なポートに、レートモー

ドと 8 Gbpsの管理速度を割り当てます。
すべてのポートで専用の 8 Gbps

すべての使用可能なポートに、レートモー

ドと共有の 8 Gbpsの管理速度を割り当て
ます。

すべてのポートで 8Gbpsを共有（初期設定および
デフォルト設定）

指定されたポートに10Gbpsのレートモー
ドと管理速度を割り当てます。

以下のポートには専用の 10 Gがあります。

• 2、3、4、5、6、8（ポート1および7は無効）
• 10、11、12、13、14、16（ポート 9および 15
は無効）

• 18、19、20、21、22、24（ポート 17および
23は無効）

• 26、27、28、29、30、32（ポート 25および
31は無効）

DS-X9448-768K9（Luke）ラインカード帯域幅の予約

[説明（Description）]RateMode構成マクロ

指定されたポートに 10 Gbpsの専用レートモードと管
理速度を割り当てます。

次のポートの専用 10G：

•ポート 1～ 8
•ポート 9〜 16
•ポート 17～ 24
•ポート 25-32
•ポート 33～ 40
•ポート 41〜 48

指定されたポートでデフォルトのレートモードと管理

速度に戻します。トランシーバの周波数は FCに設定
されています。この操作は中断を伴います。

次のポートで10Gを構成解除します。

•ポート 1～ 8
•ポート 9～ 16
•ポート 17～ 24
•ポート 25-32
•ポート 33～ 40
•ポート 41～ 48

FC
このセクションの内容は次のとおりです。
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VSAN全般

説明フィールド

VSANの名前。デフォルト値は文字列
VSANxxxxであり、xxxxは vsanIndexの値を
4桁で表したものであることに注意してくださ
い。たとえば、vsanIndexが23の場合、デフォ
ルト値は VSAN0023です。

名前

VSANのMTU。通常、これは 2112です。MTU

VSANで使用されるロードバランシングの種
類です。

• srcdst：パス選択に送信元 IDと接続先 ID
を使用

• srcdst 0xld：送信元、接続先、交換 IDを
使用

LoadBalancing

このVSANのローカルスイッチの相互運用モー
ド。

•標準
•相互運用性 - 1
•相互運用性 - 2
•相互運用性 - 3

相互運用性

この VSANの状態。AdminState

VSANの動作状態。OperState

デバイスの InOrderDelivery保証フラグ。true
の場合、順序どおりの配信が保証されます。

falseの場合、保証されません。

InOrderDelivery

永続的なドメイン IDを指定します。DomainID

VSANが FICON対応の場合は true。FICON

この VSANでのこのスイッチのネットワーク
遅延。これは、送信された順序で配信されな

い場合にフレームがドロップされるまでの時

間です。

ネットワーク遅延

VSAN Membership

説明フィールド

スイッチの名前スイッチ

VSANの FCポートポート
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説明フィールド

VSANのポートチャネルチャネル

VSANの FCIPインターフェイスFCIP

VSANの iSCSIインターフェイスiSCSI

FICONによる VSANのインターフェイ
ス

FICON

VSANの仮想 FCインターフェイスFC仮想インターフェイ
ス

VSAN Interop-4 WWN

説明フィール

ド

McDataスイッチを含むVSANの ID。VSAN ID

McDataスイッチのWWN。WWN

VSANタイマー

説明フィールド

VSANの ID。VSAN Id

Recovery_QualifierなどのNxPortリソースをいつ再利用するかを決定する
ためのタイムアウト値として FxPortに使用される
Resource_Allocation_Timeout値。これは、E_D_TOVに、フレームがファ
ブリック内で遅延しても配信される可能性のある最大時間の 2倍を加え
たものを表します。ファブリック内のすべてのスイッチは、このタイム

アウトを同じ値で構成する必要があることに注意してください。

R_A_TOV

分散サービスリクエスタが応答を待機する時間を示す

Distributed_Services_Timeout値。
D_S_TOV

エラー状態を検出するためのタイムアウト値としてFxPortsで使用される
Error_Detect_TimeoutValueです。ファブリック内のすべてのスイッチは、
このタイムアウトを同じ値で構成する必要があることに注意してくださ

い。値はD_S_TOVの値より小さくなければならないことに注意してくだ
さい。

E_D_TOV

この VSANでのこのスイッチのネットワーク遅延。NetworkDropLatency
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VSANデフォルトゾーンポリシー

説明フィールド

VSANの作成時のデフォルトゾーン動作の初
期値を表します。VSANが削除され、再度作
成された場合、デフォルトのゾーン動作は、

このオブジェクトに指定された値に設定され

ます。

Zone Behavior

VSANの作成時のゾーンセット伝播モードの
初期値を表します。VSANが削除され、再作
成された場合、ゾーンセット伝搬モードは、

このオブジェクトに指定された値に設定され

ます。

[伝播モード（Propagation Mode）]

IVRローカルトポロジ

説明フィールド

このデバイスの IVRトポロジの一部である構
成済み VSANのリスト。

VSAN List

IVRファブリック ID

説明フィール

ド

このデバイスの IVRトポロジの一部である構成済みVSANのリスト。VSAN List

IVRデフォルトファブリック ID

説明フィール

ド

このスイッチの構成済みのデフォルト自律ファブリック ID。Fabric Id

IVRのアクション

説明フィールド

このオブジェクトをアクティブに設定すると、

構成された IVRトポロジがこのデバイスでア
クティブになるように要求されます。つまり、

IVRトポロジの現在の構成が複製され、その
複製がアクティブなIVRトポロジになります。

Activate Local Topology
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説明フィールド

このオブジェクトは、IVRトポロジがアクティ
ブかどうかを示します。trueの場合、IVRトポ
ロジはアクティブです。falseの場合、IVRト
ポロジはアクティブではありません。

アクティブ

IVRトポロジが最後にアクティブ化された日
時。IVRトポロジがローカルネットワーク管
理サブシステムの前回の初期化以前に現在の

状態に移行した場合、この値は N/Aです。

アクティベーション時間

VSAN境界を越えた FCIDおよび VSAN識別
子の変換を有効にします。trueの場合、フレー
ムが VSAN境界を越えると、VSAN識別子と
エンドデバイスのFCID全体が変更されます。

IVR NATを有効にします

自動 VSANトポロジディスカバリを有効にし
ます。trueの場合、自動 VSANトポロジディ
スカバリがオンになります。IVRプロセスは
相互に通信して、すべての IVR対応スイッチ
に物理トポロジのグローバルビューを提供し

ます。falseの場合、自動 VSANトポロジディ
スカバリ検出はオフになります。

自動検出トポロジ

IVR RDI VSAN

説明フィールド

このオブジェクトは、VSAN内の仮想ドメインがそのVSAN
のドメインリストに追加されている VSANを一覧表示し
ます。

Add Virtual Domain to FC Domain
List

IVRアクティブトポロジ

説明フィール

ド

このデバイスの IVRトポロジの一部であるVSANのリスト。VSAN List

IVR Zonesetステータス

説明フィールド

この VSAN上のアクティブな IVゾーンセッ
トのステータス。

ステータス
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• idle -アイドル
• active -アクティブ
• deactive -非アクティブ
• defaultZoneDeny -デフォルトのゾーン動作が拒否であり、通常のアクティブゾーンセッ
トがないため、アクティブ化に失敗。

• activationFailed -アクティブ化に失敗。
• deactivationFailed -非アクティブ化に失敗。
• activationNotInitiated -アクティブ化が開始していない。
• activationFailedFabricChgFailed -ファブリックの変更に失敗したため、アクティブ化が失
敗。

• deactivationNotInitiated -非アクティブ化が開始していない。
• deactivationFailedFabChgFailed -ファブリックの変更が失敗したため、非アクティブ化に
失敗。

• deactivationNotInitiated -非アクティブ化が開始していない。
• deactivationFailedFabChgFailed -ファブリックが変更されたため、非アクティブ化に失敗。
• activating -アクティブ化が進行中。
• activatingWaitForLowestSwwn -アクティブ化が進行中。最小のスイッチWWNのスイッチ
が IVゾーンセットを通常のアクティブゾーンセットに追加するのを待機中。

• activatingFabricChanging -アクティブ化が進行中。ファブリックを変更中。
• deactivating -非アクティブ化が進行中。
• deactivatingWaitForLowestSwwn -非アクティブ化が進行中。最小のスイッチWWNのス
イッチが、IVRゾーンセットを通常のアクティブゾーンセットから削除するのを待機
中。

• deactivatingFabricChanging -非アクティブ化が進行中。ファブリックを変更中。
• defaultZonePermit -デフォルトのゾーン動作が許可であるため、アクティブ化に失敗。
• defaultZonePermitNoForce -デフォルトのゾーンの動作が強制オプションなしの許可であ
るため、アクティブ化に失敗。

• defaultZonePermitActZsNoForce -デフォルトのゾーン動作が許可であり、通常のアクティ
ブ化ゾーンセットがあり、強制オプションがないため、アクティブ化が失敗。

• denyNoActiveZoneset -アクティブなゾーンセットがないため、アクティブ化に失敗。
• activationFailedLowestWwnWait -最小のWWNのスイッチがこのゾーンセットをアクティ
ブ化するのを待機していて、アクティブ化に失敗。

• deactivationFailedLowestWwnWait -最小のWWNのスイッチがこのゾーンセットを非アク
ティブ化するのを待機していて、非アクティブ化に失敗。

• activationFailedZoneNmCtnsIlChar -アクティブ化されているゾーンセット内のゾーン名の
1つに不正な文字が含まれているため、アクティブ化に失敗。
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IVRの不一致

説明フィール

ド

強制された（アクティブな）IVゾーンセットのチェックサム。不一致

CFS構成がサポートされているリージョンを識別します。RegionID

IVRドメイン

説明フィール

ド

VSANを表すために使用されるFCドメイン ID。ドメイン
ID

IVR FCID

説明フィール

ド

デバイスを表すために IVRが使用するFCID。FCID

IVR Zonesetアクティブゾーン

説明フィールド

IVR VSAN ID。VSAN Id

アクティブな IVRゾーン名。ゾーン

自律ファブリック ID。Fabric Id

ゾーンメンバーが接続されているスイッチインターフェイス。スイッチインターフェイ

ス

ゾーンのメンバー名。名前

ゾーンメンバーWWN。WWN

ゾーンメンバーの FC ID。FcId

ゾーンメンバーの LUN。LUN
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説明フィールド

•ファブリック内にない：ゾーンメンバーがファブリック内に
存在しない場合。

• VSAN内にない：ゾーンメンバーがVSAN内に存在しない場
合。

•該当なし：ステータスを判断できません。

空：メンバーはファブリックと正しい VSANに存在しており、
ゾーンの他のメンバーと通信できます。

ステータス

IVRゾーンセットアクティブゾーン属性

説明フィールド

アクティブな IVRゾーン名。ゾーン

QoSイネーブルの場合は true、そうでない場合は falseです。QoS

QoS優先度の値（低、中、または高）。QoSの優先順位

この VSANのこのデフォルトゾーンでブロードキャストゾーニングを有
効にするかどうかを指定します。trueの場合、有効になります。falseの場
合、無効になります。

ブロードキャス

ト

IVRゾーンセット名

説明フィールド

IVR VSAN ID。VSAN Id

アクティブな IVRゾーン名。ゾーン

自律ファブリック ID。Fabric Id

ゾーンメンバーが接続されているスイッチインターフェイス。スイッチインターフェイ

ス

ゾーンのメンバー名。名前

ゾーンメンバーWWN。WWN

ゾーンメンバーの FC ID。FcId

ゾーンメンバーの LUN。Luns

デバイスマネージャ

60

デバイスマネージャ

IVRゾーンセットアクティブゾーン属性



説明フィールド

•ファブリック内にない：ゾーンメンバーがファブリック内に
存在しない場合。

• VSAN内にない：ゾーンメンバーがVSAN内に存在しない場
合。

•該当なし：ステータスを判断できません。

空：メンバーはファブリックと正しい VSANに存在しており、
ゾーンの他のメンバーと通信できます。

ステータス

DPVMアクション

説明フィールド

一連のバインディングをアクティブ化するのに役立ちます。操作

アクティブ化の結果を示します。結果

アクティブ化の状態を示します。trueの場合は、最新の操作として、ア
クティブ化が試みられています。falseの場合は、最新の操作として、ア
クティブ化が試みられていません。

ステータス

copy(1)に設定すると、アクティブな（強制された）バインディングデー
タベースが構成バインディングデータベースにコピーされます。学習済

みエントリもコピーされます。

CopyActive to
Config

すべてのポートでローカルデバイスにログインしているデバイスの構成

と、それらが関連付けられている VSANを学習するのに役立ちます。
Auto Learn Enable

自動学習エントリのクリアを支援します。Auto Learn Clear

対応する自動学習エントリをクリアするために使用されるポートWWN
（pWWN）を表します。

Clear WWN

DPVM構成データベース

説明フィールド

スイッチ名。スイッチ

デバイスの対応するインスタンスのタイプを指定します。タイプ

ログインデバイスアドレスを表します。値は、対応するデバ

イスタイプ（PWWN、NWWN、またはMAC）によって異な
ります。

WWNまたは Nameまたは
MAC

cdpvmLoginDevで表されるデバイスがログインするローカル
デバイスのポートに関連付けられる VSANを表します。

VSAN Id

デバイスエイリアスを表します。スイッチインターフェイス
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DPVMアクティブデータベース

説明フィールド

cdpvmEnfLoginDevの対応するインスタンスのタイプを指定しま
す。

タイプ

ログインデバイスアドレスを表します。値は、対応するデバイ

スタイプ（PWWN、NWWN、またはMAC）によって異なりま
す。

WWNまたは Nameまたは
MAC

cdpvmEnfLoginDevで表されるデバイスがログインするローカル
デバイス上のポートの VSANを表します。

VSAN Id

デバイスエイリアスを表します。インターフェイス

これが学習済みエントリかどうかを示します。trueの場合、学習
済みエントリです。falseの場合、そうではありません。

IsLearnt

ドメインマネージャを実行

説明フィールド

このVSANのローカルスイッチのドメインマネージャの状態。都道府県（State）

この VSANのローカルスイッチのドメイン ID、またはドメイ
ン IDが割り当てられていない場合は 0。

DomainID

この VSANのローカルスイッチのWWN。Local Switch WWN

この VSANのローカルスイッチの実行優先度。ローカル優先度

この VSANのプリンシパルスイッチのWWN。プリンシパル
スイッチの IDが不明な場合は空の文字列。

プリンシパルスイッチWWN

この VSANのプリンシパルスイッチの実行優先度。Principal Priority

Domain Managerの設定

説明フィールド

この VSANでドメインマネージャを有効にします。アクティブな VSANで
有効になっている場合、スイッチはプリンシパルスイッチの選択に参加しま

す。無効にすると、スイッチはプリンシパルスイッチの選択にもドメイン割

り当てにも参加しません。したがって、ドメイン IDは静的に構成する必要
があります。

[有効
（Enable）]
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説明フィールド

このVSANのローカルスイッチの構成済みドメイン ID。ドメイン IDが構成
されていない場合は 0です。意味は DomainIdTypeに依存します。

タイプが「preferred」の場合、構成されたドメイン IDは「優先ドメイン ID」
と呼ばれます。有効な値は 0～ 239です。このドメインを割り当てることが
できない状況では、任意のドメイン IDが受け入れられます。値「0」は、任
意のドメイン IDを意味します。

タイプが「static」（強く要求）の場合、ドメイン IDは「静的ドメイン ID」
と呼ばれます。有効な値は1～239です。このドメインが0ではないものの、
割り当てられない状況では、他のドメイン IDは受け入れられません。

ドメインマネージャが VSANで有効になっている場合、このドメイン IDを
要求するRDI（リクエストドメイン ID）が送信されます。「優先」の場合に
ドメイン IDを付与できない場合、または構成された「静的」（強く要求す
る）ドメイン IDを付与できない場合は、エラー状態です。このエラーが発
生すると、その VSANの E_portsは分離されます。

ドメインマネージャが有効になっていない場合でも、静的（強く要求する）

ドメイン IDが（有効な数値に）構成されていれば、その IDが付与されてい
ると見なされます。この VSANでいずれかのドメイン IDがゼロ以外の値で
構成されておらず、ドメインマネージャが有効になっていない場合、スイッ

チはこの VSAN上のすべての E_portを分離します。

Running
DomainId

構成されたドメイン IDのタイプ。DomainId Type

このVSANへのファブリックログインに使用されるWWN。これは、[Enable]
が falseの場合にのみ使用されます。[Enable]が trueの場合、プリンシパルス
イッチのWWNが使用されます。長さゼロの値に設定すると、自動的にデ
フォルト値に設定されます。

FabricName

プリンシパルスイッチの選択プロセスで使用されるスイッチの優先度。プライオリ

ティ

プリンシパルスイッチとして選択されたときのスイッチの動作を決定しま

す。trueの場合、スイッチは、RDI内の連続していないドメイン IDを受け入
れません。連続したドメイン IDの RDIを満たすことができない場合、リス
ト内のすべてのドメイン IDを連続したドメイン IDに置き換えようとしま
す。falseの場合、スイッチはドメイン IDが連続していなくても、通常どお
りにドメイン IDを付与します。

Contiguous
Allocation

特定のエラー状態に対するスイッチの応答方法を決定します。これらのエラー

の原因となる可能性があるのは、2つの不整合なファブリックがマージされ
て、ドメイン IDリストがオーバーラップしていることです。trueの場合、ス
イッチはRCF（ReConfigureFabric）を送信してファブリックを再構築します。
falseの場合、スイッチはエラーが発生した E_portsを分離します。

Auto
Reconfigure
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説明フィールド

trueの場合、この VSANに割り当てられたすべての FC IDは、この VSANで
永続的になります。falseの場合、PersistencyTableのVSAN上のすべてのエン
トリが削除されます。

Persistent FcId

FC ID永続性データベース内のこの VSANの FC IDを消去するようドメイン
マネージャに指示します。

Purge FcIds?

ドメインマネージャにドメイン IDツリーを最初から再構築するように指示
します。「disruptive」の場合、ファブリックをエラーから回復させるために、
RCF（ReConfigure Fabric）が VSANで生成されます。

「nonDisruptive」の場合、BF（Build Fabric）が VSANで生成されます。

Restart?

フィールドをクリックして、次のいずれかを選択する必要があります。ター

ボモードを無効にするには、何も選択しないでください。

• Fast-Restart -最適化タイプを高速再起動に設定します。
• Selective-Restart-最適化タイプを選択的再起動に設定します。

最適化

ドメインマネージャドメイン

説明フィールド

特定の VSANに DomainIdの対応する値が現在割り当てられているスイッチの
WWN。

SwitchWWN

ドメインマネージャの統計

説明フィールド

この VSANで選択したプリンシパルスイッチの合計。Prin. Sel Total

ローカルスイッチがこの VSANのプリンシパルスイッチになった回
数。

Prin. Selローカル

この VSANで発生した BuildFabric（BF）の回数。Fabric Builds (BF)

この VSANで発生した ReconfigureFabric（RCF）の回数。Fabric Reconfigures
(Rcf)

この VSANで割り当てられていない FC IDの数。FcIds Free

この VSANに割り当てられている FC IDの数。FcIds Assigned

この VSANで予約されている FC IDの数。FcIds Reserved

デバイスマネージャ

64

デバイスマネージャ

ドメインマネージャドメイン



ドメインマネージャインターフェイス

説明フィールド

次のいずれかが必要です。

• nonPrincipal -非プリンシパルインターフェイス
• principalUpstream -アップストリームプリンシパルインターフェイス
• principalDownsteam -ダウンストリームプリンシパルインターフェイス
• isolated -隔離されたインターフェイス
• down -ダウンインターフェイスが不明
• unknown -不明のインターフェイス

[役割
（Role）]

この VSANとインターフェイスで着信する ReConfigure Fabric (RCF)メッセー
ジを受け入れるかどうかを決定します。trueの場合、着信 RCFは拒否されま
す。falseの場合、着信 RCFは受け入れられます。これは、このインターフェ
イスによって生成された発信RCFには適用されないことに注意してください。

RcfReject

ドメインマネージャ永続 FcId

説明フィール

ド

この VSANでこのWWNに割り当てられた FC ID。PersistencyNumの値が areaの
場合、3番目のオクテットは 0x00である必要があります。

FcId

この VSAN上のこのWWNに静的または動的に割り当てられる、PersistencyFcId
から始まる FC IDの数。値 1は、1つの FC IDのみが割り当てられることを意味
します。値 areaは、FcIdの 2番目のオクテットで指定されたエリア内のすべての
FC IDが割り当てられることを意味します。通常、1つのエリアに 256個の FC ID
が割り当てられます。[使用済み（Used）]の値が trueの場合、この値は変更でき
ません。

マスク

この FC IDが使用されているかどうかを示します。使用済み

この FC IDの永続性のタイプ。割り当て
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ドメインマネージャ許可 DomainId

説明フィールド

許可されているドメインのリストを提供しま

す。対応するビットの値が 1の場合、ドメイ
ンはこの VSANで許可されています。長さが
32バイト未満の値の場合、表されていないド
メインはリストに含まれているとは見なされ

ません。このオブジェクトが長さゼロの文字

列である場合、この VSANではドメインは許
可されません。

リスト

ゾーンセットのアクティブゾーン

説明フィールド

ゾーン名を指定します。ゾーン

ゾーンメンバータイプ。タイプ

ゾーンメンバーが接続されているスイッチインターフェイス。スイッチインターフェイ

ス

ゾーンのメンバー名。名前

ゾーンメンバーWWN。WWN

ゾーンメンバーの FC ID。FcId

ゾーンメンバーの LUN。LUN

•ファブリック内にない：ゾーンメンバーがファブリック内に
存在しない場合。

• VSAN内にない：ゾーンメンバーがVSAN内に存在しない場
合。

•該当なし：ステータスを判断できません。
•空：メンバーはファブリックと正しいVSANに存在しており、
ゾーンの他のメンバーと通信できます。

ステータス

Zonesetゾーンなし

説明フィール

ド

ゾーンのメンバー名。名前

ゾーンメンバーWWN。WWN

ゾーンメンバーの FC
ID。

FcId
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Zoneset Status

説明フィールド

最新のアクティベーション/非アクティベーションの結果を示します。ステータス

このエントリが最後にアクティブ化された時刻。ローカルネットワー

ク管理システムの前回の再初期化以前にこのエントリがアクティブ

化されていた場合、この値は N/Aです。

アクティベーション時

間

ゾーンセットのアクティブ化/非アクティブ化の失敗の理由。FailureCause

Change Protocolの失敗の原因となったファブリック内のデバイスの
ドメイン ID。

FailedSwitch

強制されたデータベースがこの VSANのローカルデータベースと同
じかどうかを示します。trueの場合、それらは同じです。falseの場
合、それらは同じではありません。

Active == Local?

強制された IVゾーンセットの名前。Active Zoneset

この VSANでハードゾーニングが有効になっているかどうかを示し
ます。ハードゾーニングは、ハードウェアでゾーニングを強制する

メカニズムです。trueの場合、この VSANではハードゾーニングが
有効です。falseの場合、このVSANではハードゾーニングが有効で
はありません。は

Hard Zoning

Zonesetポリシー

説明フィールド

このVSANのデフォルトゾーンの動作を制御します。許可に設定され
ている場合、このVSANのデフォルトゾーンのメンバーは相互に通信
できます。拒否に設定されている場合、このVSANのデフォルトゾー
ンのメンバーは相互に通信できません。

Default Zone Behavior

この VSANで、SCSIターゲットであるデフォルトゾーンのメンバー
で SCSI読み取り操作が許可されるかどうかを示します。trueの場合、
SCSI読み取り操作のみが許可されます。したがって、このデフォルト
ゾーンは、この VSANの読み取り専用のデフォルトゾーンになりま
す。falseの場合、SCSIの読み取り操作と書き込み操作の両方が許可さ
れます。

Default ZoneReadOnly

このVSANのデフォルトゾーンのQoS属性を有効にするかどうかを指
定します。trueの場合、このVSANのデフォルトゾーンのQoS属性が
有効になります。falseの場合、このVSANのデフォルトゾーンのQoS
属性は無効になります。

Default Zone QoS

QoS優先順位を指定します。Default Zone QoS
Priority

デバイスマネージャ

67

デバイスマネージャ

Zoneset Status



説明フィールド

このVSANのこのデフォルトゾーンでブロードキャストゾーニングを
有効にするかどうかを指定します。trueの場合、有効になります。false
の場合、無効になります。

Default Zone Broadcast

このVSANでのマージ/変更プロトコル中にゾーンセット情報が伝達さ
れる方法を制御します

伝播

管理ステーションが有効なデータベースから読み取るか、コピーデー

タベースから読み取るかを指定します。

Read From

Zonesetのアクティブゾーン属性

説明フィールド

ゾーン名を指定します。名前

この VSANの SCSIターゲットであるデフォルトゾーンのメンバーに、
SCSI読み取り操作のみが許可されるかどうかを示します。trueの場合、
SCSI読み取り操作のみが許可されます。したがって、このデフォルトゾー
ンは、このVSANの読み取り専用のデフォルトゾーンになります。falseの
場合、SCSIの読み取り操作と書き込み操作の両方が許可されます。

読み取り専用

この VSANのデフォルトゾーンの QoS属性を有効にするかどうかを指定
します。trueの場合、このVSANのデフォルトゾーンのQoS属性が有効に
なります。falseの場合、この VSANのデフォルトゾーンの QoS属性は無
効になります。

QoS

QoS優先度の値（低、中、または高）を指定します。QoSの優先順位

この VSANのこのデフォルトゾーンでブロードキャストゾーニングを有
効にするかどうかを指定します。trueの場合、有効になります。falseの場
合、無効になります。

ブロードキャス

ト

ゾーンセットを拡張

説明フィールド

basic(1)に設定すると、ゾーンサーバーは FC-GS4標準規格で定義さ
れている基本モードで動作します。Enhanced(2)に設定すると、ゾー
ンサーバーは FC-GS4標準規格で定義されている拡張モードで動作
します。

操作

このVSAN上のローカルゾーンサーバーの動作モードを設定した結
果。

結果

このセッションの所有者を指定します。Config DB Locked By

このセッションでのコピーデータベースの内容のコミットまたはク

リアを行えるよう支援します。

Config DB Discard
Changes
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説明フィールド

czseSessionCntlの対応するインスタンスを commitChanges(1)に設定し
た結果を示します。

Config DB Result

ゾーンのマージ動作を制御します。このオブジェクトが許可に設定

されている場合、マージはマージルールに従って行われます。制限

に設定されている場合、マージデータベースが完全に同一でない場

合、デバイス間のスイッチ間リンク（ISL）は隔離されます。

Enforce Full DB Merge

管理ステーションが有効なデータベースから読み取るか、コピーデー

タベースから読み取るかを指定します。

Read From

Zoneset読み取り専用違反

説明フィール

ド

ローカルゾーンサーバーによって送信された、データ保護されたチェック条件

エラーレスポンスの数。

違反

Zoneset統計

説明フィールド

このゾーンサーバーがこの VSANのファブリック内の他のゾーンサーバーに
送信したマージ要求フレームの数。

Merge Req Tx

このゾーンサーバーがこの VSANのファブリック内の他のゾーンサーバーか
ら受信したマージ要求フレームの数。

Merge Req Rx

このゾーンサーバーがこの VSANのファブリック内の他のゾーンサーバーに
送信したマージ受け入れフレームの数。

Merge Acc Tx

このゾーンサーバーがこの VSANのファブリック内の他のゾーンサーバーか
ら受信したマージ受け入れフレームの数。

Merge Acc Rx

このゾーンサーバーがこの VSANのファブリック内の他のゾーンサーバーに
送信した変更要求の数。

Change Req
Tx

このゾーンサーバーがこの VSANのファブリック内の他のゾーンサーバーか
ら受信した変更要求の数。

Change Req
Rx

このゾーンサーバーがこの VSANのファブリック内の他のゾーンサーバーに
送信した変更応答の数。

Change Acc
Tx

このゾーンサーバーがこの VSANのファブリック内の他のゾーンサーバーか
ら受信した変更応答の数。

Change Acc
Rx

この VSANのこのゾーンサーバーが拒否された GS3要求の数。GS3 Rej Tx

この VSANのこのゾーンサーバーが受信した GS3要求の数。GS3 Req Rx
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Zoneset LUNゾーニング統計

説明フィールド

ローカルゾーンサーバーが受信した SCSI INQUIRYコマンドの数。INQUIRY

ローカルゾーンサーバーが受信したSCSIReport LUNコマンドの数。通常、
Report LUNコマンドは LUN 0に対してのみ送信されます。

REPORT LUN

ローカルゾーンサーバーが受信した SCSI SENSEコマンドの数。検知

ローカルゾーンサーバーが受信した SCSI Read、Write、Seekなどのコマン
ドの数。

Other Cmds

ローカルゾーンサーバーによって送信された No LUエラー応答の数。BadInquiry
Errors

ローカルゾーンサーバーによって送信された Illegal Request Check Condition
応答の数。

Illegal Errors

Zonesetメンバー

説明フィールド

デフォルトゾーン。ゾーン

FCID。タイプ

ゾーンメンバーが接続されているスイッチインターフェイス。スイッチインターフェイ

ス

ゾーンのメンバー名。名前

ゾーンメンバーWWN。WWN

ゾーンメンバーの FC ID。FcId

ゾーンメンバーの LUN。Luns

•ファブリック内にない：ゾーンメンバーがファブリック内に
存在しない場合。

• VSAN内にない：ゾーンメンバーがVSAN内に存在しない場
合。

•該当なし：ステータスを判断できません。

空：メンバーはファブリックと正しい VSANに存在しており、
ゾーンの他のメンバーと通信できます。

ステータス
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ファブリック構成サーバーの検出

説明フィールド

ローカルスイッチの検出のステータス。最初

にスイッチが起動したときには、これはすべ

ての VSANで databaseInvalid状態に設定され
ます。これは、検出を行う必要があることを

示しています。検出中、この VSANの状態は
inProgressに設定されます。このVSANで検出
が完了すると、これは completedに設定されま
す。指定された VSANのリストの検出が完了
すると、データは一定期間キャッシュされま

す。

この期間が経過すると、データは消失し、指

定された VSANのリストのデータベースは
databaseInvalidに設定されます。

ステータス

この VSANで直前の検出が完了した時刻。こ
の値は、この VSANでの最初の検出が行われ
る前は N/Aです。

CompleteTime

ファブリック構成サーバーインターコネクト要素

説明フィールド

このインターコネクト要素のタイプ。タイプ

このインターコネクト要素のドメイン ID。ドメイン IDが構成
されていない場合、この値は 0です。

DomainID

このインターコネクト要素の管理識別子。インターコネクト要

素がスイッチの場合、これはスイッチのドメインコントローラ

識別子になります。

MgmtId

このインターコネクト要素のファブリック名。FabricName

このインターコネクト要素の論理名。LogicalName

このインターコネクト要素に対応する情報リスト。ベンダー、モデル、リリー

ス、WWN

このインターコネクト要素に対応する管理アドレスリスト。MgmtAddrList

Fabric Config Serverプラットフォーム（エンクロージャ）

説明フィールド

このプラットフォームの名前。名前
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説明フィールド

このプラットフォームのタイプ。タイプ

このエントリの構成のソース。GS3経由で構成されたエントリは、SNMP経由
では削除できないことに注意してください。

ConfigSource

このプラットフォームに対応するノード名リスト。NodeList

本プラットフォームに対応する管理アドレス一覧。MgmtAddrList

ファブリック構成サーバーファブリックポート

説明フィールド

このポートのタイプ。タイプ

このポートの TXタイプ。TxType

このポートのモジュールタイプ。ModuleType

このポートエントリに対応する物理番号。インターフェイ

ス

このポートの状態。ステータス

このポートに対応する、アタッチされたポート名のリスト。AttachedPortList

FCルート

説明フィールド

同じ接続先への複数のルートが異なるプロト

コル、ピア、または静的ルートから学習され

る場合に、あるルートを別のルートよりも優

先して選択するために使用される値。プリファ

レンス値は、単一のルーティングデータベー

ス（RIB）内の同じ接続先へのルートの順序を
決定するために使用される、任意に割り当て

られた値です。最もプリファレンス値が小さ

なルートを、アクティブなルートとして選択

します。

プリファレンス

FCルートテーブルで行が最後に作成、変更、
または削除された時刻。

LastChangeTime

ネクストホップスイッチのドメイン ID。た
だし、読み取り時に、fcRouteProtoの値がロー
カルだった場合、この値は N/Aになる可能性
があります。

DomainID

デバイスマネージャ

72

デバイスマネージャ

ファブリック構成サーバーファブリックポート



説明フィールド

このルートのルーティングメトリック。使用

方法は、使用する fcRouteProtoに依存します。
メトリック

ルートのタイプ。

•ローカル(1)：次のホップが最終目的地で
あるルートを指します。

•リモート(2)：次のホップが最終目的地で
ないルートを指します。これは、マルチ

キャストおよびブロードキャストルート

エントリには関係ありません。

タイプ

FDMI HBAs

説明フィールド

HBAのシリアル番号。Sn

この HBAのモデル。モデル

モデルの説明ModelDescr

この HBAを制御するオペレーティングシス
テムのタイプとバージョン。

OSInfo

このHBAを含むホストに常駐するアプリケー
ションソフトウェアによって送受信される可

能性のある、すべてのCTヘッダーを含む（FC
フレームヘッダーは含まない）共通トランス

ポート（CT）ペイロードの最大サイズ。

MaxCTPayload

FDMIポート

説明フィールド

この VSANのこのポートに登録されている、
サポートされている FC-4タイプの属性。

SupportedFC4Type

この VSANのこのポートに登録されている、
サポートされている速度。

SupportedSpeed

この VSANのこのポートに登録されている現
在の速度。

CurrentSpeed

この VSANのこのポートに登録されている、
最大フレームサイズの属性。

MaxFrameSize

このVSANのこのポートに登録されているOS
デバイス名属性。

OsDevName
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説明フィールド

このポートに関連付けられたホストの名前。HostName

FDMIバージョン

説明フィールド

この HBAのハードウェアバージョン。ハードウェア

この HBAを制御するドライバソフトウェア
のバージョンレベル。

DriverVer

この HBAのオプション ROMまたは BIOSの
バージョン。

OptROMVer

HBAが実行しているファームウェアのバー
ジョン。

ファームウェア

フロー統計

説明フィールド

フローを選択するための一致基準で、そのよ

うなそのフローは入力トラフィックカウンター

により計測されるトラフィックに含められる。

タイプ

VSANの ID。VsanId

宛先ファイバチャネルのアドレス ID。DestId

送信元ファイバチャネルのアドレス ID。SrcId

送信元と宛先ファイバチャネルのアドレス ID
のマスク。

マスク

ネットワークマネージャによって作成された

フローの受信フレーム数。

フレーム

ネットワークマネージャによって作成された

フローの受信フレームのバイト数。

バイト

行が作成または変更された時刻を示すタイム

スタンプ。

CreationTime

FCC

説明フィールド

ファブリック輻輳制御の有効化[有効（Enable）]

優先度のレベルを指定します。プライオリティ
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説明フィールド

このポートで受信および処理されたエッジク

エンチパケットの数

EdgeQuenchPktsRecd

輻輳の結果としてこのポートで生成されたエッ

ジクエンチパケットの数。

EdgeQuenchPktsSent

このポートで受信および処理されたパスクエ

ンチパケットの数。

PathQuenchPktsRecd

輻輳の結果としてこのポートで生成されたパ

スクエンチパケットの数。

PathQuenchPktsSent

輻輳の重大度を示す、このポートの現在のFCC
輻輳状態。

CurrentCongestionState

ポートの輻輳状態が他の値から noCongestion
に変化した時刻。デバイスの最後の再起動以

降、ポートの輻輳状態が noCongestionに移行
していない場合は N/Aです。

LastCongestedTime

ポートの輻輳状態が noCongestionから他の値
に変化した時刻。

LastCongestionStartTime

trueの場合、レート制限は現在このポートに
適用されています。

IsRateLimitingApplied

診断

説明フィールド

センサーが検出した最新の測定値を表示しま

す。

値

温度、電圧、電流、光送信および受信電力に

関するインターフェイスの SFP診断情報の重
大度レベルを表します。1～ 6の範囲で、6が
最も重大度が高くなります。

アラーム

High and Low

Warnings

High and Low

FSPF全般

説明フィールド

この VSANでの FSPFの望ましい状態。AdminStatus

この VSANの FSPFの状態。OperStatus
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説明フィールド

これを有効にすると、この行のそれぞれの値

がデフォルト値に変更されます。すべての構

成パラメータがデフォルト値になっており、

VSANが一時停止している場合、行は自動的
に削除されます。

SetToDefault

この VSAN上のローカルスイッチの自律領
域。

RegionId

この VSANのローカルスイッチのドメイン
ID。

DomainID

VSANでの 2つの連続した SPF計算間の最小
時間。値が小さいほど、ルーティングは変更

により速く反応しますが、CPU使用率は高く
なります。

SpfHoldTime

FSPFがトポロジアップデートを受信してか
ら、このVSANで最短パスファースト（SPF）
計算を開始するまでの時間。値が小さいほど、

ルーティングは変更により速く反応しますが、

CPU使用率は高くなります。

SpfDelay

この VSANでリンクステートレコード
（LSR）を受け入れてから、同じ VSANで同
じ LSRの別の更新を受け入れるまでの最小時
間。この時間間隔のために受け入れられなかっ

た LSR更新は破棄されます。

MinLsArrival

このスイッチがこのVSANでLSRを送信して
から、同じVSANで同じLSRの別の更新を送
信するまでの最小時間。

MinLsInterval

この VSANでのリフレッシュ LSRの送信間
隔。

LsRefreshTime

LSRがこの VSANの FSPFデータベースに保
持される最大経過時間。MaxAgeに達すると、
データベースから削除されます。

LSRMaxAge

このエントリが最後に作成された時刻。CreateTime

このVSAN上のすべてのLSRの合計チェック
サム。

チェックサム
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FSPFインターフェイス

説明フィールド

これを有効にすると、この行のそれぞれの値

がそのデフォルト値に変更されます。すべて

の構成パラメータにデフォルト値になってお

り、インターフェイスがダウンしている場合、

行は自動的に削除されます。

SetToDefault

この VSANのこのインターフェイスでフレー
ムを送信するための管理コスト。値 0は、コ
ストが構成されていないことを意味します。

値が構成されると、値を再び 0にすることは
できません。したがって、明らかに値を 0に
設定することはできません。値が 0で、対応
するインターフェイスがアップである場合、

エージェントはインターフェイスの ifSpeedを
使用して計算された値を設定します。それ以

外の場合は、値がコストとして使用されます。

リンクコストの計算には、次の式が使用され

ます。

Link Cost = { fspfIfCost if fspfIfCost > 0
{(1.0625e12 / Baud Rate) if fspfIfCost == 0。ここ
で、Baud Rateはインターフェイスの ifSpeed
です。

コスト

このVSANのこのインターフェイスでのFSPF
の望ましい状態。

AdminStatus

リンクの健全性を確認するために、このVSAN
のこのインターフェイスで定期的に送信され

るHELLOメッセージの間隔。この値は、この
VSANのリンクの両端にある両方のインター
フェイスで同じである必要があることに注意

してください。

HelloInterval

このVSANのこのインターフェイスでHELLO
メッセージを受信できない最大時間。この時

間が経過すると、インターフェイスは障害が

発生していると見なされ、データベースから

削除されます。

この値は、この VSANのこのインターフェイ
スで指定されたHELLO間隔より大きくなけれ
ばならないことに注意してください。

DeadInterval

デバイスマネージャ

77

デバイスマネージャ

FSPFインターフェイス



説明フィールド

この VSANのこのインターフェイスで、未確
認のリンクアップデートが再送信されるまで

の時間。

RetransmitInterval

FSPFのネイバーステートマシンの状態。こ
れは、このインターフェイスに接続されてい

るネイバーのインターフェイスとの相互作用

の動作状態です。

Neighbour State

この VSANのネイバーのドメイン ID。Neighbour DomainId

この VSAN上のこのインターフェイスに接続
されているネイバーのインターフェイスの、

ネイバーによって認識されるインデックス。

Neighbour PortIndex

このエントリが最後に作成された時刻。CreateTime

FSPFインターフェイスの統計

説明フィールド

このエントリが最後に作成された時刻。CreateTime

エントリの作成以降、この VSANのこのイン
ターフェイスで受信した無効な FSPF制御フ
レームの数。

ErrorRxPkts

エントリの作成以降、この VSANのこのイン
ターフェイスで非アクティブタイマーが期限

切れになった回数。

InactivityExpirations

エントリの作成以降、この VSANのこのイン
ターフェイスで受信したリンクステート更新

（LSU）フレームの数。

LsuRxPkts

エントリの作成以降、この VSANのこのイン
ターフェイスで送信したリンクステート更新

（LSU）フレームの数。

LsuTxPkts

エントリの作成以降、この VSANのこのイン
ターフェイスで再送信した LSUフレームの
数。

RetransmittedLsuTxPkts

エントリの作成以降、この VSANのこのイン
ターフェイスで受信したリンクステート確認

応答（LSA）フレームの数。

LsaRxPkts
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説明フィールド

エントリの作成以降、この VSANのこのイン
ターフェイスで送信したリンクステート確認

応答（LSA）フレームの数。

LsaTxPkts

エントリの作成以降、この VSANのこのイン
ターフェイスで送信した HELLOフレームの
数。

HelloTxPkts

エントリの作成以降、この VSANのこのイン
ターフェイスで受信した HELLOフレームの
数。

HelloRxPkts

SDV仮想デバイス

説明フィールド

この仮想デバイスの名前を表します。名前

この仮想デバイスが属する必要があるファブ

リックの特定のパーティション（ドメイン）

を示すための、仮想デバイスの永続的なドメ

イン IDのユーザー設定。

仮想ドメイン

この仮想デバイスの永続的FCIDのユーザー設
定。

仮想 FCID

この仮想デバイスに割り当てられたPWWN。
エージェントは、構成がコミットされるとき

にこの値を割り当てます。

ポートWWN

この仮想デバイスに割り当てられたNWWN。
エージェントは、構成がコミットされるとき

にこの値を割り当てます。

Node WWN

この仮想デバイスに割り当てられた FCID。
エージェントは、構成がコミットされ、この

仮想デバイスが仮想化する実際のデバイスが

オンラインになったときに、この値を割り当

てます。

割り当てられた FCID

この仮想デバイスがこの VSANで仮想化する
実デバイスのセット。

リアルデバイスマップリスト

デバイスマネージャ

79

デバイスマネージャ

SDV仮想デバイス



SDVリアルデバイス

説明フィールド

この仮想デバイスが仮想化する

cFcSdvVirtRealDeviceIdの対応するインスタン
スの値によって表されるリアルデバイス識別

子のタイプ。

タイプ

この仮想デバイスが仮想化するリアルデバイ

ス IDを表します。
名前

実デバイス（イニシエータ/ターゲット）のマッ
ピング関連付けタイプ。

マップタイプ

LUNの検出

説明フィールド

ローカルの場合、直接接続された SCSIター
ゲットデバイス/ポートと、すべてのVSANで
それらに関連付けられたLUNのみが検出され
ます。リモートの場合、直接接続されている

ものを除き、ファブリック全体のすべての

VSANでそれらに関連付けられているすべて
の SCSIターゲットデバイス/ポートおよび
LUNが検出されます。

StartDiscovery

ターゲットを選択すると、ターゲットのみが

検出されます。NSを選択しないと、ターゲッ
トと LUNの両方が検出されます。

タイプ

LUNを検出する必要があるオペレーティング
システムを指定します。

OS

ローカルスイッチでの LUN検出の結果を示
します。最新の検出のステータスが含まれて

います。

• inProgress(1) -ディスカバリがまだ進行中
であることを示します。

• completed(2) -発見が完了したことを示し
ます。

• failure(3) -発見が失敗したことを示しま
す。

ステータス

最後の検出が完了した日時。最後のシステム

再起動以降に検出が実行されていない場合、

値はゼロまたは N/Aになります。

CompleteTime
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LUNターゲット

説明フィールド

このターゲットが属す VSAN。VsanId

この許可された/検出されたターゲットデバイ
スまたはポートの名前。

ポートWWN

SCSIターゲットのデバイスタイプ。DevType

SCSIターゲットのベンダー ID。VendorId

SCSIターゲットの製品 ID。ProductId

SCSIターゲットの製品リビジョンレベル。RevLevel

INQUIRYコマンド応答データのバイト 0～
7。

OtherInfo

LUN

説明フィールド

この LUNの番号。Id

この LUNの容量。容量(MB)

この LUNのシリアル番号。SerialNum

この LUNが検出されたオペレーティングシ
ステム。

OS

この LUNのファイバチャネル ID。FC ID

デバイスエイリアス

説明フィールド

このエントリのデバイスエイリアス。デバイ

スに設定できるエイリアスは 1つだけです。
エイリアス（Alias）

デバイスエイリアスが与えられたファイバチャ

ネルデバイス。

WWN

デバイスエイリアス構成

説明フィールド

このエントリのデバイスエイリアス。デバイ

スに設定できるエイリアスは 1つだけです。
デバイスエイリアス
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説明フィールド

デバイスエイリアスが与えられたファイバチャ

ネルデバイス。

WWN

デバイスエイリアスのモード

説明フィールド

デバイスエイリアスを構成できるモードを指

定します。基本に設定されている場合、デバ

イスエイリアスは基本動作モードで動作しま

す。基本モードがオンになっている場合、デ

バイスエイリアスを使用しているすべての

MIBは、それらを同等のpWWNに内部的に変
換し、pWWNを使用します。この変換のため
に従うべきメカニズムは、実装固有です。拡

張に設定されている場合、デバイスエイリア

スは拡張動作モードで動作します。拡張モー

ドがオンになっている場合、デバイスエイリ

アスを使用しているすべてのMIBは、変換せ
ずにそのまま使用します。デバイスエイリア

スは変換なしで直接使用されます。これはデ

バイスエイリアスのネイティブ動作モードで

す。

ConfigMode

デバイスエイリアスの不一致

説明フィールド

cfdaConfigTableおよび cfdaConfigModeオブ
ジェクトによって表されるデータベースに対

して計算されたチェックサムを表します。こ

のオブジェクトは、上記のオブジェクトがロー

カルデバイスで変更されたかどうかを確認す

るために、ネットワークマネージャによって

使用されます。チェックサムの計算に使用さ

れる方法は、実装固有です。

不一致

ネームサーバー全般

説明フィールド

VSANまたは FCの ID。VSAN ID / FcId

このポートのポートタイプ。タイプ
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説明フィールド

このNx_portのファイバーチャネルPort_Name
（WWN）。

PortName

この Nx_portのファイバチャネル Node_Name
（WWN）。

NodeName

このポートに関連する FC-4機能と FC-4タイ
プ。形式は FC-GS3の仕様を参照してくださ
い。

FC4Type/Features

このポートに関連付けられているFC-4機能。FC4 Features

ファイバチャネルの初期プロセスアソシエー

タ。

ProcAssoc

このNx_portがアタッチされている Fx_portの
ファブリックポート名（WWN）。

FabricPortName

ネームサーバーの詳細

説明フィールド

サービスインジケータのクラス。ClassOfSvc

関連付けられたポートの IPアドレスが含まれ
ています。

PortIpAddress

送信した GS3メッセージの Nx_Portによって
示される、この Nx_portのノードの IPアドレ
ス。

NodeIpAddress

このポートのユーザー定義名。SymbolicPortName

このポートのノードのユーザー定義名。SymbolicNodeName

拡張リンクサービス（FC-PH-2）。ハードア
ドレスは 24ビットのNL_Port識別子であり、
以下で構成されます。最上位バイトの 8ビッ
ト：ドメイン ID、次のバイトの 8ビット：エ
リア ID、最下位バイトの 8ビット：NL_port
がFC-AL初期化中に取得を試みるAL-PA（任
意ループの物理アドレス）。ポートがNL_Port
ではない場合、または NL_Portであるがハー
ドアドレスがない場合は、すべてのビットが

0として報告されます。

HardAddress

ファイバチャネルの初期プロセスアソシエー

タ（IPA）。
ProcAssoc

デバイスマネージャ

83

デバイスマネージャ

ネームサーバーの詳細



説明フィールド

この Nxポートの永続的なポート名。複数の
ポート名が FDISC（Fポートサービスパラ
メータの検出）を介してこのNxポートに関連
付けられている場合、ログイン時にこの Nx
ポートに関連付けられた元のポート名が永続

的なポート名になります。

PermanentPortName

ネームサーバープロキシ

説明フィールド

このVSAN上の他のポートを登録/登録解除で
きるプロキシポートの名前。ユーザーは、こ

の値を設定することにより、サードパーティ

の登録を有効にすることができます。

PortName

ネームサーバー統計情報

説明フィールド

この VSANのローカルスイッチが受信した
Get要求の総数。

Queries Rx

この VSANのローカルスイッチが送信した
Get要求の総数。

Queries Tx

このVSANのローカルスイッチが受信した登
録要求の総数。

Requests Rx Reg

このVSANのローカルスイッチが受信した登
録解除要求の総数。

Requests Rx DeReg

この VSANのローカルスイッチが受信した
RSCNコマンドの総数。

RSCN Rx

この VSANのローカルスイッチが送信した
RSCNコマンドの総数。

RSCN Tx

このVSANのローカルスイッチが拒否した要
求の総数。

Rejects Tx

優先パスマップとルート

説明フィールド

この FCルートマップの VSAN ID。この FC
ルートマップ内のルートを識別する任意の整

数値。

VSAN Id、Route Id
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説明フィールド

FCルートマップ内のすべてのルートのアク
ティブ化/非アクティブ化を許可します。true
の場合、この FCルートマップ内のすべての
ルートがアクティブになります。falseの場合、
この FCルートマップ内のすべてのルートが
非アクティブになります。

Map Active

優先パス選択ロジックが優先パスを選択する

方法を変更できます。これを trueに設定した
場合、cPrefPathRMapSetIntfPrefを使用して設
定された優先順位に厳密に従って発信インター

フェイスを選択する優先パスが作成されます。

falseに設定した場合、優先パス選択ロジック
は、現在の発信インターフェイスがダウンし

た場合にのみ選択を実行します。

Route Strict Preference

FCルートマップ内のルートのアクティブ化/
非アクティブ化を許可します。trueの場合、
ルートがアクティブになります。falseの場合、
ルートが非アクティブになります。

Route Active

FCルートマップ内のルートのアクティブ化/
非アクティブ化を許可します。trueの場合、
ルートがアクティブになります。falseの場合、
ルートが非アクティブになります。

RouteActive

Preferred Path Maps Active

説明フィールド

この FCルートマップの VSAN ID。VSAN Id

FCルートマップ内のすべてのルートのアク
ティブ化/アクティブ化解除を許可します。

GlobalActive

優先パスすべての一致基準

説明フィールド

この FCルートマップの VSAN ID。この FC
ルートマップ内のルートを識別する任意の整

数値。

VSAN Id、Route Id

フロー分類のためにフレーム内の送信元アド

レスとのマッチングが行われる FC ID。
Source FcId
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説明フィールド

送信元アドレスに関連付けられたマスクを表

します。

出典情報

送信元のシリアル番号を表します。送信元シリアル番号

送信元のユニットタイプ。Source Unit Type

IPアドレスの一意の識別子。Source Tag

フロー分類のためにフレーム内の宛先アドレ

スとのマッチングが行われる FC ID。
宛先 FcId

宛先アドレスに関連付けられたマスクを表し

ます。

Dest Information

宛先のシリアル番号を表します。Dest Serial Number

宛先のユニットタイプ。Dest Unit Type

宛先アドレスの一意の識別子。Dest Tag

優先パスのアクティブな一致基準

説明フィールド

この FCルートマップの VSAN ID。この FC
ルートマップ内のルートを識別する任意の整

数値。

VSAN Id、Route Id

フロー分類のためにフレーム内の送信元アド

レスとのマッチングが行われる FC ID。
Source FcId

送信元アドレスに関連付けられたマスクを表

します。

出典情報

送信元のシリアル番号を表します送信元シリアル番号

送信元のユニットタイプ。Source Unit Type

IPアドレスの一意の識別子。Source Tag

フロー分類のためにフレーム内の宛先アドレ

スとのマッチングが行われる FC ID。
宛先 FcId

宛先アドレスに関連付けられたマスクを表し

ます。

Dest Information

宛先のシリアル番号を表します。Dest Serial Number

ソースのユニットタイプ。Dest Unit Type

宛先アドレスの一意の識別子。Dest Tag
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優先パスのすべての設定

説明フィールド

この FCルートマップの VSAN ID。この FC
ルートマップ内のルートを識別する任意の整

数値。優先レベル。優先パスのメトリックま

たはコストを示します。数値が低いほど優先

度が高くなります。

VSAN Id、Route Id、Preference

一致した、または分類されたフレームが転送

されるローカルデバイス上のインターフェイ

スを表します。

インターフェイス

IVRネクストホップ VSAN IDを表します。IVR Nexthop VSAN

RSCN Nxの登録

説明フィールド

サブスクライバが希望する登録のタイプを示

します。

•「fromFabricCtrlr」は、ファブリックコン
トローラによって生成された RSCNを示
します。

•「fromNxPort」は、Nx_Portsによって生
成された RSCNを示します。

•「fromBoth」は、ファブリックコントロー
ラと Nx_Portsによって生成された RSCN
を示します。

RegType

RSCN Multi-PIDサポート

説明フィールド

このVSANでmulti-pidオプションを有効にするかどうかを指定します。[有効
（Enable）]

RSCNイベント

説明フィールド

RSCNイベントがタイムアウトするまでの時間
（秒単位）。

タイムアウト（ミリ秒）（TimeOut
（msec））
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RSCN統計情報

説明フィールド

この VSANの Nx_Portから受信した SCRの
数。

SCR Rx

この VSANで拒否された SCRの数。SCR RJT

この VSANで受信した Nx_Portからの RSCN
の数。

RSCN Rx

この VSANで送信された RSCNの総数。RSCN Tx

この VSANで拒否された RSCNの数。RSCN RJT

このVSANで他のスイッチから受信したスイッ
チ間登録状態変更通知（SW_RSCN）の数。

SW-RSCN Rx

このVSANで他のスイッチに送信されたスイッ
チ間登録状態変更通知（SW_RSCN）の数。

SW-RSCN Tx

この VSANで拒否された SW_RSCN要求の
数。

SW-RSCN RJT

マルチキャストルート

説明フィールド

このVSANのマルチキャストルートのドメイ
ン ID。

DomainID

このVSANで構成されたマルチキャストルー
トモード。

ConfigMode

このVSANの動作可能なマルチキャストルー
トモード。

動作モード

QoSポリシーマップ

説明フィールド

この分類子エントリの名前。名前は一意であ

る必要があります。

名前

QoSクラスマップ

説明フィールド

このフィルタエントリの名前。名前は一意で

ある必要があります。

名前
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説明フィールド

フィルタの適用方法を指定します。trueの場
合、このフィルタの一致が成功したと見なさ

れるには、このフィルタに関連付けられてい

るすべての一致ステートメントが満たされて

いる必要があります。falseの場合、このフィ
ルタに関連付けられた条件のいずれか 1つが
満たされただけでも、フィルタの一致は成功

したと見なされます。

一致

QoSマッチステートメント

説明フィールド

FCフレーム内の送信元アドレスと一致する必
要がある FCアドレス。

SrcAddr

FCフレーム内の宛先アドレスと一致する必要
がある FCアドレス。

DstAddr

このフィルタによって分類されるためにフレー

ムが到着する必要があるローカルデバイス上

の FCインターフェイス。ゼロの値は、イン
ターフェイスが構成されていないことを示し

ます。

インターフェイス

ワイルドカードオプションが設定されている

かどうかを指定します。trueの場合、ワイル
ドカードオプションが設定され、すべてのFC
トラフィックが対応するマルチフィールド分

類子に一致すると見なされます。falseの場合、
ワイルドカードオプションは設定されません。

WildCard

ポリシーマップによる QoSクラスマップ

説明フィールド

ファイバチャネルフィルタを識別します。クラスマップ
ID

プライオリティ値を指定します。プライオリ

ティ
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VSANによる QoSポリシーマップ

説明フィールド

このVSANのトラフィックフローの方向を指
定します。

VSAN ID、方向

この VSANのトラフィックを処理する最初の
差別化サービス分類子の要素を選択します。

ポリシーマップ ID（Policy Map Id）

QoS DWRR

説明フィール

ド

このキューに関連付けられた重み。重量

QoSレート制限

説明フィール

ド

このインターフェイスのレート制限係数を指定します。パーセン

ト

タイマーとポリシー

説明フィールド

Recovery_QualifierなどのNxPortリソースをい
つ再利用するかを決定するためのタイムアウ

ト値として FxPortに使用される
Resource_Allocation_Timeout値。

R_A_TOV

分散サービスリクエスト送信者が応答を待機

する時間を示す Distributed_Services_Timeout
値。

D_S_TOV

エラー状態を検出するためのタイムアウト値

として FxPortsで使用される
Error_Detect_Timeout Valueです。

E_D_TOV

ファブリック構成中にファブリックの安定性

が達成されたことを確認するために使用され

る Fabric_Stability_Timeout値。

F_S_TOV
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説明フィールド

このスイッチのネットワーク遅延。これは送

信された順番で受信されなかった場合にフレー

ムがドロップされる時間間隔です。ネットワー

クの遅延は、常にスイッチの遅延よりも大き

いことに注意してください。

Network Drop Latency

このスイッチのスイッチレイテンシ。これは、

いくつかのフレームをネクストホップに配信

した後にリンクがダウンした場合、スイッチ

が未配信フレームをドロップするまでの時間

間隔です。このようにして、利用可能なリン

クがある場合、未配信のフレームを新しいリ

ンクで送信できます。

Switch Drop Latency

デバイスに順序どおりに配信されることを保

証する InOrderDeliveryフラグ。trueの場合、
順序どおりの InOrder配信が保証されます。
falseの場合、保証されません。

InOrderDelivery

デバイスでトランキングプロトコルを有効ま

たは無効にします。トランキングプロトコル

は、トランクモードのネゴシエーションと、

EISLリンクでの動作可能なVSANの計算に使
用されます。また、ポート VSANの整合性
チェックも実行します。非トランキング ISL
リンクでは、ポートの VSANが異なる場合、
Eポートが分離されます。この分離を回避す
るには、これを無効に設定する必要がありま

す。

TrunkProtocol

WWNマネージャ

説明フィールド

このファブリック要素のワールドワイドネー

ム。これは64ビットの識別子であり、世界中
で一意です。

SwitchWWN

タイプ 1 WWN

内部エンティティへの割り当てに使用できる

NAAタイプ 1 WWNの最大数。
最大

内部エンティティへの割り当てに現在使用可

能な NAAタイプ 1 WWNの数。
利用可能
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説明フィールド

内部用に予約されている NAAタイプ 1 WWN
の数。

予約済み

タイプ 2および 5のWWN

内部エンティティへの割り当てに使用できる

タイプNAAタイプ 2およびタイプ 5WWNの
合計WWNの最大数。

最大

内部エンティティへの割り当てに現在使用可

能なNAAタイプ 2およびタイプ 5WWNの合
計数。

利用可能

内部用に予約されたタイプNAAタイプ 2およ
びタイプ 5 WWNの合計WWNの数。

予約済み

[より多くのWWWNが必要な場合はセカンダリを有効にする（Enable Secondary when more
WWWNs needed）]

スーパーバイザMACアドレスから生成された
WWNのデフォルト範囲を使い果たした場合
に、World Wide Name（WWN）の生成に使用
される最初のMACアドレス。

BaseMacAddress

wwnmSecondayBaseMacAddressから始まりこ
れを含むセカンダリMACアドレスの数。

MacAddressRange

NPVトラフィックマップ

説明フィールド

スイッチの名前スイッチ

サーバーインターフェイスの名前。サーバインターフェイス

トラフィックをマッピングする必要があるインターフェイスの

リスト。

外部インターフェイスリス

ト

NPVロードバランサ

説明フィールド

スイッチ名。スイッチ

サーバーインターフェイスごとのNPV関連情
報の表示を有効または無効にします。

有効
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NPV外部インターフェイスの使用状況

説明フィールド

スイッチの名前スイッチ

ホストやディスクなどのエンドデバイスに接

続する NPVデバイスのインターフェイス。F
ポートモードで動作するため、Fポートとも
呼ばれます。

サーバインターフェイス

NPVコアスイッチに接続する NPVデバイス
のインターフェイス。NPポートモードで動作
するため、NPポートとも呼ばれます。

使用中の外部インターフェイス

NPリンク

説明フィールド

NPIVコアスイッチの名前。NPIV (core)

NPIVコアスイッチに接続されている Fポー
ト

Fポート

NPVスイッチの名前NPV

An estimate of the interface's current bandwidth in
units of 1,000,000 bits per second.オブジェクト
が、値が「n」であると報告した場合、イン
ターフェイスのスピードは「n-500,000」から
「n+499,999」までの間です。

スピード

受信トラフィックの使用率 %、インターフェ
イスで構成された速度によりインターフェイ

スで受信されたオクテットの総数。フレーミ

ング文字を含みます。

Rx Util%

インターフェイスで受信されたオクテットの

総数（フレーミング文字を含む）。

Rxバイト

再送信トラフィックの使用率%、インターフェ
イスで構成された速度によりインターフェイ

スから送信されたオクテットの総数。フレー

ミング文字を含みます。

Tx Util%

インターフェイスから送信されたオクテット

の総数（フレーミング文字を含む）。

Tx Bytes
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FCoE

設定

説明フィールド

FCoEノード（ENode）に関連付けるために使
用される FCoE MACアドレスのプレフィック
ス。

FC Map

ファイバチャネルフォワーダ（FCF）から
ENodeにアドバタイズされる、デフォルトの
FCoE初期化プロトコル（FIP）の優先順位。

Default FCF Priority

FIPキープアライブ（FKA）メッセージが
ENodeのMACアドレスに送信される時間間
隔。

FKA Adv. Period (sec)

VSAN-VLANマッピング

この表は、バージョン 4.0(1a)以降を実行している N5kスイッチにのみ適用されます。（注）

説明フィールド

VSANの ID。VSAN Id

VLANの ID。VLAN Id

このVLAN-VSANアソシエーションエントリ
の動作状態を表示します。

Oper State

VLAN-VSANマッピング

説明フィール

ド

VSANの ID。VSAN Id

VLANの ID。VLAN Id

このVLAN-VSANアソシエーションエントリの動作状態を表示します。Oper State
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FCoE統計

説明フィールド

長さがオクテットの整数倍であるものの、FCS
チェックに合格しなかった、特定のインター

フェイスでの受信フレームの数。

Alignment Errors

長さがオクテットの整数倍であるものの、FCS
チェックに合格しなかった、特定のインター

フェイスでの受信フレームの数。この数には、

フレームが長すぎる、またはフレームが短す

ぎるためにエラーが生じた受信フレームは含

まれません。

FCSエラー

特定のインターフェイスで正常に送信された

ものの、送信が 1つのコリジョンだけによっ
て妨げられたフレームの数。

シングルコリジョンフレーム

特定のインターフェイスで正常に送信された

ものの、送信が 2つ以上のコリジョンによっ
て妨げられたフレームの数。

マルチコリジョンフレーム

特定のインターフェイスについて、SQETEST
ERRORメッセージが PLSサブレイヤによっ
て生成された回数。

SQEテストエラー

特定のインターフェイスでの最初の送信試行

が、メディアがビジー状態のために遅延した

フレームの数。

遅延送信

パケットの送信の 1スロット時間より後に、
特定のインターフェイスでコリジョンが検出

された回数。

レイトコリジョン

多数のコリジョンが生じたことによって、特

定のインターフェイス上で送信が失敗したフ

レームの数。インターフェイスが全二重モー

ドで動作している場合、このカウンタが増え

ることはありません。

過剰コリジョン

内部MACサブレイヤの送信エラーのために特
定のインターフェイスで送信が失敗したフレー

ムの数。

内部Mac送信エラー

特定のインターフェイスでフレームを送信し

ようとしたときに、キャリアセンス状態が失

われたか、一度もアサートされなかった回数。

キャリア検知エラー

特定のインターフェイスで受信され、最大許

可フレームサイズを超えたフレームの数。

長すぎるフレーム
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説明フィールド

内部MACサブレイヤ受信エラーが原因で、特
定のインターフェイスでの受信に失敗したフ

レームの数。

内部MAC受信エラー

100Mb/sで動作するインターフェイスの場合、
有効なキャリアが存在しながら無効なデータ

シンボルがあった回数

Symbol Errors

Ficon

FICON VSAN

説明フィールド

ファブリック内のVSANを一意に識別します。VSAN ID

trueの場合、ホストはシステムをオフライン
にすることができます。

Host Can Offline SW

trueの場合、ホストはシステム時刻を設定で
きます。

Host Can Sync Time

trueの場合、ホストは FICON Director接続パ
ラメータを変更できます。

Port Control by Host

trueの場合、SNMPマネージャーはFICONディ
レクターの接続パラメータを変更できます。

Port Control by SNMP

コントロールユニットデバイスの名前。CUP Name

コントロールユニットデバイスが有効かどう

かを示します。

CUP Enable

スイッチのドメイン IDを指定します。ドメイン ID

この VSANで使用されるコードページ。CodePage

このVSANで使用されるコードページの文字
セット。

文字セット（Character Set）

trueの場合、「アクティブなら保存」モード
が有効になります。すべての変更は NVRAM
に保存されます。

Active=Saved

trueの場合、FICON管理ステーションは変更
時にプロンプトを表示します。

User Alert Mode
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説明フィールド

CUPがチャネルへの従属状態にある場合、論
理パスからのコマンドを受け入れることはで

きません。CUPは、チャネルからコマンドを
受け取ると従属状態になり、チャネルプログ

ラムが正常に完了するまで「従属関係」を形

成します。その時点で、CUPは「ロック解除」
モードになります。

Device Allegiance

VSANのシステム時刻。これは、ホストによっ
て設定されるか、FICON Directorのデフォル
トのグローバル時間である可能性があります。

デフォルトのグローバル時間は、FICON
Directorのローカル時間です。

VSAN Time

FICON機能のコンテキストで、VSANに属す
るポートの状態を制御します。

VSAN State

このVSANのFICONダイレクタのシリアル番
号。

VSAN Serial Number

FICON VSANファイル

説明フィールド

構成ファイルの説明。説明

コントロールユニットデバイスの名前。CUP Name

Lockedは、変更が許可されていないことを示
します。Unlockedは、変更が許可されている
ことを示します。

ステータス

このファイルが最後にアクセスされた時刻。LastAccessed

trueの場合、ダイレクタのユーザーアラート
モードが有効になります。

UserAlertMode

グローバル

説明フィールド

デフォルトのポートをブロックするには、このオプションをオンにしま

す。

Default Port
Prohibited
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FICONポート属性

説明フィールド

この FICONダイレクタのタイプ番号。TypeNumber

製造時にこのFICONダイレクタに割り当てら
れたシーケンス番号。

SerialNumber

これは、ピアポートの識別子です。

•ピアポートのユニットタイプがチャネル
である場合、PortIdはこのピアポートを
含むチャネルパスのCHPID（チャネルパ
ス識別子）になります。

•ピアポートが controlUnitの場合、PortId
は 0になります。

•ピアポートがファブリックの場合、PortId
はピアスイッチのインターフェイスの

ポートアドレスになります。

タグ

反対側のポートのファブリック ID（イニシ
エータ/ターゲット）。これは、ファブリック
ポートの場合にのみ入力されます。

FcId

「有効（valid）」：この情報が最新の場合。

「古い（old）」：この情報がキャッシュされ
ている場合。

[古い属性をクリア（Clear Old Attributes）]を
クリックして、キャッシュをクリアします。

ステータス

FICONのポート名。名前

この FICONダイレクタを製造した会社の名
前。

メーカー

この FICONダイレクタのモデル番号。ModelNumber

このFICONダイレクタの製造工場を識別する
工場コード。

PlantOfMfg

このポートが通信しているポートのピアタイ

プ。==チャネル -ホスト ==コントロールユ
ニット -ディスク ==ファブリック - ISL

UnitType

デバイスマネージャ

98

デバイスマネージャ

FICONポート属性



説明フィールド

次のいずれかが表示されます。

• bitErrThreshExceeded,
• lossOfSignalOrSync,
• nosReceived,
• primitiveSeqTimeOut,
• invalidPrimitiveSeq

このアラートを確認してクリアするには、

[クリア（Clear）]をクリックします。

アラート

FICONポートの構成

説明フィールド

trueの場合、物理的に使用可能なポートのみ
がテーブルにリストされます。

Show Installed Ports Only

ESCON形式のポート構成画面では、DMの
ポート構成テーブルに、ESCON形式でポート
が表示されます。表の Aは使用可能なポート
を表し、Pは禁止されているポートを表しま
す。

ESCON形式

ポートのFICONアドレスと禁止リストを入力
します。（これはテーブルグリッドの代替で

す）。

Port/ Prohibit

このポートのポート名。名前

trueの場合、このポートは分離されます。Block

グリッドをクリックして、ポートが相互に通

信する機能を追加または削除します。

Prohibit Grid

FICONポート番号

説明フィールド

シャーシのモジュール番号モジュール

モジュール用に予約されたポート番号。Reserved Port Numbers (Physical)

そのモジュール用に予約されているポートの数。NumPorts

モジュールの名前。Module Name
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説明フィールド

シャーシスロットのポート番号。1つのシャーシスロット用
に予約されているポート番号。シャーシ内のスロットごとに、

最大 64個のポート番号を予約できます。

Reserved Port Numbers (Logical)

FICON VSANs Director履歴

最新の FICON情報を表示するには、[Refresh]ボタンをクリックする必要があります。

説明フィールド

キーカウンターです。KeyCounter

KeyCounterの値の構成が変更されたポートのリスト。Ports Address
Changed

ファブリックバインドアクション

説明フィールド

ファブリック内の VSANに対する一意の識別
子を指定します。

VSANId

• activate -この VSAN/VLAN上の有効な
ポートバインドがアクティブ化されま

す。

• force activate -アクティブ化中にエラーが
発生した場合でも強制的にアクティブ化

が行われ、アクティブになったファブリッ

クバインドがアクティブデータベースに

コピーされます。

• deactivate -この VSAN/VLAN上で現在ア
クティブになっている有効なファブリッ

クバインド（ある場合）が非アクティブ

化されます。アクティブデータベースに

含まれていた現在アクティブなエントリ

（ある場合）は削除されます。

• no-selection -

アクティブ化（Activate）

この VSAN/VLANのアクティベーションの状
態。trueの場合は、この VSAN/VLANに対す
る最新の操作として、アクティベーションが

試みられています。falseの場合は、この
VSAN/VLANに対する最新の操作として、ア
クティベーションが試みられていません。

有効

最新のアクティベーション/非アクティベーショ
ンの結果を示します。

結果

デバイスマネージャ

100

デバイスマネージャ

FICON VSANs Director履歴



説明フィールド

このVSAN/VLAN上の有効なポートバインド
が最後にアクティブ化されたタイミング。エー

ジェントの前回の再初期化前に最後のアクティ

ベーションが行われている場合、この値はN/A
になります。

LastChange

有効な場合、アクティブポートバインドデー

タベースがこのVSAN/VLANの構成のデーベー
スにコピーされます。学習済みエントリもコ

ピーされます。

CopyActToConfig

ファブリックバインド構成データベース

説明フィールド

ファブリック内の VSANの一意の識別子を指定します。VSAN Id

ファブリックの一部にすることができるスイッチのスイッチWWNを指定
します。

Peer WWN
(Name)

永続的なドメイン IDを指定します。DomainID

ファブリックバインドアクティブデータベース

説明フィールド

ファブリック内の VSANの一意の識別子を指
定します。

VSAN Id

ファブリックの一部にすることができるスイッ

チのスイッチWWNを指定します。
Peer WWN

スイッチのWWNの対応するインスタンスに
よって表されるスイッチの固定ドメイン IDを
指定します。

DomainID

ファブリックバインドデータベースの差異

説明フィールド

ドロップダウンリストから、比較する VSAN
の番号を選択します。

VSAN
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説明フィールド

比較するデータベースを選択します：

• Active -この VSAN/VLANで構成データ
ベースに関連してファブリックバインド

アクティブデータベースを比較します。

そのため、コンフィギュレーションデー

タベースがリファレンスデータベースと

なり、差演算の結果はコンフィギュレー

ションデータベースに対するものになり

ます。

• Config -この VSAN/VLANでアクティブ
データベースに関連してファブリックバ

インド構成データベースを比較します。

そのため、アクティブデータベースがリ

ファレンスデータベースとなり、差演算

の結果はアクティブデータベースに対す

るものになります。

比較

ファブリック内の VSANの一意の識別子を指
定します。

VSAN Id

ファブリックの一部にすることができるデバ

イスのデバイスWWNを指定します。
Peer WWN

スイッチのWWNの対応するインスタンスに
よって表されるスイッチの固定ドメイン IDを
指定します。

DomainID

このエントリに関する、比較しているデータ

ベース間の相違点の理由を示します。

Reason

ファブリックバインド違反

説明フィールド

ファブリック内の VSANの一意の識別子を指
定します。

VSAN Id

ローカルデバイスのポートのいずれかでファ

ブリックへのエントリが拒否されたデバイス

の sWWN（switch WWN）です。

Peer WWN
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説明フィールド

ローカルデバイスのポートのいずれかでファ

ブリックへのエントリが拒否されたデバイス

のドメイン IDです。ゼロの値は、デバイスの
スイッチWWNが強制されたファブリックバ
インディングに存在しなかったことを示しま

す。

DomainID

拒否された時刻です。DenialTime

このスイッチがローカルデバイスのポートの

いずれかでファブリックへのエントリを拒否

された回数。

DenialCount

デバイスがローカルデバイスのポートのいず

れかでファブリックへのエントリを拒否され

た理由。

DenialReason

ファブリックバインド統計

説明フィールド

この VSAN/VLANで、ファブリックの一部と
なるためにスイッチから出されて、許可され

た要求の数です。

AllowedReqs

この VSAN/VLANで、ファブリックの一部と
なるためにスイッチから出されたものの、拒

否された要求の数です

DeniedReqs

Clearに設定すると、この VSAN/VLAN上の
ファブリックバインド統計情報カウンタがク

リアされます。

クリア

ファブリックバインド EFMD統計

説明フィールド

ローカルデバイスがこの VSANで送信した
EFMDマージ要求の数。

TxMergeReqs

ローカルデバイスがこの VSANで受信した
EFMDマージ要求の数。

RxMergeReqs

ローカルデバイスがこの VSANで送信した
EFMDマージ受け入れの数。

TxMergeAccs

ローカルデバイスがこの VSANで受信した
EFMDマージ受け入れの数。

RxMergeAccs
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説明フィールド

ローカルデバイスがこの VSANで送信した
EFMDマージ拒否の数。

TxMergeRejs

ローカルデバイスがこの VSANで受信した
EFMDマージ拒否の数。

RxMergeRejs

ローカルデバイスがこの VSANで送信した
EFMDマージビジーの数。

TxMergeBusys

ローカルデバイスがこの VSANで受信した
EFMDマージビジーの数。

RxMergeBusys

ローカルデバイスがこの VSANで送信した
EFMDマージエラーの数。

TxMergeErrs

ローカルデバイスがこの VSANで受信した
EFMDマージエラーの数

RxMergeErrs

IPストレージ

FCIP Profiles

説明フィールド

このエンティティのインターネットアドレス。[IPアドレス（IPAddress）]

FCIPエンティティが新しい TCP接続要求を待ち受ける、FCIPの
既知のポート番号以外の TCPポート。

ポート

TCP選択的受信確認オプションをイネーブルにし、受信側が複数
の損失フレームを 1つの ACKで確認応答し、高速な回復を可能
にするかどうか。

SACK

このエンティティ内部のすべてのリンクの TCPキープアライブ
タイムアウト。

KeepAlive (s)

このエンティティ内部のすべてのリンクに対するTCP最小再送信
タイムアウト。

ReTrans MinTimeout (ms)

TCP接続で同じデータ項目を再送信する最大回数。この再送信回
数後に配信の確認応答がなかった場合、その接続は終了されます。

ReTrans Max

このエンティティ内部のすべてのリンクのすべてのTCP接続に対
する、集約TCP送信ウィンドウ。この値は出力フロー制御に使用
されます。このエンティティ内部のすべての接続でキューに入れ

られたデータの合計がこの値に達すると、出力側でフロー制御が

行われます。

Send BufSize (KB)
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説明フィールド

アドバタイズするTCP受信ウィンドウを算出するための、B-D乗
算に使用されるネットワークパイプの推定帯域幅。

Bandwidth Max (Kb)

このエンティティ内部のリンクのTCP接続に使用可能な最小帯域
幅。

Bandwidth Min (Kb)

アドバタイズするTCP受信ウィンドウを算出するための、B-D乗
算に使用されるネットワークパイプの推定ラウンドトリップ遅

延。

Est Round Trip Time (us)

パスMTUディスカバリ。PMTU Enable

MSSがネゴシエーションされた TCP値に戻るまで、検出した
pathMTUが有効となっている期間。

PMTU ResetTimeout (sec)

Trueの場合、輻輳ウィンドウモニタリングがイネーブルされま
す。

CWM Enable

TCP送信側の待機時間後に送信される最大バースト。CWM BurstSize (KB)

このインターフェイスのTCP接続で発生する可能性のある最大遅
延変動（輻輳が原因ではないもの）。

最大ジッター（Max
Jitter）

FCIP Tunnels

説明フィールド

このリンクが関連するこの FCIPデバイスのインターフェイスを識
別します。

インターフェイス

この FCIPリンクが開始されたインターフェイス。サービス契約購入済み

Trueの場合、ローカル FCIPリンクで Bポートモードがイネーブ
ルになります。

B Port Enable

Trueの場合、ピアから受信した（ファイバチャネルの）ELSエコー
フレームに対してメッセージが送信されます。一部の Bポート実
装では、リンクキープアライブとしてELSエコー要求/応答フレー
ムが使用されます。

B Port KeepAlive

リモート FCIPエンティティのインターネットアドレス。リモート IPアドレス

ローカルFCIPエンティティによってこのリンクのTCP接続設定が
開始された場合に、その FCIPエンティティの接続先となるリモー
ト TCPポート。

Remote TCP Port

Trueの場合、TCPアクティブオープナが FCIP特殊フレームを開
始し、TCPパッシブオープナがそのFCIP特殊フレームに応答する
ようになります。Falseに設定すると、FCIP特殊フレームは生成さ
れず、応答もされません。

Spc Frames Enable
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リモート FCファブリックエンティティのワールドワイド名。長
さゼロの文字列となっている場合は、このリンクがすべてのリモー

トエンティティからの接続を受け付けます。WWNが指定される
と、このリンクはそのWWNを持つリモートエンティティからの
接続を受け付けます。

Spc Frames RemoteWWN

リモート FCIPエンティティの ID。Spc Frames Remote Profile
Id

FCIP Tunnels (Advanced)

説明フィールド

この FCIPリンクが開始されたインターフェイス。インターフェイス

Trueの場合、FCIPヘッダーのタイムスタンプが確認されます。Timestamp Enable

ローカル時刻と、FCIPヘッダーで受信したタイムスタンプ値の間
で許容される時間差。デフォルトでは、この値が EDTOV/2になり
ます。EDTOVとは、エラー状態を検出するためのタイムアウト値
としてファイバチャネルポートで使用される Error_Detect_Timeout
Valueです。

Timestamp Tolerance

このリンクで許可される TCP接続の最大数。Number Connections

Falseの場合、このリンクエンドポイントはピアへの接続をアクティ
ブに試行します。Trueの場合、このリンクエンドポイントはピア
からの接続を待ちます。

パッシブ

TCP制御接続用として IPヘッダーのToSフィールドに設定する値。QoS Control

TCPデータ接続用として IPヘッダーの ToSフィールドに設定する
値。

QoS Data

圧縮する場合に使用するアルゴリズム。IP Compression

書き込みアクセラレータを使用すると SCSI書き込みパフォーマン
スを向上できます。

Write Accelerator

Trueの場合、テープアクセラレータ（テープの書き込みパフォー
マンスを向上可能）がイネーブルになります。

Tape Accelerator

FCIPリンクの書き込みアクセラレーションをイネーブルにします。Tape Accelerator Oper

テープアクセラレータ動作を有効にすると自動的にイネーブルにな

ります。

TapeReadAccelerator Oper

フロー制御バッファのサイズ（64 K～ 32MB）。0に設定すると、
フロー制御バッファのサイズがスイッチによって自動的に計算され

ます。

FlowCtrlBufSize Tape
(KB)

このリンクで IPセキュリティがオンとオフのどちらになっている
かを示します。

IPSec

デバイスマネージャ

106

デバイスマネージャ

FCIP Tunnels (Advanced)



説明フィールド

オンにすると、XRCエミュレータがイネーブルになります。この
機能はデフォルトではディセーブルになっています。

XRC Emulator

XRCエミュレータの動作状態を示します。XRC Emulator Oper

FCIP Tunnels (FICON TA)

説明フィールド

このリンクが関連する FCIPデバイスのイン
ターフェイスを識別する一意の値。

インターフェイス

FICONテープアクセラレーションが構成され
ている VSANのリスト。

VSAN List Admin

FICONテープアクセラレーションが動作して
いる VSANのリスト。

VSAN List Oper

FCIP Tunnels Statistics

説明フィールド

このリンクが関連する FCIPデバイスのイン
ターフェイスを識別する一意の値。

インターフェイス

FCIPデバイスで受信したパケットの IP圧縮
比。このオブジェクトの値は、小数点以下 2
桁までの浮動小数点数で示されます。

Rx IPCompRatio

FCIPデバイスで送信したパケットの IP圧縮
比。このオブジェクトの値は、小数点以下 2
桁までの浮動小数点数で示されます。

Tx IPCompRatio

FCIP XRC Statistics

説明フィールド

プロファイルの固有 ID。ProfileId

インターフェイスの名前。インターフェイス

アクセラレーションされた読み取りレコードセット IUの
数。

RRSAccelerated

転送された読み取りレコードセット IUの数。RRSForwarded

コントロールユニットから受信したビジー状態のインスタ

ンスの数。

BusyStatus
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説明フィールド

コントロールユニットから受信したユニットチェック状態

のインスタンスの数。

UnitCheckStatus

処理された選択的リセットの数。cfmFcipLinkExtXRCEStatsSelReset

バッファ割り当てエラーの数。BufferAllocErrors

iSCSI Connection

説明フィールド

この接続で使用されるローカルインターネッ

トネットワークアドレス。

LocalAddr

この接続で使用されるリモートインターネッ

トネットワークアドレス。

RemoteAddr

この接続の iSCSI接続 ID。CID

iSCSIネゴシエーションから見た、この接続の
現在の状態。

• login：トランスポートプロトコルで接続
されているが、最終ビットが設定された

有効な iSCSIログイン応答が送信または
受信されていません。

• full：最終ビットが設定された有効な iSCSI
ログイン応答が送信または受信されてい

ます。

• logout：有効な iSCSIログアウトコマンド
が送信または受信されたが、トランスポー

トプロトコル接続がまだ閉じていませ

ん。

ステータス

この接続で使用されているコマンドまたはデー

タPDUでサポートされる最大データペイロー
ドサイズ。ネゴシエーションが 512Kブロッ
ク単位で行われていても、レポートされるサ

イズはバイト単位となります。

MaxRecvDSLen

この接続で、発信データストリームにマーカー

を挿入するかどうかを示します。

SendMarker

この接続で使用される iSCSIヘッダーダイジェ
スト方式。

HeaderDigest

この接続で使用される iSCSIデータダイジェ
スト方式。

DataDigest
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iSCSIイニシエータ

説明フィールド

このエントリで表されるノードのグローバル

な固有識別子となる文字列。

Name or IP Address

このエントリで表されるノードがアクセス可

能な設定済み VSANのリスト。
VSAN Membership

Trueの場合は、このエントリで表されるノー
ドが自動的に検出されます。

ダイナミック

ノードが、iSCSIロードバランシングに使用
されるホストかどうかを示します。

イニシエータタイプ

Trueの場合は、FCドメイン内で同じノード名
で表されるノードに、同じFCアドレスが割り
当てられます。ノードのFCアドレスは、自動
割り当てでも手動割り当てでもかまいません。

Persistent Node WWN

Trueの場合、このノードに FCアドレスが自
動的に割り当てられます。Falseの場合は、FC
アドレスが手動で設定されます。

SystemAssigned Node WWNN

ノードの永続的な FCアドレス。Node WWN

Trueの場合は、FCドメイン内で同じノード名
で表されるノードのポートに、同じFCアドレ
スが割り当てられます。

Persistent Port WWN

このノードに関連付けられたすべてのFCポー
トアドレス。

ポートWWN

発信側がログイン時の使用を許可された唯一

の CHAPユーザ名です。
AuthUser

（任意）ログインに使用されるユーザ名。ユー

ザ名を指定しなかった場合は、グローバルユー

ザ名が使用されます。

Target UserName

（任意）ログインに使用されるパスワード。

パスワードを指定しなかった場合は、グロー

バルパスワードが使用されます。

Target Password

iSCSIロードバランシング用に、この iSCSI発
信側に設定されたロードメトリック。

Load Metric

この発信側のターゲットリストに対する自動

ゾーンをシステムが作成するときに使用され

るゾーン名。

Auto Zone Name
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iSCSI Session Initiators

説明フィールド

発信側ポートの名前または IPアドレス。Name or IP
Address

ログイン時に獲得した発信側のエイリアス。Alias

Module Control

説明フィールド

モジュールの ID。Module Id

モジュールの iSCSI機能をイネーブルまたは
ディセーブルにします。

Admin Status

モジュールの iSCSIインターフェイスがイネー
ブルか、ディセーブルかが表示されます。

OperStatus

iSCSI Global

説明フィールド

認証方式。AuthMethod

ゲートウェイ（FCターゲットを表すもの）
が、最後の iSCSIセッションから iSCSI発信側
がダウンするまで待つ時間。この時間が経過

すると、その iSCSI発信側に関する情報をパー
ジします。

InitiatorIdleTimeout

このオプションをオンにすると、発信側ター

ゲットに関連付けられた自動ゾーン分割が実

行されます。

iSLB ZonesetActivate

このフィールドは、ダイナミック iSCSI発信
側の作成方法を決定します。iSCSIオプション
（デフォルト）を選択すると、ダイナミック

iSCSI発信側が作成されます。iSLBを選択す
ると、iSLBダイナミック発信側が作成されま
す。拒否するオプションを選択すると、発信

側のダイナミック作成が禁止されます。

DynamicInitiator

ログインに使用するデフォルトユーザ名。発

信側のユーザ名を指定した場合は、代わりに

そのユーザ名が使用されます。

Target UserName
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説明フィールド

ログインに使用するデフォルトパスワード。

発信側のパスワードを指定した場合は、代わ

りにそのパスワードが使用されます。

Target Password

iSCSI Session Statistics

説明フィールド

このセッションで転送されたコマンドPDUの
数。

PDU Command

このセッションで転送された応答PDUの数。PDU Response

このセッションでローカル iSCSIノードから
送信されたデータのバイト数。

Data Tx

このセッションでローカル iSCSIノードで受
信されたデータのバイト数。

Data Rx

認証エラー。Errors Digest

接続タイムアウト。Errors CxnTimeout

iSCSI Targets

説明フィールド

このオプションをオンにすると、FCターゲッ
トが iSCSIドメインに動的にインポートされ
ます。iSCSIドメイン内にすでに存在している
ターゲットはインポートされません。

Dynamically Import FC Targets

このエントリで表されるノードの iSCSI名。iSCSI名

このエントリで表されるノードが、自動的に

検出されたものか、手動で設定されたものか

を示します。

ダイナミック

このターゲットの FCアドレス。Primary Port WWN

このターゲットのオプションのセカンダリFC
アドレス。このFCアドレスは、プライマリに
到達できない場合に使用されます。

Secondary Port WWN

このLUに構成されたデフォルトの論理ユニッ
ト番号。

LUN Map iSCSI

プライマリポートアドレスに対するリモート

LUの論理ユニット番号。
LUN Map FC Primary
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説明フィールド

セカンダリポートアドレスに対するリモート

LUの論理ユニット番号。
LUN Map FC Secondary

Trueの場合、このターゲットの発信側許可リ
ストになくても、すべての発信側がこのター

ゲットにアクセスできます。Falseの場合は、
許可リストにある発信側だけがこのターゲッ

トにアクセスを許可されます。

Initiator Access All

このエントリで表されるノードにアクセスを

許可されたすべての iSCSIノードのリスト。
AllAllowedが Falseでリストの値が空の場合
は、このターゲットにアクセスを許可される

発信側がありません。

Initiator Access List

ターゲットがアドバタイズされるすべてのイ

ンターフェイスのリスト。

Advertised Interfaces

このノードのトレスパスモード。各 iSCSIター
ゲットはFCターゲットの1つ以上のポートを
表しています。Trueの場合は、プライマリ
ポートがダウンしているときに、すべての

LUNI/O要求をセカンダリポートに渡すよう、
ノードが FCノードに指示します。

Trespass Mode

FCターゲットがオンラインに復帰した場合
に、プライマリポートに戻す必要があるかど

うかを示します。

RevertToPrimaryPort

iSCSI iSLB VRRP

説明フィールド

仮想ルータ番号および IPバージョン（IPv4、
IPv6、または DNS）。

VrId、IpVersion

ロードバランシングがイネーブルになってい

るかどうかを示します。

Load Balance

iSCSI Initiator Access

説明フィールド

iSCSIノード
名。

イニシエータ

名
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Initiator Specific Target

説明フィールド

ノードのグローバルな固有識別子。名前

この iSCSI発信側固有のターゲットに関連付けられた、ファイバ
チャネルターゲットのポートアドレス。

Port WWN(s) Primary

この iSCSI発信側固有のターゲットに関連付けられた、ファイバ
チャネルターゲットのポートアドレス。

Port WWN(s) Secondary

この iSCSI発信側固有のターゲットに関連付けられた、ファイバ
チャネルターゲットのポートアドレス。

LUN Map (Hex) iSCSI

この iSCSI発信側固有のターゲットに関連付けられた、ファイバ
チャネルターゲットのポートアドレス。

LUN Map (Hex) FC
Primary

この iSCSI発信側固有のターゲットに関連付けられた、ファイバ
チャネルターゲットのポートアドレス。

LUN Map (Hex) FC
Secondary

この iSCSI発信側ターゲットおよび iSCSI発信側に対して、ファイ
バチャネルゾーンが自動的に作成されるかどうかを示します。True
の場合、ゾーンは自動的に作成されません。False（デフォルト）の
場合、ゾーンは自動的に作成されます。

No AutoZone Creation

このノードのトレスパスモード。Trueの場合、プライマリポート
（fcAddress）がダウンすると、FCノードインスタンスはすべての
LUN I/O要求をセカンダリポート（fcSecondaryAddress）に渡しま
す。

Trespass Mode

このノードのプライマリモードに戻ります。Trueの場合、プライ
マリポートがオンラインに復帰すると、FCノードインスタンスは
すべての LUN I/O要求をプライマリポート（fcAddress）に渡しま
す。

Revert to Primary Port

この発信側ターゲットの自動ゾーンが配置される VSANを示しま
す。このオブジェクトが設定されていない場合、VSANはネーム
サーバに照会することで決定されます。

Primary PWWN VSAN

この発信側ターゲットの自動ゾーンが配置される VSANを示しま
す。このオブジェクトが設定されていない場合、VSANはネーム
サーバに照会することで決定されます。

Secondary PWWN VSAN

iSCSI Initiator PWWN

説明フィールド

このエントリのFCアドレス。ポート
WWN
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iSCSI Sessions

説明フィールド

iSCSIセッションのタイプ。

• normal：セッションは通常の iSCSIセッ
ション

• discovery -セッションは検出のためにのみ
使用されます。

タイプ

方向が発信の場合は、ここにリモートターゲッ

トの名前が格納されます。

TargetName

このセッションが属す VSAN。Vsan ID

iSCSIセッション IDの発信側で定義された部
分。

ISID

このセッション用にターゲットで定義された

識別ハンドル。

TSIH

iSCSI Sessions Detail

説明フィールド

このセッションに現在属している転送プロト

コル接続の数。

ConnectionNumber

発信側とターゲットが、このセッションでの

即時データのサポートに合意しているかどう

か。

ImmediateData

Trueの場合、発信側は Ready-To-Transferを
待ってからターゲットに送信する必要があり

ます。Falseの場合、発信側はFirstBurstSizeで
設定された制限内、および要求で予想される

データ転送長の範囲内でデータをすぐに送信

できます。

初期

このセッション中のタスクごとの未処理の

Ready-To-Transfersの最大数。
MaxOutstanding

このセッション中に送信される割り込みデー

タでサポートされる最大長。

最初

受信データまたは送信データ PDUの 1つの
シーケンス中に送信可能な最大バイト数。

最大
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説明フィールド

Falseの場合は、iSCSIデータ PDUシーケンス
が任意の順序で転送される可能性があること

を示します。Trueの場合は、エラー回復時を
除いて、連続的に増加するオフセットを使用

してデータPDUシーケンスを転送する必要が
あることを示します。

[シーケンス（Sequence）]

Falseの場合は、シーケンス中の iSCSIデータ
PDUが任意の順序でかまいません。Trueの場
合は、シーケンス中のデータPDUが、PDU間
にギャップやオーバーレイがなく、連続して

増加するアドレスになっている必要があるこ

とを示します。

PDU

IPサービス

IP Routes

説明フィールド

このチェックボックスをオンにすると、スイッチが IPルータと
して機能します。

Routing Enabled

このルートのネクストホップに到達するために経由するローカル

インターフェイスを識別する値。

Destination、Mask、
Gateway

このルートのプライマリルーティングメトリック。メトリック

このルートのネクストホップに到達するために経由するローカル

インターフェイス。

インターフェイス

ルートがアクティブかどうかを示します。アクティブ

IP Statistics ICMP

説明フィールド

受信した ICMPパラメータ問題メッセージの
数。

InParmProbs

送信した ICMPパラメータ問題メッセージの
数。

OutParmProbs

受信した ICMPソースクエンチメッセージの
数。

InSrcQuenchs

受信した ICMPリダイレクトメッセージの数。InRedirects
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説明フィールド

受信した ICMPエコー（要求）メッセージの
数。

InEchos

受信した ICMPエコー応答メッセージの数。InEchoReps

受信した ICMPタイムスタンプ（要求）メッ
セージの数。

InTimestamps

受信した ICMPタイムスタンプ応答メッセー
ジの数。

InTimestampReps

受信した ICMPアドレスマスク要求メッセー
ジの数。

InAddrMasks

受信した ICMPアドレスマスク応答メッセー
ジの数。

InAddrMaskReps

受信した ICMP宛先到達不能メッセージの数。InDestUnreachs

受信した ICMP時間超過メッセージの数。InTimeExcds

送信した ICMPソースクエンチメッセージの
数。

OutSrcQuenchs

送信した ICMPリダイレクトメッセージの数。
ホストはリダイレクトを送信しないため、ホ

ストではこの値が常に N/Aとなります。

OutRedirects

送信した ICMPエコー（要求）メッセージの
数。

OutEchos

送信した ICMPエコー応答メッセージの数。OutEchoReps

送信した ICMPタイムスタンプ（要求）メッ
セージの数。

OutTimestamps

送信した ICMPタイムスタンプ応答メッセー
ジの数。

OutTimestampReps

送信した ICMPアドレスマスク要求メッセー
ジの数。

OutAddrMasks

送信した ICMPアドレスマスク応答メッセー
ジの数。

OutAddrMaskReps

送信した ICMP宛先到達不能メッセージの数。OutDestUnreachs

送信した ICMP時間超過メッセージの数。OutTimeExcds
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IP Statistics IP

説明フィールド

チェックサムの誤り、バージョン番号の不一致、その他のフォーマットエ

ラー、存続可能時間の超過、IPオプションの処理中に発見されたエラーな
ど、IPヘッダーにエラーがあるため廃棄された入力データグラムの数。

InHdrErrors

IPヘッダーの宛先フィールドにある IPアドレスが、このエンティティで受
信する有効なアドレスではないために廃棄された入力データグラムの数。エ

ンティティが IPルータではなく、データグラムを転送しない場合、このカ
ウンタには宛先アドレスがローカルアドレスではないために廃棄されたデー

タグラムが含まれます。

InAddrErrors

正常に受信されたが、不明または未サポートのプロトコルであるために廃棄

されたローカルアドレス宛データグラムの数。

InUnknownProtos

処理の継続を妨げるような問題は発生していないにもかかわらず、（バッ

ファ領域の不足などが原因で）廃棄された入力 IPデータグラムの数。この
カウンタには、再構成の待機中に廃棄されたデータグラムは含まれません。

InDiscards

The number of output IP datagrams for which no problem was encountered to prevent
their transmission to their destination, but which were discarded (e.g., for lack of buffer
space).このカウンタには、ipForwDatagramsでカウントされたデータグラム
の中で、この（任意の）廃棄基準と一致するすべてのフレームが含まれま

す。

OutDiscards

宛先に転送するためのルートが見つからなかったために廃棄された IPデー
タグラムの数。このカウンタには、ipForwDatagramsでカウントされたフレー
ムの中で、この「ルートなし」基準と一致するものすべてが含まれます。こ

れには、すべてのデフォルトルートがダウンしているためにホストがルー

ティングできなかったすべてのデータグラムが含まれます。

OutNoRoutes

The number of IP datagrams that have been discarded because they needed to be
fragmented at this entity but could not be, e.g., because their Don't Fragment flag was
set.

FragFails

The number of failures detected by the IP re-assembly algorithm (for whatever reason:
timed out, errors, etc).一部のアルゴリズム（特にRFC 815のアルゴリズム）で
は、受信ごとにフラグメントを結合し、フラグメントの数を追跡しきれない

ため、これは廃棄された IPフラグメントの数とは限りません。

ReasmFails

受信エラーがあったものも含めて、インターフェイスから受信した入力デー

タグラムの合計数。

InReceives

The total number of input datagrams successfully delivered to IP user-protocols
(including ICMP).

InDelivers

転送要求の中でローカル IPユーザープロトコル（ICMPを含む）が IPに指
定された、IPデータグラムの合計数。このカウンタには、ipForwDatagrams
でカウントされたデータグラムは含まれません。

OutRequests
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説明フィールド

The number of input datagrams for which this entity was not their final IP destination,
as a result of which an attempt was made to find a route to forward them to that final
destination. IPルータとして機能しないエンティティでは、このエンティティ
によってソースルーティングされ、ソースルートオプションが正常に処理

されたフレームだけがこのカウンタに含まれます。

ForwDatagrams

このエンティティで正常にフラグメント化された IPデータグラムの数。FragOKs

The number of IP datagram fragments that have been generated as a result of
fragmentation at this entity.

FragCreates

The number of IP fragments received which needed to be reassembled at this entity.ReasmReqds

The number of IP datagrams successfully re-assembled.ReasmOKs

IP Statistics SNMP

説明フィールド

SNMPエンティティに配信されたが、サポートされていない SNMPバー
ジョンだった SNMPメッセージの合計数。

BadVersions

認識されないSNMPコミュニティ名を使用しているSNMPエンティティ
に配信された SNMPメッセージの合計数。

BadCommunityNames

SNMPエンティティに配信され、メッセージで指定された SNMPコミュ
ニティで許可されていない SNMP処理を表す SNMPメッセージの合計
数。

BadCommunityUses

受信した SNMPメッセージをデコードするときに、SNMPエンティティ
で発生した ASN.1エラーまたは BERエラーの合計数。

ASNParseErrs

SNMPプロトコルエンティティに配信され、エラー状態フィールドの値
が tooBigだった SNMP PDUの合計数。

TooBigs

SNMPエンティティに配信され、空の変数バインドフィールドを持つ代
替 Response-PDUを含んだ応答のサイズが、ローカル制限または要求の
発信元に関連する最大メッセージサイズよりも大きかったため自動的に

ドロップされた、GetRequest-PDU、GetNextRequest-PDU、
GetBulkRequest-PDU、SetRequest-PDU、および InformRequest-PDUの合
計数。

SilentDrops

SNMPエンティティに配信され、返信できた Response-PDUがなかった
状態（タイムアウトを除く）でプロキシターゲットへのメッセージ（変

換されたものを含む）の送信に失敗したため自動的にドロップされた、

GetRequest-PDU、GetNextRequest-PDU、GetBulkRequest-PDU、
SetRequest-PDU、および InformRequest-PDUの合計数。

ProxyDrops

SNMPプロトコルエンティティに配信され、エラー状態フィールドの値
が noSuchNameだった SNMP PDUの合計数。

NoSuchNames
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説明フィールド

SNMPプロトコルエンティティに配信され、エラーステータスフィー
ルドの値が badValueである SNMP PDUの総数。

BadValues

SNMPプロトコルエンティティに配信され、エラー状態フィールドの値
が readOnlyだった有効な SNMP PDUの合計数。エラー状態フィールド
に値 readOnlyを含んだ SNMP PDUの生成は、誤った実装の SNMPを検
出する手段として用意されたものであるため、これが生成されるのはプ

ロトコルエラーです。

ReadOnlys

The total number of SNMP PDUs which were delivered to the SNMP protocol
entity and for which the value of the error-status field is genErr.

GenErrs

転送サービスから SNMPエンティティに配信されたメッセージの合計
数。

Pkts

SNMPプロトコルエンティティによって受け入れられ、処理されたSNMP
Get-Request PDUの合計数。

GetRequests

SNMPプロトコルエンティティによって受け入れられ、処理されたSNMP
Get-Next PDUの合計数。

GetNexts

SNMPプロトコルエンティティによって受け入れられ、処理されたSNMP
Set-Request PDUの合計数。

SetRequests

SNMPプロトコルエンティティで生成されたSNMPTrapPDUの合計数。OutTraps

SNMPプロトコルエンティティで生成された SNMP Get-Response PDU
の合計数。

OutGetResponses

SNMPプロトコルエンティティから転送サービスに渡されたSNMPメッ
セージの合計数。

OutPkts

有効なSNMPGet-RequestとGet-Next PDUを受信した結果として、SNMP
プロトコルエンティティによって正常に取得されたMIBオブジェクト
の合計数。

TotalReqVars

有効な SNMP Set-Request PDUを受信した結果として、SNMPプロトコ
ルエンティティによって正常に変更されたMIBオブジェクトの合計数。

TotalSetVars

IP Statistics UDP

説明フィールド

宛先ポートでアプリケーションが待ち受けていないこと以外の理由で配信でき

なかった、受信した UDPデータグラムの数。
InErrors

UDPユーザに配信された UDPデータグラムの合計数。InDatagrams

このエンティティから送信された UDPデータグラムの合計数。OutDatagrams
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説明フィールド

宛先ポートでアプリケーションが待ち受けていなかった、受信したUDPデータ
グラムの合計数。

NoPorts

mgmt0 Statistics

説明フィールド

インターフェイスで受信したエラーの合計数。InErrors

インターフェイスで送信したエラーの合計数。OutErrors

インターフェイスで受信した廃棄の合計数。InDiscards

インターフェイスで送信した廃棄の合計数。OutDiscards

受信した合計バイト数。TotalRxBytes

送信した合計バイト数。TxBytes

受信したフレームの合計数。[RxFrames]

送信したフレームの合計数。[TxFrames]

TCP UDP TCP

説明フィールド

この TCP接続の状
態。

都道府県

（State）

TCP UDP UDP

説明フィールド

このUDPリスナーのローカルポート番号。ポート

（Port）

VRRP General

説明フィールド

IPアドレスのタイプ（IPv4、IPv6、または
DNS）、仮想ルータ ID、およびインターフェ
イス。

IP Address Type、VrId、Interface

仮想ルータの管理状態（activeまたは
notInService）。

Admin
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説明フィールド

仮想ルータの現在の状態。定義済みの値は次

の 3つです。

• initialize：すべての仮想ルータがスタート
アップイベントを待っていることを示し

ています。

• backup：仮想ルータがマスタールータの
アベイラビリティを監視していることを

示しています。

• master：仮想ルータが、このルータに関連
付けられた IPアドレスにフレームを転送
していることを示しています。

Oper

仮想ルータのマスター選択プロセスに使用さ

れるプライオリティを指定します。値が大き

いほどプライオリティが高くなります。マス

タールータからプライオリティ 0が送信され
た場合は、このルータが VRRPへの参加を終
了しようとしているため、バックアップの仮

想ルータが新しいマスターに移行する必要が

あることを示しています。プライオリティ255
は、関連する IPアドレスを所有するルータに
使用されます。

プライオリティ

アドバタイズメントメッセージの送信間隔（秒

数）。VRRPアドバタイズメントを送信する
のはマスタールータだけです。

AdvInterval

プライオリティの高い仮想ルータが、プライ

オリティの低いマスターと入れ替わるかどう

かを制御します。

PreemptMode

この仮想ルータが、「初期化済み状態」から

変化するとき。

稼働時間

このVRRPインスタンスが実行しているVRRP
のバージョン。

バージョン

マスター状態の仮想ルータが IPv6アドレスを
所有していない場合に、アドレス所有者のそ

の IPv6アドレス宛てのパケットをそのまま受
け付けるかどうかを制御します。Trueの場合、
マスター状態の仮想ルータは受け付けます。

Falseの場合、マスター状態の仮想ルータは受
け付けません。

AcceptMode
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VRRP IP Addresses

説明フィールド

インターフェイス、仮想ルータの冗長プロトコル ID、および
関連する IPアドレス。

Interface、VRRP ID、IPAddress

VRRP統計情報

説明フィールド

IPアドレスのタイプ（IPv4、IPv6、または
DNS）、仮想ルータ ID、およびインターフェ
イス。

IP Address Type、VrId、Interface

この仮想ルータが受信した VRRPアドバタイ
ズメントの合計数。

LastAdvRx

マスタールータの実際の（プライマリ）IPア
ドレス。この仮想ルータが前回受信したVRRP
アドバタイズメントに送信元としてリストさ

れた IPアドレスです。

Protocol Traffic MasterIpAddr

仮想ルータの状態がMASTERに遷移した合計
回数。

Protocol Traffic BecomeMaster

仮想ルータが受信した、プライオリティ「 0
」の VRRPフレームの合計数。

Priority 0 Rx

仮想ルータが送信した、プライオリティ「 0
」の VRRPフレームの合計数。

Priority 0Tx

不明な認証タイプで受信したフレームの合計

数。

AuthErrors InvalidType

ローカル仮想ルータに設定されたアドバタイ

ズメント間隔とは異なる間隔で受信したVRRP
アドバタイズメントフレームの合計数。

Other Errors dvIntervalErrors

仮想ルータが受信した、IP TTL（存続可能時
間）が 255以外の VRRPフレームの合計数。

Other Errors IpTtlErrors

仮想ルータが受信した、タイプフィールドが

無効な値の VRRPフレームの合計数。
Other Errors InvalidTypePktsRcvd

アドレスリストが仮想ルータにローカルで設

定したリストと一致しない、受信したフレー

ムの合計数。

Other Errors AddressListErrors

フレーム長が VRRPヘッダーよりも短い、受
信したフレームの合計数。

OtherErrors PacketLengthErrs
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説明フィールド

リフレッシュの時間間隔。RefreshRate

CDP General

説明フィールド

CiscoDiscoveryProtocolが実行されているかどうか。CDPがディ
セーブルになると CacheTableのエントリが削除されます。

[有効（Enable）]

CDPメッセージが生成される間隔。デフォルト値は60秒です。MessageInterval sec

受信デバイスがCDPメッセージを保持している時間。デフォル
ト値は 180秒です。

HoldTime sec

キャッシュテーブルが最後に変更されたのはいつか。LastChange

デバイスのデバイス ID形式への互換性を示します。サポートされる DeviceId形
式

サポートされているデバイスの中で対応しているインスタンス

に入っているデバイス - IDのフォーマットの表示。
デバイス ID形式

CDPネイバー

説明フィールド

このエンティティのインターネットアドレス。スイッチ

このリンクが関連する FCIPデバイスのインターフェイスを識別す
る一意の値。

ローカルインターフェイ

ス

リモートデバイスの名前。規定では、デバイスの完全修飾ドメイ

ン名です。

[DeviceName]

最新の CDPメッセージでレポートされたデバイス ID文字列。DeviceID

最新の CDPメッセージでレポートされたバージョン文字列。DevicePlatform

最新の CDPメッセージでレポートされたポート ID文字列。インターフェイス

最近受信したCDPメッセージのアドレス TLVでレポートされた、
デバイスの SNMPエージェントの（最初の）ネットワーク層アド
レス。

IPAddress

最新の CDPメッセージでレポートされた、リモートデバイスのイ
ンターフェイスのネイティブVLAN。値0は、最新のCDPメッセー
ジでネイティブ VLANフィールド（TLV）がレポートされなかっ
たことを示します。

NativeVLAN
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説明フィールド

最近受信したCDPメッセージでレポートされた、デバイスがSNMP
メッセージを受け付ける（最初の）ネットワーク層アドレスを示し

ます。

PrimaryMgmtAddr

最近受信したCDPメッセージでレポートされた、デバイスがSNMP
メッセージを受け付ける代替ネットワーク層アドレスを示します。

SecondaryMgmtAddr

iSNS Profiles

説明フィール

ド

iSNSサーバのアドレス。アドレス

iSNSサーバのTCPポート。ポート

iSNS Servers

説明フィールド

iSNSサーバーの名前。名前

iSNSメッセージで使用される TCPポート。このサーバで TCPが
サポートされていない場合、値は 0になります。

TcpPort

サーバがアクティブ状態を続けている時間。稼働時間

エンティティが iSNSデータベースから登録解除される前に送信さ
れたため、応答を受信しない ESIメッセージの数。

ESI Non Response
Threshold

サーバの iSNSに登録されたエンティティの数。# Entities

サーバの iSNSに登録されたポータルの数。# Portals

サーバの iSNSに登録されたポータルグループの数。# Portal Groups

サーバの iSNSに登録された iSCSIノードの数。# iSCSI Devices

iSNS Entities

説明フィールド

エンティティの iSNSエンティティ識別子。エンティティ ID（Entity ID）

エンティティが最後にアクセスされた時刻。最後のアクセス

iSNS Cloud Discovery

説明フィールド

自動クラウド検出をオンするかどうか。AutoDiscovery
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説明フィールド

連続した IPクラウド検出を実行する継続時
間。

DiscoveryDelay

実行する IPネットワーク検出コマンド。

• all -ファブリック内のすべてのギガビッ
トイーサネットインターフェイスに対し

て IPネットワーク検出を実行する。
• noOp（デフォルト）-何も実行しない。

検出

ライセンスのインストール/アンインストール/
更新動作の状態。

• success -検出動作が正常に完了した。
• nProgress -検出動作が進行中。
• none -検出動作が実行されていない。
• NoIpNetworkNameSpecified - ipCloud名が
指定されていない。

• invalidNetworkName - ipCloudが構成され
ていない。

• NoIPSPortNameSpecified - gigEポート
ifindexが指定されていない

• invalidIPSPortName -無効な gigEポートイ
ンターフェイス。

• generalISNSFailure -一般的な iSNSサーバ
障害。

CommandStatus

iSNS Clouds

説明フィールド

IPクラウドの ID。Id

このテーブル内のスイッチのWWN。Switch
WWN

iSNS Cloud Interfaces

説明フィールド

クラウドの名前、スイッチのWWN、インターフェ
イス、およびアドレス。

Name、SwitchWWN、Interface、Address
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Monitor Dialog Controls

説明フィールド

データを折れ線グラフで表した新しいウィン

ドウを開きます。

折れ線グラフ

データを面グラフで表した新しいウィンドウ

を開きます。

面グラフ

データを棒グラフで表した新しいウィンドウ

を開きます。

棒グラフ

データを円グラフで表した新しいウィンドウ

を開きます。

円グラフ

[Column Data]の表示モードが [Cumulative]に
設定されている場合に、カウンタを0にリセッ
トします。

Reset Cumulative Counters

標準の [Save]ダイアログボックスを表示しま
す。データは .TXTファイルで保存されます。

ファイルへのエクスポート

標準の [Print]ダイアログボックスを表示しま
す。

プリント

監視ダイアログ内でデータを更新する間隔。更新頻度（Update Frequency）

監視ダイアログに表示されるデータのタイプ

を指定します。

• Absolute Value：スイッチを起動してから
の合計量を表示します。これがエラーモ

ニタリングのデフォルトです。

• Cumulative：ダイアログを表示してからの
合計量を表示します。[Reset Cumulative
Counters]ボタンをクリックしてカウンタ
をリセットすると、累積データの新しい

セットを収集できます。

• Minimum/sec：リフレッシュ間隔ごとの 1
秒間の最小値を表示します。

• Maximum/sec：リフレッシュ間隔ごとの1
秒間の最大値を表示します。

• Last Value/sec：リフレッシュ間隔ごとの
1秒間の最新の値を表示します。これがト
ラフィックモニタリングのデフォルト設

定です。

列データ
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説明フィールド

ダイアログが表示されてからの経過時間。

[Reset Cumulative Counters]ボタンをクリック
してこのカウンタをリセットすると、累積デー

タの新しいセットを収集できます。

Elapsed

iSNS Details iSCSI Nodes

説明フィールド

ストレージノードに関連付けられたイニシエー

タまたはターゲットの iSCSI名。
名前

この iSCSIノードの機能を定義するNode Type
ビットマップ。31はターゲット、30は発信
側、29は制御で、その他はすべて予約されて
います。

タイプ

iSCSIノードのエイリアス名。Alias

ノードの State ChangeNotification（SCN）ビッ
トマップ。

ScnBitmap

オプションのグローバルに固有な64ビット整
数値。ファイバチャネルファブリック内での

iSCSIデバイスのノードのワールドワイドノー
ド名を表すために使用できます。

WWN Token

この iSCSIノードで有効な iSCSI認証方法。AuthMethod

iSNS Details Portals

説明フィールド

このポータルのインターネットアドレス。アドレス

このポータルのポート番号。TcpPort

このポータルのオプションのシンボリック名。SymName

このポータルの Entity Status Inquiry（ESI）間
隔。

EsiInterval

ESIモニタリングに使用される TCPポート番
号。

TCP ESI

iSNSサーバからの SCNメッセージの受信に
使用される TCPポート番号。

TCP Scn

ポータルセキュリティビットマップ属性に登

録されたポータルのセキュリティ属性設定。

SecurityInfo
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セキュリティ

セキュリティロール

説明フィールド

ロールの名前。[作成（Create）]ボタンをクリックして、新しいロール
を定義します。[ルール（Rules）]ボタンをクリックして、このロールの
ルールを定義します。

名前

ユーザーロールのテキストの説明。[説明
（Description）]

ロールを指定された VSANに制限する機能を有効にします。VSAN Scope Enable

ロールがアクセスを許可されている VSANのリストを指定します。VSAN Scope List

（Nexus5000シリーズのみ）ロールを指定されたインターフェイスに制
限する機能を有効にします。

Interface Scope
Enable

（Nexus 5000シリーズのみ）ロールがアクセスを許可されているイン
ターフェイスのリストを指定します。

Interface Scope List

セキュリティロールルール

この表は Nexus 5000シリーズスイッチにのみ適用されます。（注）

説明フィールド

番号順にルールが適用されます。ルールの順序

ルールが操作を許可するか拒否するかを示します。許可するか?

ルールでは、操作での読み取り専用アクセスまたは読み取り/書き込みアク
セスを指定できます。

Rule Operation

ルールは、コマンド、機能、機能グループ、またはすべてに適用できます。

[すべて（all）]を選択すると、ルールはすべてのコマンドと機能に適用さ
れます。

Rule Element
Type

ルール要素。ルールが適用されるコマンド、機能、または機能グループを

指定します。

Rule Element

[機能 /グループ（Features/Groups）]ボタンをクリックすると、機能グルー
プマネージャが開きます。

Features/Groups
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機能グループマネージャ

この表は Nexus 5000シリーズスイッチにのみ適用されます。（注）

説明フィール

ド

機能グループの名前。名前

新しい機能グループを作成するには、[名前（Name）]フィールドに新しい機能グ
ループ名を入力し、[追加（Add）]をクリックします。

追加

機能グループに機能を追加するには、機能グループパネルで 1つ以上の機能グ
ループ名を選択し、機能パネルで機能を選択して、[機能の追加（AddFeature）]
をクリックします。

機能の追

加

変更を保存するには、[適用（Apply）]ボタンをクリックします。適用

AAA LDAPサーバー

説明フィールド

IPアドレスタイプ（IPv4、IPv6、または
DNS）。

IPアドレスタイプ

AAAサーバーの IPアドレス。Name or IP Address

AAAサーバーの認証ポート。AuthPort

AAAサーバーへの再送信間の秒単位の時間。
この値は、このサーバーの [機能（Features）]
タブで設定されたタイムアウトの設定値を上

書きします。この値がゼロの場合、[機能
（Features）]タブで設定された値が使用され
ます。

TimeOut(s)

サーバーへの試行を中止するまでに、AAAク
ライアントがAAAサーバーを試行する追加の
回数。この値は、[機能（Features）]タブで設
定された値を上書きします。この値がゼロの

場合、[機能]タブで設定された値が使用され
ます。

再送信

システムがサーバーにテストパケットを送信

して定期的にAAAサーバーをテストする時間
間隔（分）。デフォルト値の 0は、AAAサー
バーの定期的なテストを行わないことを意味

します。

Idle Time (m)
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説明フィールド

サーバーが要求に応答するかどうかをテスト

するために、AAAサーバーに送信されるテス
トパケットで使用されるユーザー名。

TestUser

サーバーが要求に応答するかどうかをテスト

するために、AAAサーバーに送信されるテス
トパケットで使用されるパスワード。

TestPassword

LDAPサーバーデータベースへのアクセスの
認証に使用されるルート名。

RootDN

RootDNPasswordパスワードに使用される暗号
化のタイプ。

RootDNPasswordEncrType

ルートバインドを実行する場合に使用する

RootDNパスワード。RoodDNパスワードを入
力しない場合、匿名バインドが実行されます。

RootDNPassword

LDAPサーバーとのバインディングの前に、
TLSトンネルを設定する必要があるかどうか
を指定します。

SSL Mode

AAAサーバグループ

説明フィールド

サーバグループの名前。名前

このサーバーグループが属する AAAプロト
コル。

プロトコル

これは、このサーバーグループを形成する

AAAサーバーの順序付きリストを表します。
値内のサーバーの順序によって、そのグルー

プのサーバーの優先順位が決まります。最初

のものは「プライマリ」で、残りはセカンダ

リ（その他）です。サーバーグループは、メ

ンバーがいないと存在できません。

ServerIdList
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説明フィールド

AAAサーバーグループの DeadTime設定。こ
れは、AAAサーバーが認証要求に応答しない
場合に、システムがサーバーをデッドとマー

クする時間の長さで、分単位で指定します。

デッドタイムの間隔中に発生した認証要求は、

デッドとしてマークされたAAAサーバーに送
信されません。デフォルト値の 0は、AAA
サーバーが応答しない場合でも、そのサーバー

がデッドとしてマークされないことを意味し

ます。

デッドタイム

AAA検索マップ

説明フィールド

許可要求の処理中に LDAPサーバーが検索を
開始する LDAP階層内の基本エントリの名前
を指定します。

BaseDN

LDAPサーバーデータベースでユーザーエン
トリを検索するために使用する LDAPフィル
タの名前を指定します。

フィルタ

ユーザープロファイルのプライベート属性と

して使用する LDAP属性を指定します。
属性

AAAアプリケーション

説明フィールド

これは、このアプリケーションがAAA機能を
実行するように設定されているAAAサーバー
グループの順序付きリストを表します。値で

のサーバーグループの順序によって、リスト

内のサーバーグループの優先順位が決まりま

す。

ServerGroupIdList

「ローカル」AAAは、デバイスで提供される
ローカルAAAサービスを使用して、すべての
AAA機能を実行することを意味します。有効
にすると、サーバーグループリスト内のすべ

てのサーバーグループを試した後にのみ使用

されます。

ローカル
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説明フィールド

「トリビアル（Trivial）」AAAは、すべての
サーバーグループと「ローカル」AAA（構成
されている場合）を試した後にのみ使用され

ます。トリビアルAAAは、AAAFunctionの対
応するインスタンスの値に基づいて、次のい

ずれかに対応します。

•「AAAFunction」値が「authentication」の
場合、ユーザー名ベースの認証

•「AAAFunction」値が「authorization」の
場合、許可チェックなし

•「AAAFunction」値が「accounting」の場
合、アカウンティングなし。

通常

AAAのデフォルト

説明フィールド

サーバー鍵の暗号化タイプ。KeyEncrType

AAAサーバーとクライアントの間で渡される
フレームの暗号化に使用されるキー。このキー

は、サーバーで設定されているキーと一致す

る必要があります。

AuthKey

AAAサーバーへの再送信間隔を指定する秒
数。

TimeOut

サーバーへの試行を中止するまでに、AAAク
ライアントがAAAサーバーを試行する追加の
回数。

再送信

ログイン時の認証にAAAサーバーを選択でき
るかどうかを指定します。trueの場合、ログ
イン時の認証にリモートAAAサーバーを指定
できます。ログイン名を username@hostname
として指定すると、認証要求は、usernameを
ユーザー名として、hostnameというホスト名
を持つリモート AAAサーバーに送信されま
す。falseの場合、ログイン時の認証にリモー
ト AAAサーバーを指定できません。

DirectReq
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説明フィールド

AAAサーバーグループの DeadTime設定。こ
れは、AAAサーバーが認証要求に応答しない
場合に、システムがサーバーをデッドとマー

クする時間の長さで、分単位で指定します。

デッドタイムの間隔中に発生した認証要求は、

デッドとしてマークされたAAAサーバーに送
信されません。デフォルト値の 0は、AAA
サーバーが応答しない場合でも、そのサーバー

がデッドとしてマークされないことを意味し

ます。

DeadTime（m）

AAA全般

説明フィールド

ログイン時にリモートAAAサーバーを介して
ユーザーを認証するためにMSCHAP認証メカ
ニズムを使用する必要があるかどうかを示し

ます。trueの場合、MSCHAP認証が使用され
ます。falseの場合は、デフォルトの認証メカ
ニズムが使用されます。

AuthTypeMSCHAP

ログイン時にリモートAAAサーバーを介して
ユーザーを認証するためにMSCHAPv2認証メ
カニズムを使用する必要があるかどうかを示

します。trueの場合、MSCHAP認証が使用さ
れます。falseの場合は、デフォルトの認証メ
カニズムが使用されます。

AuthTypeMSCHAPv2

一度に 1つの認証メカニズムを変更することをお勧めします。そうしないと、エラーが
発生する可能性があります。たとえば、MSCHAPをMSCHAPv2に変更したい場合は、
MSCHAPを選択して適用してから、MSCHAPv2を選択して適用してください。

（注）

AAAの統計情報

説明フィールド

認証

このサーバーがアクティブになってから送信

された認証要求の数。リクエストのタイムア

ウトによる再送信は、別個のリクエストとし

てカウントされます。

要求
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説明フィールド

サーバーがアクティブになってからタイムア

ウトになった認証要求の数。

タイムアウト

このサーバーがアクティブになってから受信

した予期しない認証応答の数。

Unexpected

このサーバーがアクティブになってから受信

したサーバー ERRORの認証応答の数。
エラー

サーバーがアクティブになってから処理でき

なかった認証応答の数。

不正解

システムの再初期化以降、このサーバーに送

信された認証要求の平均応答時間（タイムア

ウトを除く）。

ResponseTime

このサーバーがアクティブになってから成功

した、このサーバーとの認証トランザクショ

ンの数。タイムアウトが発生した場合、トラ

ンザクションには複数の要求の再送信が含ま

れる場合があります。サーバーが認証の成功

または失敗のいずれかで応答した場合、トラ

ンザクションは成功したものとみなされます。

成果

このサーバーがアクティブになってから失敗

した、このサーバーとの認証トランザクショ

ンの数。タイムアウトが発生した場合、トラ

ンザクションには複数の要求の再送信が含ま

れる場合があります。最大再送数に達した場

合、またはサーバーがトランザクションを中

止した場合、トランザクションエラーが発生

します。

障害

許可

このサーバーがアクティブになってから送信

された許可リクエストの数。リクエストのタ

イムアウトによる再送信は、別個のリクエス

トとしてカウントされます。

要求

サーバーがアクティブになってからタイムア

ウトになった許可リクエストの数。タイムア

ウトになると、リクエストが再送信されます。

試行の最大数に達した場合、それ以上の再送

信は試行されません。

タイムアウト
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説明フィールド

このサーバーがアクティブになってから受信

した予期しない許可応答の数。例としては、

すでにタイムアウトしたリクエストへの遅延

応答があります。

Unexpected

このサーバーがアクティブになってから受信

したサーバー ERRORの許可応答の数。これ
らは、サーバー自体が許可操作でエラーを識

別したことを示す応答です。

エラー

サーバーがアクティブになってから処理でき

なかった許可応答の数。理由には、応答を復

号できなかった、無効なフィールドである、

または応答が要求に基づいて無効であること

が含まれます。

不正解

システムの再初期化以降、このサーバーに送

信された許可要求の平均応答時間（タイムア

ウトを除く）。

ResponseTime

このサーバーがアクティブになってから成功

した、このサーバーとの許可トランザクショ

ンの数。タイムアウトが発生した場合、トラ

ンザクションには複数の要求の再送信が含ま

れる場合があります。サーバーが許可のパス

した、または失敗のいずれかで応答した場合、

トランザクションは成功したものとみなされ

ます。

成果

このサーバーがアクティブになってから失敗

した、このサーバーとの許可トランザクショ

ンの数。タイムアウトが発生した場合、トラ

ンザクションには複数の要求の再送信が含ま

れる場合があります。最大再送数に達した場

合、またはサーバーがトランザクションを中

止した場合、トランザクションエラーが発生

します。

障害

アカウンティング

システムの再初期化以降にこのサーバーに送

信されたアカウンティング要求の数。リクエ

ストのタイムアウトによる再送信は、別個の

リクエストとしてカウントされます。

要求
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説明フィールド

システムの再初期化以降にタイムアウトになっ

たアカウンティング要求の数。タイムアウト

になると、リクエストが再送信されます試行

の最大数に達した場合、それ以上の再送信は

試行されません。

タイムアウト

システムの再初期化以降に、このサーバーか

ら受信した予期しないアカウンティング応答

の数。例としては、すでにタイムアウトした

リクエストへの遅延応答があります。

Unexpected

システムの再初期化以降に、このサーバーか

ら受信したサーバー ERRORアカウンティン
グ応答の数。これらは、サーバー自体がアカ

ウンティング操作でエラーを識別したことを

示す応答です。

エラー

システムの再初期化以降に処理できなかった

アカウンティング応答の数。理由には、応答

を復号できなかった、無効なフィールドであ

る、または応答が要求に基づいて無効である

ことが含まれます。

不正解

タイムアウトを除くシステムの再初期化以降、

このサーバーに送信されたアカウンティング

要求の平均応答時間。

ResponseTime

システムの再初期化以降に成功した、このサー

バーとのアカウンティングトランザクション

の数。タイムアウトが発生した場合、トラン

ザクションには複数の要求の再送信が含まれ

る場合があります。サーバーがアカウンティ

ングの成功または失敗のいずれかで応答した

場合、トランザクションは成功したものとみ

なされます。

成果

システムの再初期化以降に失敗した、このサー

バーとのアカウンティングトランザクション

の数。タイムアウトが発生した場合、トラン

ザクションには複数の要求の再送信が含まれ

る場合があります。最大再送数に達した場合、

またはサーバーがトランザクションを中止し

た場合、トランザクションエラーが発生しま

す。

障害

統計
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説明フィールド

サーバーの現在の状態です。

•アップ：サーバーはリクエストに応答し
ます

•デッド：サーバーが応答しませんでした

サーバーは最大回数の再送信後に応答しない

場合「デッド」とマークされます。待機期間

後またはサーバーから応答があると、サーバー

は再び「アップ」とマークされます。

ステータス

サーバーが現在の状態になってからの経過時

間。

現在の継続時間（csec）

このオブジェクトは、サーバーが最新の状態

より前の状態にあった時間の長さを提供しま

す。サーバーの状態が変化していない場合、

この値はゼロです。

以前の継続時間（csec）

システムの再初期化以降、このサーバーの状

態の値がデッドだった時間の合計。

TotalDeadTime

システムの再初期化以降、このサーバーがデッ

ド状態になった回数

DeadCount

iSCSI User

説明フィール

ド

iSCSIユーザの名前。iSCSI User

iSCSIユーザのパスワード。パスワー

ド

共通ロール

共通ロールは、displayFCoEモードでは使用できません（セキュリティロールを使用して
ください）。

（注）

説明フィール

ド

共通ロールの説明。説明

共通ロールにVSANの制約があるかどうかを指定します。有効
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説明フィール

ド

ユーザが制限された VSANのリスト。リスト

SNMPセキュリティユーザ

説明フィールド

セキュリティモデルに依存しない形式でのユー

ザ。

[役割（Role）]

一般ユーザのパスワード。SNMPの場合、こ
のパスワードは、認証と機密保全の両方に使

用されます。CLIとXMLの場合、認証のみに
使用されます。

パスワード

使用されるダイジェスト認証プロトコルのタ

イプ。

ダイジェスト

使用される暗号化認証プロトコルのタイプ。Encryption

このユーザの有効期限が切れる日付。ExpiryDate

ユーザが SSH公開キーで設定されているかど
うかを指定します。

SSH Key File Configured

SSH公開キーを保管しているファイルの名前。
SSH公開キーは、このユーザの SSHセッショ
ンを認証するために使用されます。これは、

CLIユーザに対してのみ適用されます。形式
は次のいずれかになります。

• OpenSSH形式の SSH公開キー
• IETFSECSH（商用のSSH公開キー形式）
の SSH公開キー

•公開キーの抽出元となる PEM
（Privacy-Enhanced Mail形式）の SSHク
ライアント証明書

•証明書ベースの認証用の SSHクライアン
ト証明書 DN（識別名）

SSHキーファイル
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説明フィールド

ユーザのクレデンシャルストアのタイプ。ユー

ザによってこのテーブルに行が作成されると、

デバイスに対してローカルなクレデンシャル

ストアにユーザエントリが作成されます。

AAAサーバベースの認証などのリモート認証
メカニズムの場合、資格情報は他の（リモー

トの）システムまたはデバイスに保管されま

す。

Creation Type

このユーザの有効期限が切れる日付。有効期限日

SNMPセキュリティコミュニティ

説明フィールド

コミュニティストリン

グ。

コミュニ

ティ

セキュリティモデル名。ロール

セキュリティユーザグローバル

説明フィールド

SNMPエージェントにより、SNMPv3メッセー
ジに対する暗号化の使用がシステム内のすべ

てのユーザに対してグローバルに適用される

かどうかを指定します。

Enforce SNMP Privacy Encryption

これにより、ローカルシステム内でユーザ資

格情報をキャッシュするための最大タイムア

ウト値が指定されます。

キャッシュタイムアウト

管理者が Device Managerで新しいユーザを作成する場合または既存のユーザを削除する
場合、プライバシーパスワードと認証パスワードが必要です。ただし、新しいユーザの

作成時に管理者がこれらの資格情報を入力しなくても、DeviceManagerは、管理者の認証
パスワードをプライバシーパスワードとして使用します。ユーザに対して定義されたプ

ライバシープロトコルが DES（デフォルト）ではない場合、MDS内の SNMPエージェ
ントはパケットを復号化できなくなり、SNMPエージェントはタイムアウトします。ユー
ザに対して定義されたプライバシープロトコルがDESではない場合、ユーザがログイン
時にプライバシーパスワードとプロトコルの両方を入力する必要があります。

（注）
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FC-SP全般/パスワード

説明フィールド

FC-SPメッセージのタイムアウト時間タイムアウ

ト

提案されたハッシュメカニズムが優先順に含まれています。先頭が最優先で、

末尾が最も優先されません。

HashList

「:」で区切られた各トークンには、Diffie-Hellmanグループ識別子に対応する
値が含まれます。

GroupList

スイッチのパスワードGenericPasswd

FC-SPインターフェイス

説明フィールド

このインターフェイスの FC-SPモード。

• autoPassiveの場合、ポートは FC-SP認証
交換を開始しません。ただし、相手側に

よって開始された FC-SP認証交換には常
に参加します。

• autoActiveの場合、ポートは常に ESCの
後に FC-SP認証交換を開始しようとしま
す。相手側が FC-SP認証をサポートして
いない場合でも、ポートはやはりアップ

になろうとします。

•オンの場合、ポートは常に FC-SP認証交
換を開始しようとし、認証はポートがアッ

プになる前に行われます。相手側がFC-SP
認証をサポートしていない場合、ポート

はアップになりません。

•オフの場合、ポートは FC-SP認証交換を
開始せず、反対側から開始された FC-SP
認証メッセージに拒否を送信しません。

「オフ」でない場合には、ポートは少な

くとも 1つの FC-SP認証プロトコルをサ
ポートする必要があります。

DCNMからのタイムアウトエラー
を回避するには、各スイッチで

FC-SPDHCHAPモードを個別に設定
する必要があります。

（注）

モード
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説明フィールド

ポートが相手側の再認証を試みる前に待機し

なければならない時間（時間単位）。

Reauthenticate Interval (hr)

これが有効に設定されている場合、相手側を

再認証します。

Reauthenticate Start

このインターフェイスで FC-SP認証が成功し
た回数。

Auth Successes

このインターフェイスで FC-SP認証が失敗し
た回数。

Auth Fails

このインターフェイスで FC-SP認証がバイパ
スされた回数。

Auth Bypasses

FC-SPローカルパスワード

説明フィール

ド

ローカルホストのポートワールドワイド名。Local
WWN

ローカルスイッチのパスワード。パスワー

ド

FC-SPリモートパスワード

説明フィールド

リモートホストのワールドワイド名。Remote
WWN

リモートスイッチのパスワード。パスワード

FC-SP統計

説明フィールド

このインターフェイスで FC-SP認証が成功し
た回数。

Auth Succeeded

このインターフェイスで FC-SP認証が失敗し
た回数。

認証失敗

このインターフェイスで FC-SP認証がバイパ
スされた回数。

Auth ByPassed

SPIが不一致だった受信フレームの数。EspSpiMismatch
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説明フィールド

ESP認証チェックに失敗した受信フレームの
数。

EspAuthFailed

FC-SP SA（セキュリティアソシエーション）

説明フィール

ド

セキュリティパラメータインデックスの値を表示します。SPI

暗号化に使用されるソルト。ソルト

暗号化と認証に使用されるキー。キー

FC-SP ESPインターフェイス

説明フィールド

インターフェイスの名前。インターフェイス

ESPモードを次のいずれかとして指定します。

•なし - ESPはリンク上で実行されていま
せん。

• Gcm-リンクは暗号化および認証する必要
があります。

• Gmac-リンクは認証が必要です

ESP Mode

使用する出力セキュリティアソシエーション

を指定します。有効な値は、256～ 65536で
す。

EgressSA

使用する入力セキュリティアソシエーション

を指定します。有効な値は、256～ 65536で
す。

IngressSA1

使用する入力セキュリティアソシエーション

を指定します。有効な値は、256～ 65536で
す。

IngressSA2

失敗の理由を表示します。「なし（None）」
は、エラーがないことを示します。

EspFailureReason

PKI全般

説明フィールド

スイッチ名。スイッチ
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説明フィールド

システムが認証に使用する証明書ストア構成。CertStoreConfig

PKI RSAキーペア

説明フィールド

キーペアの名前またはラベル。名前

キーのサイズ。次のモジュラスサイズが定義

されています。

• 512ビット、768ビット、1024ビット、
1536ビット、および 2048ビット。

作成後はサイズの変更はできません。行の削

除によってキーペアを削除してから、エント

リを別のサイズで再度作成してください。

サイズ

RSA秘密鍵を保管するファイルの名前。この
ファイル名は、キーペア名から自動的に生成

されます。これは、UNIXスタイルの「/」で
区切られた文字列で、デバイスのファイルシ

ステム内のファイルの絶対パスを表します。

ファイル名

キーペアは、exportpkcs12 PKIサポートアク
ションを介してエクスポートできます。作成

後は、エクスポート可能フラグの値を変更す

ることはできません。行の削除によってキー

ペアを削除してから、別のエクスポート可能

フラグの値を使用して、エントリを再度作成

してください。

エクスポート可能

PKIトラストポイント

説明フィールド

トラストポイントの名前またはラベル。名前

キーペアテーブルからの関連付けられたキー

ペアの名前。キーペアがまだ関連付けられて

いない場合、値は長さゼロの文字列になりま

す。

キーペア名

デバイスマネージャ

143

デバイスマネージャ

PKI RSAキーペア



説明フィールド

この信頼ポイントエントリに対応する CAに
よって発行されたピア証明書を検証する際に

使用される証明書失効チェックメソッドの順

序付きリストである失効チェックメソッドリ

スト。このオブジェクトの値は、1つ以上の1
オクテット値の順序付けられたリストであり、

各 1オクテット値は失効チェックメソッド列
挙のメソッドに対応します。

• none (1) -失効ステータスのチェックは必
要ありません。代わりに、証明書は取り

消されていないと見なしてください。

• crl (2) - CRLを使用して証明書の失効ス
テータスを確認します。

• ocsp (3) -証明書の失効ステータスをチェッ
クするために OCSPを使用します。

リストに何も表示されない場合は、直前の値

にする必要があります。順序付けられたリス

トの最後の値の後のオクテットは、ゼロオク

テットでなければなりません。

失効チェックメソッドがこのオブジェクトの

値内で発生する順序は、ピア証明書の検証中

に失効チェックメソッドが試行される順序を

決定します。デフォルト値（行作成後）には、

失効チェックメソッドcrlのみが含まれます。

Revoke CheckMethods

OCSPプロトコルを使用した証明書失効チェッ
クのための外部 OCSPサーバーのコンタクト
http URL。デフォルト値（行作成後）は、長
さゼロの文字列です。

OCSPurl

PKI信頼ポイントアクション

説明フィールド

信頼ポイントアクションの名前またはラベル。名前

この信頼ポイントエントリに対してトリガー

される PKIサポートアクション。
コマンド
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説明フィールド

このエントリでトリガーされる PKIサポート
アクションに必要な入力または出力証明書デー

タを含むファイル名を示します。ファイル名

は bootflash:<filename>として指定する必要が
あります。また、トリガーされたアクション

に応じて、ブートフラッシュで使用可能にす

るか、ブートフラッシュで作成する必要があ

ります。

Url

トリガーされている PKIサポートアクション
を実行するために必要なパスワードを示しま

す。このパスワードは、certreq、importpkcs12、
および exportpkcs12アクションに対してのみ
指定する必要があります。セキュリティ上の

理由から、値は、管理プロトコルによって取

得されるときは常に、長さゼロの文字列です。

パスワード

最後に試行された PKIサポートアクション。
最後に cpkiActionオブジェクトに設定しよう
とした値です。信頼ポイントの作成後にアク

ションがトリガーされていない場合、このオ

ブジェクトの値を取得しても何も返されませ

ん。

Last Command

最後の PKIサポートアクションの実行結果。結果

PKI LDAP

説明フィールド

スイッチ名。スイッチ

リモート証明書ストアのタイプ。Store Type

CA証明書に対応する CRLが更新される時間
間隔。CA証明書と対応する CRLは、認証の
ためにリモート certstoreから取得され、ロー
カルキャッシュに保存されます。後続の認証

の時間遅延を回避するためです。

CRL Timer (hrs)

リモートのcertstore操作に使用されるサーバー
グループの名前。

Server Group Name
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PKI認定マップ

説明フィールド

スイッチの名前スイッチ

マッピングフィルタ処理の一意の名前。フィルタ名

CA証明書のサブジェクト名。Subject Name

AltNameEmailは別の一意のフィールドであ
り、認証に使用されるサブジェクト名の一部

です。

Alternate Name Email

UPNは別の一意のフィールドであり、認証に
使用されるサブジェクト名の一部です。

Alternate Name Universal Principal Name

PKI認定マップ -アプリケーション

説明フィールド

スイッチ名。スイッチ

証明書発行者の名前。Purpose / Issuer Name

指定された権限と発行者名で証明書に適用さ

れる最初のフィルタリングマップの名前。

Map Name 1

特定の権限と発行者名で証明書に適用される

2番目のフィルタリングマップの名前。
Map Name 2

PKI信頼ポイントの詳細

説明フィールド

キーペアの名前またはラベル。名前

ID証明書を格納するファイルの名前。これ
は、デバイスのファイルシステム内のファイ

ルの絶対パスを表す UNIXスタイルの「/」で
区切られた文字列です。まだアイデンティティ

証明書を取得していない場合、値は長さゼロ

の文字列になります。

IdCert FileName

アイデンティティ証明書のサブジェクト名。

証明書または証明書にサブジェクト名がない

場合、このオブジェクトの値は長さゼロの文

字列になります。

IdCert SubjName

アイデンティティ証明書のシリアル番号。証

明書がない場合、このオブジェクトの値は長

さゼロの文字列になります。

IdCert SerialNum
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説明フィールド

証明書の notBeforeフィールドに対応する、ID
証明書が有効になり始める時刻。証明書がな

い場合、このオブジェクトの値は長さゼロの

文字列になります。

IdCert StartDate

証明書の notAfterフィールドに対応する、ID
証明書の有効期間が終了する時刻。証明書が

ない場合、このオブジェクトの値は長さゼロ

の文字列になります。

IdCert EndDate

16進数文字列形式の ID証明書のMD5
fingerprint。証明書がない場合、このオブジェ
クトの値は長さゼロの文字列になります。

IdCert FingerPrint

発行者証明書を格納するファイルの名前。こ

れは、デバイスのファイルシステム内のファ

イルの絶対パスを表す UNIXスタイルの「/」
で区切られた文字列です。発行者証明書がま

だ取得されていない場合、このオブジェクト

の値は長さゼロの文字列になります。

IssuerCert FileName

発行者名（発行者証明書のサブジェクト名。

存在する場合、ID証明書の発行者名と同じに
なります）。証明書がない場合、値は長さゼ

ロの文字列になります。

IssuerCert SubjName

発行者証明書のシリアル番号。証明書がない

場合、値は長さゼロの文字列になります。

IssuerCert SerialNum

証明書のnotBeforeフィールドに対応する、発
行者証明書が有効になり始める時刻。証明書

がない場合、値は長さゼロの文字列になりま

す。

IssuerCert StartDate

証明書の notAfterフィールドに対応する、発
行者証明書の有効期間が終了する時刻。証明

書がない場合、値は長さゼロの文字列になり

ます。

IssuerCert EndDate

発行者の証明書のMD5フィンガープリント
（HEX文字列形式）。証明書がない場合、こ
のオブジェクトの値は長さゼロの文字列にな

ります。

IssuerCert FingerPrint
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IKEグローバル

説明フィール

ド

管理対象デバイスの IKEエンティティが、すべてのピアとともに、この概念的な
行に対応する DOIに使用する、キープアライブインターバルを秒単位で表示し
ます。

RemIdentity

管理対象デバイスの IKEエンティティがすべてのピアとともに、この概念的な行
に対応する DOIに使用するキープアライブのタイプを表示します。

キー

IKE事前共有認証キー

説明フィールド

この事前共有キーがローカルエンティティ上で設定されたピアのフェー

ズ 1 ID。
KeepAliveInterval
(sec)

この概念的な行に対応するピアの認証に使用される事前共有認証キー。IdentityType

IKEポリシー

説明フィールド

この ISAKMPポリシーエントリのプライオリ
ティ。小さい値を持つポリシーは、同じ DOI
内の高い値を持つポリシーよりも優先されま

す。

プライオリティ

この ISAKMPポリシー仕様によって指定され
た暗号化トランスフォーム。このポリシー項

目を使用するインターネット KeyExchange
（IKE）トンネル設定は、指定された暗号化ト
ランスフォームを使用して ISAKMPPDUを保
護します。

Encr

この ISAKMPポリシー仕様によって指定され
たハッシュトランスフォーム。このポリシー

項目を使用する IKEトンネル設定は、指定さ
れたハッシュトランスフォームを使用して

ISAKMP PDUを保護します。

ハッシュ

この ISAKMPポリシー仕様によって指定され
たピア認証方式。このポリシーエンティティ

を選択してピアとネゴシエートする場合、ロー

カルエンティティは、このオブジェクトによっ

て指定された方法でピアを認証します。

Auth
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説明フィールド

メインモードでの Diffie-Hellman交換に使用
されるOakleyグループを指定します。このポ
リシー項目を選択してメインモードを IKEピ
アとネゴシエートする場合、ローカルエンティ

ティは、このオブジェクトによって指定され

たグループを選択して、ピアとの

Diffie-Hellman交換を実行します。

DHGroup

このポリシー仕様を使用して生成された IKE
トンネルのライフタイムを秒単位で指定しま

す。

Lifetime (sec)

IKE発信側バージョン

説明フィールド

この概念的な行に対応するリモートピアのア

ドレス。このオブジェクトは、

cicIkeCfgInitiatorStatusの対応する値がアクティ
ブに等しい間は変更できません。

アドレス

cicIkeCfgInitiatorPAddrで指定されたリモート
ピアに接続するときに使用される IKEプロト
コルバージョン。このオブジェクトは、

cicIkeCfgInitiatorStatusの対応する値がアクティ
ブに等しい間は変更できません。

バージョン

IKEトンネル

説明フィールド

フェーズ 1トンネルのローカルエンドポイン
トのアドレス。

LocalAddress

フェーズ 1トンネルのリモートエンドポイン
トのアドレス。

RemoteAddresss

この概念的な行に対応する制御トンネルの

フェーズ 1ネゴシエーションで使用される認
証方式。

AuthMethod

このトンネルに適用するアクション。clearの
場合は、このトンネルがクリアされます。

re-keyの場合は、このトンネルに対してキー
の再生成が強制されます。このオブジェクト

の読み取り後に、値 noneが返されます。

アクション
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IPSECグローバル

説明フィールド

グローバルポリシーとして IPSECトンネルに
割り当てられたデフォルトライフタイム（秒

単位）（特定のクリプトマップ定義で上書き

される可能性がある）。

Lifetime (sec)

グローバルポリシーとして IPSECトンネルに
割り当てられたデフォルトライフサイズ

（KBytes）（ただし、特定のクリプトマップ
定義で上書きされる場合を除く）。

Lifesize (KB)

IPSECトランスフォームセット

説明フィールド

トランスフォームセットを一意に識別するト

ランスフォームセットのシーケンス番号です。

異なるトランスフォームセットは、異なるシー

ケンス番号を持つ必要があります。

Id

このトランスフォームセットのフェーズ 2セ
キュリティプロトコルのスイートを表します。

プロトコル

ESP暗号化に使用されるトランスフォームを
表します。

ESP暗号化

ESPプロトコルによる完全性チェックを実装
するために使用されるトランスフォームを表

します。

ESP認証

トランスフォームセットのカプセル化モード

を表します。

モード

IPSECクリプトマップセットエントリ

説明フィールド

このクリプトマップエントリを使用して保護

される IPプロトコルフィルタを指定します。
長さ 0のストリング値を持つ場合は、無効ま
たは適用不可です。

IpFilter
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説明フィールド

この CipsStaticCryptomapEntryのメンバである
cipsXformSetIdのリスト。このオブジェクトの
値は、0個以上の 4オクテットストリングを
連結したものです。各 4オクテットストリン
グは 1つの 32ビット cipsXformSetId値を含み
ます（ネットワークバイトオーダー）。長さ

0のストリング値は、このリストにメンバが含
まれないことを意味します。

TransformSetIdList

trueの場合は、トンネルの作成中、宛先アド
レスがピアアドレスであると見なされます。

AutoPeer

このクリプトマップエントリが現在接続され

ているピアの IPアドレス。
ピアアドレス（Peer Address）

このポリシー項目に起因してインスタンス化

されたトンネルで完全転送秘密（PFS）を使用
するかどうかを識別し、使用する場合は、

Oakleyのどのグループを使用するかを識別し
ます。

PFS

この IPSecポリシーエントリを使用して作成
された IPSecセキュリティアソシエーション
（SA）のライフタイムを指定します。

LifeTime

この IPSecポリシーエントリを使用して作成
された IPSec SAのライフサイズ（伝送される
可能性がある最大トラフィック（バイト数））

を識別します。この IPSecポリシーエントリ
を使用してセキュリティアソシエーション

（SA）が作成された場合は、このオブジェク
トの値をライフサイズとして取得します。

Lifesize Value

IPSECインターフェイス

説明フィールド

スタティッククリプトマップテーブルのイン

デックス。この文字列の値は、クリプトマッ

プセットを定義したときに NMSによって割
り当てられた名前の文字列です。

CryptomapName

クリプトマップに属するインターフェイス。InterfaceList
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IPSECトンネル

説明フィールド

IPSecフェーズ 2トンネルのローカルエンドポイントの IPアドレ
ス。

ローカルアドレス

（Local Address）

IPSecフェーズ 2トンネルのリモートエンドポイントの IPアドレス
のタイプ。

RemoteAdddress

IPSecフェーズ 2トンネルのアウトバウンドセキュリティアソシ
エーションによって使用される暗号化アルゴリズム。

ESP暗号化

ceipSecTunOutSaEncryptAlgoにより示されるアルゴリズムとともに
使用されるネゴシエーションキーのキーサイズ（ビット単位）。

DESおよび 3DESのキーサイズは、それぞれ 56および 168です。
AESの場合は、ネゴシエートされたキーサイズを示します。

ESP Encryption KeySize

IPSecフェーズ2トンネルにおけるインバウンドのカプセル化セキュ
リティペイロード（ESP）プロトコルのセキュリティアソシエー
ションによって使用される認証アルゴリズム。

ESP認証

IPSecフェーズ 2トンネルのネゴシエートされたライフサイズ（KB
単位）。

LifeSize (KB)

IPSecフェーズ 2トンネルのネゴシエートされたライフタイム（秒
単位）。トンネルを手動で設定した場合、このMIB要素の値は 0
となっている必要があります。

LifeTime (sec)

MIBテーブル行のステータス。アクション

IP ACLプロファイル

説明フィールド

固有の IPプロトコルフィルタプロファイル
識別子です。

名前

このオブジェクトは、このフィルタプロファ

イルの使用タイプを決定します。この使用タ

イプは、プロファイルの作成後には変更でき

ません。

タイプ

IP ACLインターフェイス

説明フィール

ド

固有の IPプロトコルフィルタプロファイル識別子です。ProfileName
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IPフィルタプロファイル

説明フィールド

denyに設定すると、このフィルタに一致する
すべてのフレームが廃棄され、フィルタリス

ト残りの部分のスキャンが中止されます。

permitに設定すると、後続のブリッジングま
たはルーティング処理に対して、このフィル

タに一致するすべてのフレームが許可されま

す。

操作

このフィルタプロトコル値は、フレーム内の

インターネットプロトコル番号と照合されま

す。これらの IP番号は、Network Working
Groupの Request for Comments（RFC）ドキュ
メントで定義されています。これを「-1」に
設定すると、フィルタリングで任意の IP番号
が一致します。

プロトコル

このフィルタで照合される送信元 IPアドレ
ス。0を設定すると、すべての送信元アドレス
が一致します。

アドレス

一致する必要がある SrcAddressビットに対す
るワイルドカードマスクです。このマスクの

0ビットは、照合に成功するために一致する必
要がある SrcAddressの対応するビットを示し
ます。1ビットは、照合に無関係のビットで
す。0を設定すると、SrcAddressと同じ送信元
アドレスの IPフレームだけが一致します。

マスク

プロトコルが UDPまたは TCPの場合は、照
合されるトランスポート層の送信元ポート範

囲の下限を指定します。それ以外の場合は、

照合中に無視されます。この値は、この

SrcPortHighのエントリに指定した値以下であ
る必要があります。

PortLow

プロトコルが UDPまたは TCPの場合は、照
合されるトランスポート層の送信元ポート範

囲の上限を指定します。それ以外の場合は、

照合中に無視されます。この値は、この

SrcPortLowのエントリに指定した値以上であ
る必要があります。この値が「0」の場合は、
照合中に UDPまたは TCPポート番号が無視
されます。

PortHigh

デバイスマネージャ

153

デバイスマネージャ

IPフィルタプロファイル



説明フィールド

このフィルタで照合される宛先 IPアドレス。
0を設定すると、すべての送信元アドレスが一
致します。

アドレス

一致させる必要があるDestAddressビットに対
するワイルドカードマスクです。このマスク

の 0ビットは、照合に成功するために一致す
る必要があるDestAddressの対応するビットを
示します。1ビットは、照合に無関係のビット
です。0を設定すると、SrcAddressと同じ送信
元アドレスの IPフレームだけが一致します。

マスク

プロトコルが UDPまたは TCPの場合は、照
合されるトランスポート層の宛先ポート範囲

の下限を指定します。それ以外の場合は、照

合中に無視されます。この値は、PortHighで
このエントリに指定した値以下である必要が

あります。

PortLow

プロトコルが UDPまたは TCPの場合は、照
合されるトランスポート層の宛先ポート範囲

の上限を指定します。それ以外の場合は、照

合中に無視されます。この値は、この

DestPortLowのエントリに指定した値以上であ
る必要があります。この値が「0」の場合は、
照合中に UDPまたは TCPポート番号が無視
されます。

PortHigh
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説明フィールド

各フレーム内の IPトラフィックの優先度パラ
メータは、特定のネットワークを通じてデー

タグラムを送信するときに、実際のサービス

パラメータの選択を案内するために使用され

ます。ほとんどのネットワークは、高い優先

度のトラフィックを他のトラフィックよりも

重要なものとして扱います。IP Precedence値
の範囲は「0」～「7」ですが、「7」が最も優
先度が高く、「0」が最も優先度が低くなりま
す。値「-1」は、任意の IPprecedenceのフレー
ムと一致することを意味します。つまり、こ

の値が「-1」の場合、IP precedenceパラメータ
はチェックされません。優先レベルは次のと

おりです。

• routine(0)：ルーティングトラフィックの
優先度

• priority(1)：プライオリティトラフィック
の優先度

• immediate(2)：即時トラフィックの優先度
• flash(3)：フラッシュトラフィックの優先
度

• flashOverride(4)：フラッシュオーバーラ
イドトラフィックの優先度

• critical(5)：クリティカルな優先度
• internet(6)：インターネットワーク制御ト
ラフィックの優先度

• network(7)：ネットワーク制御トラフィッ
クの優先度

優先順位

フレームのサービスタイプ（ToS）。TOS値
の範囲は「0」～「15」です。値「-1」は、任
意の TOS値と一致します。

TOS

このフィルタは、照合される ICMPメッセー
ジを指定します。この値を「-1」に設定する
と、フィルタリングで任意の ICMPメッセー
ジタイプが一致します。

ICMPType

このフィルタは、照合される ICMPメッセー
ジコードを指定します。この値を「-1」に設
定すると、フィルタリングで任意の ICMPコー
ドが一致します。

ICMPCode
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説明フィールド

このフィルタが trueの場合は、TCPプロトコ
ルで接続が確立されているときに、TCPデー
タグラムがACK、FIN、PSH、RST、SYN、ま
たはURGのコントロールビットセットを持っ
ていると一致と見なされます。falseの場合は、
任意の TCPデータグラムで一致と見なされま
す。

TCPEstablished

フィルタリングサブシステムによってフィル

タリングされたフレームが記録されるかどう

かを指定します。trueの場合は、すべてのフ
レームが記録されます。falseの場合は、いず
れのフレームも記録されません。

LogEnabled

SSH/Telnet

説明フィールド

チェックボックスをオンにして SSHまたは Telnetを有効にします。Enable
SSH/Telnet

キーの生成に使用するビット数。これは、SSHによって生成されるキー文
字列の長さを決定します。

NumBits

生成される SSHキー文字列。キー

キーが最後に作成された時刻。LastCreationTime

デバイスで Secure Shell（SSH）サービスを有効または無効にします。有効

ポートセキュリティのアクション

説明フィールド

アクティベーション
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説明フィールド

• activate -この VSAN/VLAN上の有効な
ポートバインディングがアクティブにな

ります。

• activate（Turn LearningOff）-この
VSAN/VLAN上の有効なポートバイン
ディングがアクティブになり、アクティ

ブデータベースにコピーされます。ま

た、アクティブ化が完了すると、この

VSAN/VLANの自動学習がオフになりま
す。

• force activate -アクティベーション中にエ
ラーが発生した場合でも強制的にアクティ

ベーションが行われ、アクティブになっ

たポートバインディングがアクティブ

データベースにコピーされます。

• force activate（Turn Learning Off）-強制的
にアクティベーションが行われ、アクティ

ベーション後に自動学習がオフになりま

す。また、アクティブになったポートバ

インディングがアクティブデータベース

にコピーされます。

• deactivate -この VSAN/VLAN上で現在ア
クティブになっている有効なポートバイ

ンディング（ある場合）が非アクティブ

化されます。アクティブデータベースに

含まれていた現在アクティブなエントリ

（ある場合）は削除されます。

•自動学習がイネーブルになっている場合、
その VSAN上でのアクティベーションは
許可されません。

アクション

この VSAN/VLANのアクティベーションの状
態。trueの場合は、この VSAN/VLANに対す
る最新の操作として、アクティベーションが

試みられています。falseの場合は、この
VSAN/VLANに対する最新の操作として、ア
クティベーションが試みられていません。

有効

最新のアクティベーション/非アクティベーショ
ンの結果を示します。

結果
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説明フィールド

この VSAN/VLAN上の有効なポートバイン
ディングが最後にアクティブ化されたタイミ

ング。エージェントの前回の再初期化前に最

後のアクティベーションが行われている場合、

この値は N/Aになります。

最終変更日

イネーブルの場合、アクティブポートバイン

ディングデータベースがこのVSAN/VLANの
コンフィギュレーションデーベースにコピー

されます。学習済みエントリもコピーされま

す。

CopyActiveToConfig

そのすべてのポート上のローカルデバイスに

ログイン済みのデバイス/ポートの有効なポー
トバインディング設定の学習を支援し、前述

のアクティブデータベースを同じ内容を入力

します。一定期間にわたってローカルデバイ

スにログイン済みのデバイス/ポートの設定を
「学習」して、設定を入力するこのメカニズ

ムは、ユーザーにとって便利なメカニズムで

す。特定の VSANでイネーブルになっている
場合、その VSANに対する後続のすべてのロ
グイン（FLOGI）は、その VSAN上で実行さ
れている既存のポートバインディングと競合

しないならば、実行されたポートバインディ

ングデータベースに入力されます。ディセー

ブルの場合、学習メカニズムは停止します。

ただし、学習済みエントリはアクティブデー

タベースに保存されます。

AutoLearn

Clear AutoLearned

• VSANをクリアすると、この VSAN上の
ポートバインド自動学習済みエントリが

クリアされます。

•インターフェイスをクリアすると、この
VSAN上の指定されたインターフェイス
のポートバインド自動学習済みエントリ

がクリアされます。

アクション

ポートバインド自動学習済みエントリをクリ

アする必要があるインターフェイスを指定し

ます。

インターフェイス
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ポートセキュリティコンフィギュレーションデータベース

説明フィールド

指定したデバイスが FLOGIすることができ
る、ローカルデバイス上のポートのアドレス

を表します。

• fwwnの場合、値はローカルデバイス上の
ポートのファブリックWWNです。

• intfIndexの場合、ローカルデバイス上の
ポートはそのインターフェイスによって

表されます。

• wildCardの場合、ワイルドカードエント
リを表します。ワイルドカードは、ロー

カルデバイス上の任意のポートを表しま

す。

Interface or fWWN

スイッチポートを特定するためのメカニズム

です。

タイプ

ログインデバイスアドレスを表します。WWN

ポートセキュリティアクティブデータベース

説明フィールド

ローカルデバイス上のポートのアドレスです。Interface or fWWN

スイッチポートを識別するメカニズム ==
fwwn：ローカルスイッチポートはファブリッ
クWWN（fWWN）で識別されます。==
intfIndex：ローカルスイッチポートは intfIndex
で識別されます。== wildCard：ワイルドカー
ド（ローカルデバイス上の任意のスイッチ

ポート）。

タイプ

ログインデバイスアドレスを表します。WWN

このエントリが学習済みエントリかどうかを

示します。

IsLearnt
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ポートセキュリティデータベースの相違点

説明フィールド

比較するデータベースを指定します。

• configDb -構成データベースをこの
VSAN/VLAN上のアクティブデータベー
スと比較します。そのため、アクティブ

データベースがリファレンスデータベー

スとなり、差演算の結果はアクティブ

データベースに対するものになります。

• activeDb -アクティブデータベースをこの
VSAN/VLAN上の構成データベースと比
較します。そのため、コンフィギュレー

ションデータベースがリファレンスデー

タベースとなり、差演算の結果はコンフィ

ギュレーションデータベースに対するも

のになります。

CompareWith

比較対象の VSANの IDです。VSANId

ローカルデバイス上のポートのアドレスです。Interface/fWWN

スイッチポートを特定するためのメカニズム

です。

• fwwn -ローカルスイッチポートはファブ
リックWWN（fWWN）で識別されます。

• intfIndex -ローカルスイッチポートは
ifIndexで識別されます。

• wildCard -ワイルドカード（ローカルデ
バイス上の任意のスイッチポート）。

タイプ

ログインデバイスアドレスを表します。WWN

このエントリに関する、比較しているデータ

ベース間の相違点の理由を示します。

Reason

ポートセキュリティ違反

説明フィールド

ログインが拒否されたローカルデバイス上のポートの fWWNです。インターフェイ

ス

ローカルデバイスのポートのいずれかで FLOGIが拒否されたデバイスの
pWWNです。

エンドデバイス
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説明フィールド

ローカルデバイスのポートのいずれかでエントリが拒否されたデバイスの

sWWNです（デバイスがスイッチの場合）。
Or Switch

ログインが拒否された時刻です。時間

この特定のpWWN/nWWNまたは sWWNが、この特定のローカルインター
フェイスでログインを拒否された回数です。

応答数

ポートセキュリティ統計情報

説明フィールド

この VSAN/VLANで許可された FLOGI要求の数です。AllowedLogins

この VSAN/VLANで拒否された FLOGI要求の数です。DeniedLogins

Clearに設定すると、この VSAN/VLAN上のポートバインド統計情報カウンタ
がクリアされます。

クリア

IPsec

説明フィールド

管理対象エンティティのインターフェイスへ、

クリプトマップセットのバインディングを設

定します。

[Interface]、[CryptomapName]

イベント

Call Home一般

説明フィールド

このスイッチの連絡先担当者。この担当者への連絡方法に関する情報も

含む。

連絡先

連絡先担当者の電話番号。電話番号は、「+」で始まり、空白と「-」以
外はすべて数字にする必要があります。+442083329091、+4544886556、
+81-46-215-4678、+1-650-327-2600などの電話番号が有効です。

PhoneNumber

連絡先担当者の電子メールアドレス。raj@helpme.com、bob@service.com、
mtom@abc.caview.ca.usなどの電子メールアドレスが有効です。

EmailAddress

このスイッチの送付先住所です。StreetAddress

お客様を識別するための任意の適切な形式の文字列です。CustomerId
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説明フィールド

お客様とサポートパートナーの間のサポート契約を識別するための任意

の適切な形式の文字列です。

ContractId

このデバイスのロケーション IDです。SiteId

デバイスのサービスプライオリティです。これにより、デバイスにサー

ビスが提供される速さが決定されます。

DeviceServicePriority

ローカルデバイスで CallHomeインフラストラクチャを有効または無効
にします。

有効

Call Home宛先

説明フィールド

宛先プロファイルを識別する名前。プロファイル名、
ID

送信方式のタイプ。タイプ

この宛先プロファイルに関連付けられる電子メールアドレス。

raj@helpme.com、bob@service.com、mtom@abc.caview.ca.usなどになりま
す。

EmailAddress

この宛先プロファイルに関連付けられた HTTP URL。Http Url

Call Home電子メールセットアップ

説明フィールド

SMTPを使用して電子メールを送信する際に、[From]フィールドに使用さ
れる電子メールアドレス。raj@helpme.com、bob@service.com、
mtom@abc.caview.ca.usなどになります。

送信元

SMTPを使用して電子メールを送信する際に、[Reply-To]フィールドに使
用される電子メールアドレス。raj@helpme.com、bob@service.com、
mtom@abc.caview.ca.usなどになります。

返信先

IPアドレスタイプ（IPv4、IPv6、または DNS）。IPアドレスタイ
プ

SMTPサーバの名前または IPアドレス。Name or IP
Address

SMTPサーバの TCPポート。ポート
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Call Homeアラート

説明フィールド

[テスト（Test）]：Call Homeメッセージを送信

TestWithInventory -インベントリの詳細付きメッセージを送信します。

操作

最後の callhomeアクション呼び出しのステータス。ステータス

最後の callhomeテスト呼び出しの失敗原因。FailureCause

最後の CallHomeアラートが送信された時刻。LastTimeSent

送信された CallHomeアラートの数。NumberSent

定期的なソフトウェアインベントリ Call Homeメッセージを送信するための
タイムフレーム。

すべて

オンの場合、システムに実装されているメッセージスロットリングメカニズ

ムがイネーブルになり、一定のタイムフレーム内での特定のアラートタイプ

の callhomeメッセージの数が制限されます。最大は 2時間のタイムフレーム
内で 30件であり、それ以上のそのアラートタイプのメッセージは廃棄され
ます。

Throttling
Enable

オンの場合、システム上での定期的なソフトウェアインベントリ callhome
メッセージの送信がイネーブルになります。

有効

Call Home HTTPプロキシサーバ

説明フィールド

スイッチ名。マスター

HTTPプロキシサーバーアドレスの値で表されるHTTPプロキシサーバーの
タイプ。

アドレスタイ

プ

HTTPプロキシサーバーのアドレス。アドレス

HTTPプロキシサーバーのポート。ポート

HTTP経由で callhomeメッセージを送信するように構成された HTTPプロキ
シサーバーの使用を有効または無効にします。

有効

Call Home SMTPサーバ

説明フィールド

SMTPサーバの IPアドレス。[Address Type]、[Address]

SMTPサーバの TCPポート。ポート

優先値プライオリティ
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Call Homeユーザ定義コマンド

説明フィールド

callhomeアラートグループタイプのユーザー
定義コマンドを構成します。

User Defined Command

遅延トラップ

説明フィールド

遅延トラップを有効または無効にします。[有効（Enable）]

分単位の遅延時間（有効な値の範囲は1～60）遅延

Call Homeプロファイル

説明フィールド

XML、フルテキスト、またはショートテキス
ト。

MsgFormat

この宛先プロファイルで示される宛先に送信

可能な最大メッセージサイズ。

MaxMsgSize

しきい値レベル。宛先に送信されるアラート

メッセージのフィルタリングに使用されます。

設定されたしきい値レベルよりも低い重大度

のCallhomeアラートメッセージは送信されな
くなります。デフォルトのしきい値レベルは

デバッグ（1）です。この場合、すべてのア
ラートメッセージが送信されます。

MsgLevel

この宛先プロファイルに設定されているアラー

トグループのリスト。

AlertGroups

イベント宛先アドレス

説明フィールド

イベントを送信する IPアドレスとポート。Address/Port

このアドレスに送信されるメッセージを生成する際に使用さ

れる SNMPパラメータ。
[セキュリティ名（Security
Name）]

このエントリを使用して SNMPメッセージを生成する際に使
用されます。

セキュリティモデル

• Trap：未確認応答イベント
• Inform：確認応答イベント

Inform Type
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説明フィールド

アドレスと通信するためのこの予想最大往復時間。Inform Timeout

生成したメッセージに対する応答が受信されない場合に行わ

れる再試行の回数。

RetryCount

• Active -ポートはアクティブです。
• NotInService -ポートはサービス停止中です。

ステータス

イベント宛先セキュリティ（詳細）

説明フィールド

このエントリを使用して SNMPメッセージを
生成する際に使用されるメッセージ処理モデ

ル。

MPModel

このエントリを使用して SNMPメッセージを
生成する際に使用されるセキュリティモデル。

SecurityModel

このエントリを使用して SNMPメッセージが
生成される対象者を識別します。

SecurityName

このエントリを使用して SNMPメッセージを
生成する際に使用されるセキュリティレベル。

SecurityLevel

イベントフィルタ一般

説明フィールド

ローカルスイッチがVSAN上のインターフェ
イスでネイバーの状態（FSPFネイバー有限状
態マシンの状態）の変化を検出したときに通

知を発行するかどうかを指定します。

FSPF - Nbr State Changes

ローカルスイッチが VSAN上での
ReConfigureFabric（RCF）の送受信時に通知を
発行するかどうかを指定します。

Domain Mgr - ReConfig Fabrics

ゾーンサーバーが拒否時に通知を発行するか

どうかを指定します。

Zone Server - Request Rejects

ゾーンサーバがマージ失敗時に通知を発行す

るかどうかを指定します。

Zone Server - Merge Failures

ゾーンサーバがマージ成功時に通知を発行す

るかどうかを指定します。

Zone Server - Merge Successes

伝播ポリシーが変化した場合にゾーンサーバ

が通知を発行するかどうかを指定します。

Zone Server - Default Zone Behavior Change
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説明フィールド

ゾーンサーバがunsuppモードの変化時に通知
を発行するかどうかを指定します。

Zone Server - Unsupp Mode

ファブリックコンフィギュレーションサーバ

が拒否時に通知を発行するかどうかを指定し

ます。

FabricConfigServer - Request Rejects

SW_RSCN要求が拒否されるときに RSCNモ
ジュールが通知を生成するかどうかを指定し

ます。

RSCN - ILS Request Rejects

SW_RSCN要求が拒否されるときに RSCNモ
ジュールが通知を生成するかどうかを指定し

ます。

RSCN - ILS RxRequest Rejects

SCRまたは RSCN要求が拒否されるときに
RSCNモジュールが通知を生成するかどうか
を指定します。

RSCN - ELS Request Rejects

false値の場合、このシステムによって現場交
換可能ユニット（FRU）の通知は生成されま
せん。

FRU Changes

SNMPエンティティが authenticationFailureト
ラップの生成を許可されているかどうかを示

します。

SNMP - Community Auth Failure

VRRP対応ルータがこのMIBに定義されてい
るイベントに対して SNMPトラップを生成す
るかどうかを示します。

VRRP

登録要求が拒否されるときに FDMIが通知を
生成するかどうかを指定します。

FDMI

システムが通知を生成するかどうかを示しま

す。

ライセンスマネージャ

ポート/ファブリックセキュリティの問題が発
生したときにシステムが通知を生成するかど

うかを指定します。

Port/Fabric Security

エージェントが通知を生成するかどうかを指

定します。

FCC

オンの場合、要求が拒否されたときにネーム

サーバーが通知を生成します。オフの場合、

通知は生成されません。

ネームサーバ
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イベントフィルタインターフェイス

説明フィールド

このインターフェイスに対して

linkUp/linkDownトラップが生成されるかどう
かを示します。

EnableLinkTrap

イベントフィルタ制御

説明フィール

ド

制御される通知を表します。変数

通知に関する説明。説明

オンにすると、コントロールの通知がイネーブルになります。コントロールのス

テータスを表示します。

有効

[説明（Descr）]列は、CiscoNX-OSRelease 5.0以降が動作しているスイッチ上でのみ表示
されます。

（注）

リンクインシデント履歴

説明フィールド

ホストのローカル時間。Host Time

スイッチのローカル時間。Switch Time

リンクインシデントのポート番号。ポート

指定されたポートのファイバチャネルインターフェイス。インターフェイ

ス

発生したインシデントのタイプ。Link Incident
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RMONしきい値制御

説明フィールド

trueの場合、RMONアラーム機能はイネーブ
ルになります。RMON機能をディセーブルに
すると、RMONアラームに関連したポーリン
グはすべて停止されます。これは、RMONの
CPU使用率が悪影響を及ぼすことがないよう
にするために、RMONアラーム機能を一時的
にディセーブルにする場合にのみ使用します。

この機能を永続的にディセーブルにする場合

は、alarmTable内のすべてのエントリを削除
することが推奨されます。

AlarmEnable

alarmTableの最大許容エントリ数。MaxAlarms

RMONしきい値 64ビットアラーム

説明フィールド

データを上昇しきい値および下限しきい値と

比較するためのデータのサンプリング間隔の

秒数。deltaValueサンプリングの場合、この変
数を設定する際に注意が必要です。サンプリ

ングされた変数が 1つのサンプリング間隔に
おいて 2^31 - 1を上回る幅で増減することが
ないように、間隔を十分短く設定する必要が

あります。

間隔

サンプリングされる変数です。INTEGER
（INTEGER、Integer32、Counter32、
Counter64、Gauge、または TimeTicks）の
ASN.1プリミティブ型になる変数のみがサン
プリングされます。

変数

選択された変数のサンプリング方式、および

しきい値と比較される値の計算方式。この値

が absoluteValueの場合、選択された変数の値
は、サンプリング間隔の終了時にしきい値と

直接比較されます。この値が deltaValueの場
合、選択された変数の直前のサンプリング値

が現在の値から減算され、その差がしきい値

と比較されます。

SampleType
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説明フィールド

最後のサンプリング期間の統計値。たとえば、

サンプルタイプが deltaValueの場合、この値
は、その期間の開始時のサンプルと終了時の

サンプルの差となります。サンプルタイプが

absoluteValueの場合、この値は、その期間の
終了時にサンプリングされた値になります。

この値が、上昇しきい値および下限しきい値

と比較されます。現在のサンプリング期間の

値は、その期間が完了すると使用可能になり、

次の期間が完了するまで使用できます。

値

このエントリが初めて有効に設定されたとき

に送信されるアラーム。

StartupAlarm

サンプリングされた統計値に対するしきい値。

現在のサンプリング値がこのしきい値以上で、

最後のサンプリング期間の値がこのしきい値

未満であった場合、単一のイベントが生成さ

れます。

上昇しきい値

上昇しきい値を超えたときに使用される

eventEntryの ID。
Rising EventId

サンプリングされた統計値に対するしきい値。

現在のサンプリング値がこのしきい値以下で、

最後のサンプリング期間の値がこのしきい値

を超えた場合、単一のイベントが生成されま

す。

下降しきい値

下限しきい値を下回ったときに使用される

eventEntryの ID。このインデックスの値で識
別される eventEntryは、そのインデックスと
同じ値の eventIndexで識別されるものと同じ
です。eventTable内に対応するエントリがない
場合、関連付けは存在しません。特に、この

値がN/Aの場合、N/Aは有効なイベントイン
デックスではないので、関連するイベントが

生成されることはありません。

Falling EventId

アラーム変数がポーリングされ（アクティブ

状態）、応答が受信されなかった回数。

FailedAttempts

このエントリを設定したユーザの ID。オーナー

デバイスマネージャ

169

デバイスマネージャ

RMONしきい値 64ビットアラーム



RMONしきい値 32ビットアラーム

説明フィールド

データを上昇しきい値および下限しきい値と

比較するためのデータのサンプリング間隔の

秒数。deltaValueサンプリングの場合、この変
数を設定する際に注意が必要です。サンプリ

ングされた変数が 1つのサンプリング間隔に
おいて 2^31 - 1を上回る幅で増減することが
ないように、間隔を十分短く設定する必要が

あります。

間隔

サンプリングされる変数です。INTEGER
（INTEGER、Integer32、Counter32、
Counter64、Gauge、または TimeTicks）の
ASN.1プリミティブ型になる変数のみがサン
プリングされます。

変数

選択された変数のサンプリング方式、および

しきい値と比較される値の計算方式。

SampleType

最後のサンプリング期間の統計値。値

このエントリが初めて有効に設定されたとき

に送信されるアラーム。

StartupAlarm

サンプリングされた統計値に対するしきい値。

現在のサンプリング値がこのしきい値以上で、

最後のサンプリング期間の値がこのしきい値

未満であった場合、単一のイベントが生成さ

れます。

上昇しきい値

上昇しきい値を超えたときに使用される

eventEntryの ID。
Rising EventId

サンプリングされた統計値に対するしきい値。

現在のサンプリング値がこのしきい値以下で、

最後のサンプリング期間の値がこのしきい値

を超えた場合、単一のイベントが生成されま

す。

下降しきい値

下限しきい値を下回ったときに使用される

eventEntryの ID。
Falling EventId

アラーム変数がポーリングされ（アクティブ

状態）、応答が受信されなかった回数。

FailedAttempts

このエントリを設定したユーザの ID。オーナー

デバイスマネージャ

170

デバイスマネージャ

RMONしきい値 32ビットアラーム



RMONしきい値イベント

説明フィールド

このイベントエントリを説明しているコメント。説明

プローブがこのイベントに関して行う通知のタイプ。ログの場合、イベントご

とにエントリがログテーブルに作成されます。SNMPトラップの場合、SNMP
トラップが 1つ以上の管理ステーションに送信されます。

タイプ

コミュニティストリング。コミュニ

ティ

このイベントエントリによりイベントが最後に送信された時刻。このエントリ

がイベントを 1つも生成していない場合、この値は N/Aになります。
LastTimeSent

このエントリを設定したエンティティ。このエントリに割り当てられたリソー

スを使用します。

オーナー

RMONしきい値ログ

説明フィールド

このログエントリが作成された時刻。時間

このログエントリをアクティブにしたイベントの説明。[説明
（Description）]

管理者

設定のコピー

説明フィールド

コピー元のファイルのタイプを指定します。送信元

コピー先のファイルのタイプを指定します。送信先

構成ファイルのコピー元（またはコピー先）のサーバーの IPアドレス。ServerAddress

ファイルのファイル名（該当する場合はパスを含む）。ファイル名

コピーに使用されるプロトコル。プロトコル

リモートユーザー名。UserName

リモートユーザーのパスワードUserPassword

この構成コピー要求の状態を指定します。このオブジェクトの値は、行がイン

スタンス化された後にのみインスタンス化されます。たとえば、

CopyEntryRowStatusがアクティブになった後です。

CopyState
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説明フィールド

config-copy操作が失敗した理由。このオブジェクトは、このエントリのCopyState
が失敗状態になった場合にのみインスタンス化されます。

CopyFailCause

フラッシュファイル

説明フィール

ド

ファイル内でコピーしているユーザーが指定したフラッシュファイル名。名前

ファイルのサイズ（バイト単位）。このサイズには、ファイルシステムのファイ

ルヘッダーのサイズが含まれていないことに注意してください。

Size (B)

ファイルの最終変更日時。変更日

コンパクトフラッシュ

説明フィールド

デバイスの名前。デバイス

パーティションを参照するために使用されるフラッシュパーティ

ション名。

パーティション

（Partition）

パーティションのサイズ。サイズ

ライセンス機能

説明フィールド

ローカルシステムに、この機能のライセンスを含む 1つ以上のインストール
済みライセンスファイルがない場合、この機能の不足している使用ライセン

スの数を示します。通常の状態では、値は 0です。

欠落

demo、permanent、counted、unlicensed、inGracePeriodライセンスの組み合わ
せ。

Installed Type

このライセンス機能の最大同時使用数。これは、この機能のライセンス情報を

含む、インストールされているすべてのライセンスファイルから取得した、

この機能の累積ライセンス使用可能数です。

Installed Count

このライセンスされた機能の現在の使用数を表します。ステータス

ライセンスされた機能の有効期限です。ExpiryDate

この機能の残りの猶予期間を表します（日/秒）。猶予期間は、ライセンスの
ない機能またはライセンスの期限が切れた機能の、実行が許可される時間です

（秒単位）。

GracePeriod

エラー（存在する場合）。エラー
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説明フィールド

デフォルトで含まれるこのライセンス機能の最大同時使用数。DefaultLicenses

ライセンスマネージャキー

説明フィールド

ライセンスファイルの内容が最後に変更された時刻を表します。LastModified

インストールされたライセンスファイル名を指定します。機能

ライセンスファイルのバージョン番号。バージョン

• permanent -永久ライセンスを示します。タイプ

• uncounted -この機能のカウントされないライセンス数を指定しま
した。

• counted -このライセンス機能の同時使用の最大数を示します。

応答数

ライセンスマネージャのインストール

説明フィールド

ローカルシステムのライセンスホスト IDが
含まれます。このシステムのライセンスを要

求するときに、ローカルシステムを識別する

ために使用されます。

ホストID

インストール用にライセンスファイルが選択

されるローカルシステム上の保存場所を表し

ます。CISCO-CCOまたはその他の方法（CLI
など）で入手したライセンスファイルを、こ

の場所にコピーしておく必要があります。た

とえば、値は「bootflash:licfile1」のようにな
ります。これは、「インストール」する前に

有効な値に設定する必要があります。アンイ

ンストール操作の場合、値は関係ありません。

URI

ライセンスファイルのインストールに使用す

る名前、またはアンインストールするライセ

ンスファイルの名前を表します。

Target Filename
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ステータス
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ライセンスのインストール/アンインストール
操作のステータス。

• success (1)：インストール/アンインストー
ル操作が正常に完了しました。InProgress
(2) -ライセンスのインストール/アンイン
ストール操作が進行中です。

• corruptedLicenseFile (3) -ライセンスファ
イルの内容が無効/破損しています。

• targetLicenseFileAlreadyExist (4) -ターゲッ
トライセンスファイル名がすでに存在し

ています。

• invalidLicenseFileName (5) -ライセンス
ファイルが存在しません。

• duplicateLicense (6) -ライセンスファイル
は既にインストールされています。

• licenseInUse (7) -使用中のライセンスファ
イルをアンインストールできません。

• generalLicensingFailure (8) - LicenseManager
からの一般的なエラーです。

• none (9) -インストール/アンインストール
操作は実行されません。

• licenseExpiryConflict(10) -機能に対応し
た、有効期限の異なるライセンスが存在

しています。

• invalidLicenseCount(11) -機能に対応した、
ライセンス数が無効です。

• notThisHost (12) -ライセンスファイルの
ライセンスホスト IDが一致しません。

• licenseInGraceMore(13) -猶予期間内のライ
センス数がインストールライセンスファ

イル内の値を超えています。

• licenseFileNotFound(14) -インストール、
アンインストール、または更新処理用の

ライセンスファイルが見つかりません。

• licenseFileMissing (15) -インストール済み
ライセンスファイルがないことがわかり

ました。

• licenseFileMissing (15) -インストール済み
ライセンスファイルがないことがわかり

ました。

• invalidLicenseFileExtension (16) -ライセン
スファイルに .lic拡張子がありません。

• invalidURI (17) -インストール処理で指定
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したライセンスファイル URIが無効で
す。

• noDemoLicenseSupport (18) -デモライセン
スはサポートされていません。

• invalidPlatform (19) -無効なプラットフォー
ム

ライセンスマネージャの使用状況

説明フィールド

機能をチェックアウトしたアプリケーションの名前を示します。名前

機能をチェックアウトしたアプリケーション。アプリケーショ

ン

ポートライセンス

説明フィール

ド

ローカルシステムのライセンスホスト IDを表示します。ライセンスを要求する
ときに、ローカルシステムを識別するために使用されます。

Id

このライセンスの最大同時使用数。最大

このライセンスされた機能の現在の使用数を表します。使用済み

機能セット

説明フィールド

機能制御セットの名前。名前

機能の現在の運用状況です。OpStatus

機能セットに対して実行されるアクション。アクション

機能に対してトリガーされるアクション。LastCommand

機能セットに適用された最後のアクションの結果。結果

[機能制御（Feature Control）]

説明フィールド

機能の名前。機能名

機能の現在の運用状況。ステータス

機能を有効または無効にします。アクション
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説明フィールド

機能の最後のアクションの結果。LastCommand

機能に対してトリガーされた最後のアクションの実行が失敗した理由の説明。結果

NTPサーバ

説明フィールド

ピアの IPアドレスタイプ（IPv4または
IPv6）。

IPアドレスタイプ

ピアの名前または IPアドレス。Name or IP Address

NTPサーバーのアソシエーションモード。値
は次のようにコーディングされます。

ピア：このモードで動作しているホストは、

ピアの到達可能性の状態や階層に関係なく、

定期的にメッセージを送信します。このモー

ドで動作することにより、ホスト（通常は

LANワークステーション）は、ピアに基づい
て同期される用意があることを通知しますが、

ピアを同期させることはありません。

サーバー：このタイプの関連付けは、通常、

クライアント要求メッセージの到着時に作成

され、その要求に応答するためにのみ存在し

ます。その後、関連付けは解消されます。こ

のモードで動作することにより、ホスト（通

常は LANタイムサーバー）は、ピアを同期
させる用意があることを通知しますが、ピア

に基づいて同期されることはありません。

モード

このピアが他のピアよりも優先されるかどう

かを指定します。デフォルトでは、NTPは、
ローカルシステム上にあるピアで、時刻を同

期するものを選択します。trueの場合、NTP
は、対応するピアを時刻の同期相手として選

択します。複数のエントリが trueの場合、NTP
は最初に設定するエントリを選択します。

優先（Preferred）
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NTP全般

説明フィールド

NTP時間スケールへのうるう秒の挿入が間近
に迫っていることを示す、2ビットコードの
警告です。

LEAP

同期サブネットの起点にあるプライマリリファ

レンスソースへのラウンドトリップ遅延（秒

単位）を示す符号付き固定小数点数。

RootDelay

同期サブネットの起点にあるプライマリリファ

レンスソースとの最大誤差（秒単位）。

RootDispersion

実行中のプロセス

説明フィールド

このプロセスに関連付けられた名前。名前が

32文字を超える場合、最初の31文字に切り捨
てられ、最後の文字として「*」が追加されま
す。これにより、プロセス名が切り捨てられ

ていることを示します。

名前

このプロセスがシステムから動的に割り当て

られているすべてのメモリの合計。これには、

すでにシステムに返されたメモリが含まれて

いる場合があります。

MemAllocated (B)

プロセスが使用した CPU時間（ミリ秒）CPU Time (us)

起動時/実行構成の表示

説明フィールド

スイッチの起動時構成を、指定されたファイ

ル名で別のコンピュータにバックアップしま

す。

新興企業

スイッチの実行構成を、指定されたファイル

名で別のコンピュータにバックアップします。

Running

タイムアウトする前に TCP接続の確立を待機
する時間の値（秒単位）。有効な値は1～120
です。タイムアウトが発生すると、バックアッ

プアクションは中止されます。

TCPタイムアウト

バックアップの詳細が保存されるファイルの

名前を指定します。

ファイル名
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説明フィールド

[ファイルを圧縮（Compress File）]チェック
ボックスをオンにして、バックアップログ

ファイルを圧縮します。

ファイルの圧縮

EPLDのバージョンの表示

説明フィールド

イメージの URI。イメージ
URI

URIで指定されたイメージのバージョン。結果

フラッシュファイルのコピー

説明フィールド

ファイル転送の方向を指定します。方向

コピーに使用するプロトコル。プロトコル

使用するサーバーアドレス。ServerAddress

FTP、SFTP、および SCPプロトコルのリモー
トユーザー名。

RemoteUserName

FTP、SFTP、または SCPで使用されるリモー
トユーザーのパスワード。

RemotePassword

コピーコマンドのタイプに応じて、フラッシュ

またはサーバー上のサーバーファイル名。必

須。フラッシュからコピーする場合：ファイ

ル名は [device>:][:]の形式で指定する必要があ
ります。FlashDeviceNameから取得した値、
FlashPartitionNameから取得した値、フラッシュ
内のファイル名を使用します。xFTPプロトコ
ルを使用してファイルをコピーする場合、サー

バーファイルの場所は xFTPルートパスから
の相対パスで指定しなければならないことが

あります。

注必要に応じて、ファイルパスを手動で変更

する必要がある場合があります。

Server File
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説明フィールド

スイッチのファイル名。フラッシュにコピー

する場合：ファイル名は {device>:][:]の形式で
指定する必要があります。FlashDeviceNameか
ら取得した値、FlashPartitionNameから取得し
た値、および埋め込まれたコロン文字のない

任意の文字列を使用します。

スイッチファイル（Switch File）

TAC Pacファイルの生成

Tac-Pacは .zip形式のファイルとしてダウンロードできます。

説明フィールド

プロトコル

タイムアウトする前に TCP接続の確立を待機する
値（分単位）。有効値は 1～ 60です。タイムアウ
トは、バックアップアクションの打ち切りを導きま

す。

TCPタイムアウト

インターフェイスのタイプを選択します。次のオプ

ションを使用できます。

•デフォルト

• vrf management

• vrf default

管理インターフェイス

使用するサーバーアドレス。ServerAddress

リモートユーザー名。UserName

リモートユーザーのパスワードUserPassword

show tech support informationがキャプチャされるファ
イルの名前。

ファイル名

技術サポートの表示

説明フィールド

タイムアウトまでに CLIを待機する秒数。TCPタイムアウ
ト

show tech support informationがキャプチャされるファイルの名前。ファイル名

テキストファイルを ZIPファイルに圧縮するには、チェックボックスをオ
ンにします。

ファイルの圧縮
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イメージのバージョンの表示

説明フィール

ド

イメージの URL。画像 URL

指定されたURLにあるイメージのバージョン。結果

オンボードログの表示（Show Onboard Log）

説明フィールド

ログのフィルタ条件

シャーシに挿入されているカードのスロット

番号。

モジュール番号

開始日時を指定します。開始日

終了日時を指定します。終了日

オンボードログ出力表示をファイルにキャプチャ

ドロップダウンリストからタイムアウト間隔

を指定します。

TCPタイムアウト

ログファイルの名前。ファイル名

ログファイルを圧縮するには、[ファイルの圧
縮（Compress File）]チェックボックスをオン
にします。

ファイルの圧縮

一覧ビュー

説明フィールド

ネットワークマネージャによって指定された

インターフェイスのエイリアス名。ポートチャ

ネルとFCIPの場合、このフィールドは、メン
バーが使用可能な場合は常にメンバーを表示

します。FCIPの場合、圧縮されていれば、こ
のフィールドには compressと表示されます。

説明

VSANメンバーシップ。VSAN(s)

ポートの動作モード>（凡例を参照）。モード
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説明フィールド

アタッチされたポート。これは、ホスト、ス

トレージ、またはスイッチポートである可能

性があります。

デバイスマネージャは、一度に 1つ
のスイッチを接続して管理します。

NPVスイッチ接続情報を持つスイッ
チがコアスイッチに保存されてお

り、NPVスイッチを表示するように
選択した場合、[接続先情報
（Connected To）]は表示されませ
ん。

（注）

接続先

最大帯域幅（Gbps）スピード

次のいずれかが必要です。

使用率 %

バイト数

フレーム数

平均フレームサイズ

Rx

次のいずれかが必要です。

使用率 %

バイト数

フレーム数

平均フレームサイズ

Tx

インターフェイス上の Rxおよび Txエラーの
総数。Rxエラーのタイプには、CRCエラー、
フレームの分断化、サポートされていないク

ラスフレーム、Runtフレーム、Jabberフレー
ム、ジャイアントフレームなどがあります。

Txエラーのタイプは一般に CRCエラーです
が、発生するのはまれです。[エラー（Errors）]
フィールドが空でない場合は、Rxエラーが発
生している可能性があります。エラーカウン

トの詳細な内訳については、適切なインター

フェイスの [モニタ（Monitor）]ダイアログ
ボックスを確認してください。

エラー
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説明フィールド

インターフェイスでの Rxと Txの破棄の合計
数。Rxフレームの破棄は、通常、プロトコル
エラーが原因です。まれに、ハードウェアエ

ラーなしでフレームが受信されたにもかかわ

らず、MACアドレスに設定されているフィル
タリングルールの不一致により、フレームが

破棄されることがあります。Txフレームが破
棄された場合には、タイムアウトフレーム破

棄（ポートがオフラインまたはアップしてい

ない）か、スーパーバイザに返送されなかっ

たタイムアウトフレーム（クラス F/2フレー
ム）の可能性があります。[破棄（Discards）]
フィールドが空でない場合は、タイムアウト

フレームが原因である可能性があります。

破棄

オンにすると、ポーリング間隔ごとにレコー

ドをメッセージログに書き込みます。

ログ

RLIR ERL

説明フィールド

ポートの VSAN識別子。Vsan ID

サブスクライブしている Nx_Portのファイバ
チャネル識別子。

FC ID

Nx_PortがRLIRELSを受信するデバイスタイ
プ。

フォーマット

サブスクライバの登録タイプ。

• ConditionalRx：VSAN上の ERLからの他
の受信者が選択されていない場合にのみ、

Nx_Portはリンクインシデントレコード
の受信者になります。

• AlwaysRx：Nx_Portは、常にリンクイン
シデントレコードの受信者として選択さ

れます。

RegType

優先ホスト

説明フィール

ド

ポートの VSAN識別子。Vsan ID
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サブスクライブするNx_Portの優先ファイバチャネル識別子。PreFcid

優先経路（Preferred Path）

説明フィールド

一致した、または分類されたフレームが転送されるローカルデバイス上

のインターフェイスを表します。

インターフェイス

この FCルートマップのVSAN ID。この FCルートマップ内のルートを
識別する任意の整数値。優先レベル。優先パスのメトリックまたはコス

トを示します。数値が低いほど優先度が高くなります。

VSAN Id

DestinationDomain

フロー分類のソースアドレスと一致させる必要がある FC ID。FCID

[説明
（Description）]

プライマリ ISL

セカンダリ ISL

Edit iSCSI Advertised Interfaces

説明フィールド

iSCSIターゲットの数。Num

ターゲットをアドバタイズするインターフェ

イス。

インターフェイス

DNS全般

説明フィールド

DNS構成を有効または無効にします。[有効（Enable）]

DNSサーバーが有効になっているドメインの
名前。

ドメイン名

DNSサーバ（DNS Servers）

説明フィールド

DNSサーバーの IPアドレス。[IPアドレス（IP
Address）]
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Cisco Fabric Services（CFS）の機能

説明フィールド

このチェックボックスをオンにすると、この

スイッチ上の CFSは機能の設定を他のスイッ
チに配信できるようになります。このチェッ

クボックスをオフにすると、CFSは他のスイッ
チに設定を配信できなくなります。

Globally Enabled

CFS対応機能の名前。機能

CFS対応機能のステータス。ステータス

機能に対してトリガーされるアクション。ア

クションには次のものがあります。

• noop -操作なし。
• enable -スイッチでのCFS配信を有効にし
ます。

• disable -スイッチでの CFS配信を無効に
します。

• commit -セッション開始以降に行われた
変更をコミットします。

• abort -行われた変更を破棄し、セッショ
ンを閉じます。

• clear -行われた変更を破棄しますが、セッ
ションは閉じません。

コマンド

使用された最後のCFS機能スコープタイプ。タイプ

この機能が動作中の VSANの ID。VSAN Id

この CFS対応機能がマッピングされている配
信リージョン ID。このリージョンは、その使
用よりも前に定義される必要があります。

RegionId

変更が実行と保留のいずれであるかを決定し

ます。保留コンフィギュレーションは、その

機能に対してコミットまたは中断のアクショ

ンがトリガーされるまで存在します。この値

が [running]の場合、この機能の後続のすべて
の設定取得は、ローカルデバイス上の実行コ

ンフィギュレーションから行われます。この

値が [pending]の場合、この機能の後続のすべ
ての設定取得は、ローカルデバイス上の保留

コンフィギュレーションから行われます。

View Config Changes As

この機能に対して実行された最後のアクショ

ン。

LastCommand
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説明フィールド

CFS対応機能に対して実行されたアクション
の結果。

結果

このオブジェクトの値は、CFSインフラスト
ラクチャに登録されている CFS対応機能の属
性を表します。

• fcFabric -機能の CFSベースの配信が FC
（ファイバチャネル）ファブリック全体

にわたることを示します。

• ipNetwork -機能の CFSベースの配信が IP
ネットワーク全体にわたることを示しま

す。

• vsanScope -機能の CFSベースの配信が
VSAN単位で行われ、FC（ファイバチャ
ネル）ファブリック内の特定の VSANに
制限されることを示します。

範囲

機能に対する保留コンフィギュレーションが

存在する、ファブリック内のデバイスのアド

レス。

PendingConfOwnerAddr

この範囲内の機能に対する保留構成が存在す

る、ファブリック内のデバイスのアドレス。

所有者スイッチのロック

この範囲内の機能に対する保留構成が存在す

る、ファブリック内のデバイスの名前。

Lock Owner UserName

デバイスマネージャ

186

デバイスマネージャ

Cisco Fabric Services（CFS）の機能



説明フィールド

システムのスコープタイプとスコープ値の組

み合わせのコンテキスト内での、この機能の

最後のファブリックマージの結果。結果は次

のとおりです。

• Success：ファブリックのマージが正常に
完了しました。

• InProgress：ファブリックのマージが進行
中です。このステータスは、ファブリッ

クの一部であるローカルデバイスが別の

ファブリックとのマージプロセスに関与

している場合に発生することがあります。

• Failure：ファブリックのマージに失敗し
ました。

• Waiting：競合が解消されている間、既存
のマージが完了するのを待機しています。

ファブリックの一部であるローカルデバ

イスが、ファブリックマージの新しいイ

ンスタンスを開始する前に、競合が解決

されるのを待機している場合、このステー

タスが表示されることがあります。

• Other：ここに列挙した他のどの値にも該
当しません。

結合ステータス

CFSマスタースイッチを選択します。マスター

Cisco Fabric Services（CFS）の IPマルチキャスト

説明フィールド

IPアドレスタイプ（IPv4、IPv6、または
DNS）。

IPアドレスタイプ
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説明フィールド

CFS配信が制限されるマルチキャストアドレ
スドメイン。IPでCFS対応スイッチを検出す
るためにキープアライブメッセージが送受信

されるデフォルトのマルチキャストアドレス

が IPv4と IPv6の両方に存在します。同じマル
チキャストアドレスを持つすべてのスイッチ

が 1つのCFS-over-IPファブリックを構成しま
す。IPv4のデフォルトのマルチキャストアド
レスは 239.255.70.83で、サポートされる範囲
は 239.255.0.0～ 239.255.255.255です。IPv6の
デフォルトのマルチキャストアドレスは

ff13::7743:4653で、サポートされる範囲は
[ff13::0000:0000 - ff13::ffff:ffff]です。

Multicast Address Domain

対応するタイプのインターネットアドレスを

使用した配信について CFSで採用される現在
の動作モードを指定します。このオブジェク

トの値を [有効（enable）]に設定すると、CFS
は、対応するタイプのインターネットアドレ

スを使用してファブリック経由でアプリケー

ションデータを配信する機能を有効化します。

このオブジェクトの値を [無効（disable）]に
設定すると、CFSは、対応するタイプのイン
ターネットアドレスを使用してファブリック

経由でデータを配信する機能を無効化します。

アクション

Cisco Fabric Services（CFS）IP静的ピア

説明フィール

ド

配布対象の CFSピアデバイスのアドレスを指定します。IP静的ピ
ア

CFS配信を目的としたユーザー定義のピアデバイスを指定します。DiscStatus

Cisco Fabric Services（CFS）のリージョンごとの機能

説明フィールド

配信リージョン内の CFS対応機能の名前を特
定します。

機能

CFS配信リージョンを特定します。RegionId
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Cisco Fabric Services（CFS）のすべてのリージョン

説明フィール

ド

CFS配信リージョンを特定します。RegionId

Cisco Fabric Services（CFS）のオーナー

説明フィールド

CFS対応機能の名前、およびその機能のイネーブル化やコミットが行われ
る VSAN。

[Feature]、
[VSAN]

機能のイネーブル化やコミットが行われるスイッチの名前または IPアドレ
ス。

Name or IP
Address

機能のイネーブル化またはコミットを実行したユーザの名前。UserName

使用された最後の CFS機能スコープタイプ。タイプ

Cisco Fabric Services（CFS）のマージ

説明フィールド

CFS対応機能の名前。機能

最後に行われたファブリックマージの結果。CFS Merge Status
Value

ログ

SysLog（リブート以降）

最新のログを表示するには、ログダイアログを閉じて起動してください。「更新」オプ

ションは、ページごとのダイアログでは使用できません。

（注）

説明フィールド

スイッチのローカル時間。スイッチ時間

メッセージを生成したファシリティの名前。ファシリティ

The severity of the message.重大度

ログに記録されているイベントの名前イベント

イベントが発生した VSAN。VSAN Id
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説明フィールド

ホストのローカル時間。Host Time

ログに記録されているイベントの説明。[説明
（Description）]

SysLog（重大なイベント）

説明フィールド

スイッチのローカル時間。Switch Time

メッセージを生成したファシリティの名前。ファシリ

ティ

The severity of the message.重大度

ログに記録されているイベントの名前イベント

イベントが発生した VSAN。VSAN Id

ホストのローカル時間。Host Time

ログに記録されているイベントの説明。説明

アカウンティングログ

最新のログを表示するには、ログダイアログを閉じて起動してください。「更新」オプ

ションは、ページごとのダイアログでは使用できません。

（注）

説明フィールド

スイッチのローカル時間。スイッチ時間

発生したアクション（開始、停止、または更新）。アクション

送信元スイッチのプロトコルと IPアドレス。プロトコルと送信元

ユーザーの名前。ユーザ

該当する場合、アクションの説明。[説明
（Description）]

スイッチロギング

説明フィールド

Indicate whether the Syslog messages should be sent to the console.ConsoleEnable

Minimum severity of the message that are sent to the Console.ConsoleMsgSeverity
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説明フィールド

Indicate whether the Syslog messages should be sent to the terminals.TerminalEnable

Minimum severity of the message that are sent to the terminals.TerminalMsgSeverity

Indicate whether the Syslog messages should be generated at the line cards.LinecardEnable

Minimum severity of the message that are sent from linecards.LinecardMsgSeverity

ログファイルに送信するメッセージの最小重大度。LogFileMsgSeverity

Name of file to which the Syslog messages are logged.SyslogLogFileName

syslog重大度レベル

説明フィール

ド

メッセージを生成するバッチ処理。Facility

Minimum severity of the message that are generated by this Syslog message facility.重大度

Syslogサーバ

説明フィールド

IPアドレスタイプ（IPv4、IPv6、または
DNS）。

IPAddress Type

The address of the Syslog server.Name or IP Address

Minimum severity of the message that are sent to
this Syslog server.

MsgSeverity

The facility to be used when sending Syslog
messages to this server.

ファシリティ

エンドデバイス -ホスト
説明フィールド

ホストエンクロージャの名前ホストエンクロージャ

VMwareの名前名前

VMwareの IPアドレスIPアドレス

VMwareの CPU数CPU数

VMwareのメモリサイズメモリサイズ

VMwareの現在のステータス。ステータス

VMwareのOS。OS
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説明フィールド

VMwareデータストアの名前。データストア

DCNM-SANサーバーがVMwareを最後に更新した時刻。前回の更新時刻

インテリジェント機能 -サマリ
説明フィールド

スイッチの IPアドレス。スイッチ

モジュールの名前。モジュール

スイッチ名。名前

IOA機能が有効になっている場合、有効と表
示されます。この機能が無効になっている場

合、フィールドは空白になります。

IOA

DMM機能が有効になっている場合、有効と表
示されます。この機能が無効になっている場

合、フィールドは空白になります。

DMM

SANTap機能が有効になっている場合、有効
と表示されます。この機能が無効になってい

る場合、フィールドは空白になります。

SANTap

データモビリティマネージャ –モジュール
セッション行の説明ジョブ行の説明フィールド

このフィールドは空白になり

ます。

ジョブの名前。名前

ジョブ内のセッション番号。ジョブにシステムが割り当て

た一意の識別子。

ID

このフィールドは空白になり

ます。

サーバーモードまたはスト

レージモード。

モード

既存ストレージのLUN番号。既存ストレージのポートのエ

イリアス名。

Existing Storage

新しいストレージの LUN番
号。

新しいストレージのポートの

エイリアス名。

New Storage
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セッション行の説明ジョブ行の説明フィールド

セッションのステータス。ジョブのステータス。作成ま

たはスケジュールされたジョ

ブはまだ開始されていませ

ん。進行中のジョブは現在移

行中です。完了または検証済

みのジョブは正常に終了しま

した。停止、失敗、またはリ

セットされたジョブは正常に

終了しませんでした。

ステータス

セッションが進行中の場合、

このフィールドには、セッ

ションが完了するまでの推定

残り時間が表示されます。そ

れ以外の場合、フィールドは

空白です。

ジョブを開始するようにスケ

ジュールされた日時。ジョブ

がスケジュールされていない

場合、このフィールドは空白

です。ジョブが進行中の場

合、このフィールドにはジョ

ブが開始された日時が表示さ

れます。

時間

セッションが SSM 1で実行さ
れている場合は、On SSM 1と
表示されます。

移行ジョブを実行している

SSMのスイッチ番号とスロッ
ト。

SSM1

セッションが SSM 2で実行さ
れている場合は、On SSM 2と
表示されます。

移行ジョブを実行している

SSMのスイッチ番号とスロッ
ト。

SSM2

このフィールドは空白になり

ます。

オンラインまたはオフライン

の移行。

タイプ

このフィールドは空白になり

ます。

ベストエフォート、低速、中

速、高速。移行ジョブを構成

するときにレートを設定しま

す。

利率

ストレージメディア暗号化

メンバー

説明フィール

ド

SMEクラスタ名。Cluster

SMEクラスタの動作状態。ステータ

ス
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説明フィール

ド

SMEクラスタマスターの IPアドレスを識別します。マスター

SMEクラスタのメンバーであるスイッチの IPアドレスを識別します。メンバー

スイッチがこのクラスタのローカルメンバーかリモートメンバーかを識別しま

す。

IsLocal?

インターフェイス

説明フィールド

このSMEインターフェイスが属するクラスタを識別します。Cluster

SMEインターフェイスを識別します。インターフェイ

ス

SMEインターフェイスの動作状態。ステータス

ホスト

説明フィールド

ホストNx_Portのファイバチャネルポート名（P_WWN）。ホスト

（Host）

このホストポートが属するクラスタを識別します。Cluster

SSM機能

概要

説明フィール

ド

インテリジェントモジュールのスイッチの名前。スイッチ

インテリジェントモジュールのスロット番号。モジュー

ル

インテリジェントモジュールの名前。名前

インテリジェントモジュールの IOA状態。IOA

インテリジェントモジュールの DMM状態。DMM

インテリジェントモジュールの SANTap状態。SANTap

インテリジェントモジュールの SE状態。SE
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FCWA

説明フィールド

フロー IDを表します。フローID

フロー内の発信側の pWWNを表します。Init WWN

フローが設定されている発信側の VSAN IDです。Init VSAN

フロー内のターゲットの pWWNを表します。Target WWN

フローが設定されているターゲットの VSAN IDです。TargetVSAN

このフローに対して書き込みアクセラレーション機能がイネーブルになっ

ているかどうかを指定します。trueに設定すると、イネーブルになります。
falseに設定すると、ディセーブルになります。

WriteAcc

書き込みアクセラレーションに使用するバッファ数を指定します。BufCount

このフローに対する統計情報収集をイネーブルにする必要があるかどうか

を指定します。trueに設定すると、イネーブルになります。falseに設定する
と、ディセーブルになります。

Stats Enable

このフローの統計情報のクリアを支援します。Stats Clear

SCSIフローに対応する発信側デバイスの検証ステータスです。Init Verification

SCSIフローの発信側デバイスがあるラインカードのステータスです。Init Module

SCSIフローに対応するターゲットデバイスの検証ステータスです。Target
Verification

SCSIフローのターゲットデバイスがあるラインカードのステータスです。Target Module

SSM

説明フィールド

インターフェイスの機能関連情報を含んでいるテーブルです。こ

のテーブルには、さまざまな機能に割り当てられているインター

フェイスのリストがあります。サポートされているインターフェ

イスは、ファイバチャネルのタイプです。

[StartPort]、[EndPort]、
[Feature]

SSM機能からインターフェイスマッピングに関連しているオブ
ジェクトのコレクションです。

PartnerImageURI

MSM

説明フィールド

MSMモジュールのスイッチの名前。スイッチ
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説明フィールド

MSMモジュール番号、さまざまな機能に割り当てられる
ノード範囲など、機能に関連する情報を含むテーブル。

Module、StartNode、EndNode、
Feature

MSM（マルチサービスモジュール）と SSM（サービスモジュール）の違いは、SSMが
カードのポート範囲ごとに機能を有効にできることです。MSMの場合、カード全体で有
効にする必要があります。

（注）

SANTap CVT

説明フィールド

モジュール上で作成されたCVTのノードワー
ルドワイド名を表します。

Node WWN

モジュールで作成されたCVTのポートワール
ドワイド名を表します。

ポートWWN

この CVTに管理上割り当てられた名前。名前

SANTap DVT

説明フィールド

作成された DVTのポートワールドワイド名
を表します。これは、データが複製される実

際のターゲットのポートワールドワイド名と

同じになります。

VSAN Id、Port WWN

DVTが作成されるモジュールのポートを表し
ます。

インターフェイス

このDVTが作成されている実際のターゲット
の VSANを表します。

Target VSAN Id

この DVTに管理上割り当てられた名前。名前

DVTが仮想 LUNの実際のターゲット LUNサ
イズを使用するか、それともサポートされる

最大 LUNサイズである 2TBを使用するかを
示します。

LUNSize Handling

DVTに関連付けられた IOタイムアウト値を
表します。このオブジェクトは、DVTの作成
時に設定する必要があり、後で変更すること

はできません。

IO Timeout (sec)
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説明フィールド

DVTに関連付けられたターゲット IOタイム
アウト値を表します。

Target IO Timeout (sec)

NASB

説明フィールド

TPCターゲットによって公開されるLUNのデ
バイスタイプを指定します。値 1は、デバイ
スタイプをデフォルト値のディスクに設定し

ます。値 2は、デバイスタイプをストレージ
アレイコントローラに設定します。その他の

値は、将来の変更のために予約されています。

制御

TPCターゲットが単一の LUNまたは複数の
LUNモードで動作しているかどうかを指定し
ます。値 1は、単一のLUNであるデフォルト
のモードを設定します。値2は、TPCターゲッ
トが 10の LUNを公開するマルチ LUNモード
を設定します。

マルチ

NASBターゲット

説明フィールド

TPCターゲットに関連付けられた一意の ID番
号。この ID番号は、TPCターゲットが構成さ
れている VSAN内で一意です。

Module、VSAN Id、Processor Id

TPCターゲットのノードのワールドワイド
名。

Virtual Target Node WWN

TPCターゲットのポートのワールドワイド名。Virtual Target Port WWN

TPCターゲットの現在の状態。ステータス

このターゲットが構成されているモジュール

がオンラインになってから、TPCターゲット
によって処理された xcopyコマンドの総数。

XCOPY Num

このターゲットが構成されているモジュール

がオンラインになってから、単一の xcopyコ
マンドで TPCターゲットによって転送された
キロバイト単位の最小データ量。

XCOPY MinData (KB)
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説明フィールド

このターゲットが構成されているモジュール

がオンラインになってから、単一の xcopyコ
マンドで TPCターゲットによって転送された
キロバイト単位の最大データ量。

XCOPY MaxData (KB)

xcopyコマンドを処理する際の TPCターゲッ
トの 1秒あたりの平均キロバイトスループッ
ト。

XCOPY Avgthruput (KBps)

Virtual Initiator

説明フィールド

DPP IDです。Processor Id

falseの場合はデータパスです。trueの場合は
コントロールパスです。

制御

DMMレート

説明フィールド

特定モジュールの高速属性の移行率の値を指

定します。

高速(MBps)

特定モジュールの中速属性の移行率の値を指

定します。

中速(MBps)

特定モジュールの低速属性の移行率の値を指

定します。

低速(MBps)

FCWA Config Status

説明フィールド

このフローに対する書き込みアクセラレーショ

ン機能の設定ステータスです。

全体

このフローに対する書き込みアクセラレーショ

ン機能の発信側の設定ステータスです。

イニシエータ

このフローに対する書き込みアクセラレーショ

ン機能のターゲットの設定ステータスです。

ターゲット言語
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統計のステータス

説明フィールド

このフローに対する統計機能の構成ステータ

スです。

全体

このフローに対する統計機能のイニシエータ

構成ステータスです。

イニシエータ

このフローに対する統計機能のターゲット構

成ステータスです。

ターゲット言語

I/Oトラフィック統計

説明フィールド

このフローでのこの LUNに対する SCSI読み
取り操作の総数。

IO読み取り

このフローでのこの LUNに対する SCSI書き
込み操作の総数。

IO書き込み

このフローでこのLUNで読み取られたブロッ
クの総数。

ブロック読み取り

このフローでこのLUNに書き込まれたブロッ
クの総数。

ブロック書き込み

このフローのこのLUNのリンクレベルフレー
ムで受信されたオクテットの総数。

Bytes Rx

このフローのこのLUNのリンクレベルフレー
ムで送信されたオクテットの総数。

Bytes Tx

このフローのこの LUNで受信されたリンク
レベル FCフレームの総数。

フレーム Rx

このフローのこの LUNで送信されたリンク
レベルフレームの総数。

フレーム Tx

統計 I/Oトラフィックの詳細

説明フィールド

このフローのこの LUNでタイムアウトした
SCSI読み取り操作の総数。

Timeouts Read

このフローのこの LUNでタイムアウトした
SCSI書き込み操作の総数。

Timeouts Write
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説明フィールド

このフローのこのLUNのすべての読み取り操
作で読み取られたブロックの最大数。

MaxBlocks Read

このフローのこのLUNで書き込んだブロック
の総数。

MaxBlocks Write

このフローのこのLUNのすべての読み取り操
作に対する最大応答時間。

MaxTime Read

このフローのこのLUNに対するすべての書き
込み操作に対する最大応答時間。

MaxTime Write

このフローのこのLUNのすべての読み取り操
作に対する最小応答時間。

MinTime Read

このフローのこのLUNに対するすべての書き
込み操作に対する最小応答時間。

MinTime Write

このフローのこのLUNで現在アクティブな読
み取り操作の数。

Active Read

このフローのこのLUNで現在アクティブな書
き込み操作の数。

Active Write

統計 SCSIコマンド

説明フィールド

このフローのこの LUNで送信されたテスト
ユニット準備完了 SCSIコマンドの数。

TestUnitRdys

このフローのこのLUNで送信されたレポート
LUN SCSIコマンドの数。

RepLuns

このフローのこの LUNで送信された SCSI照
会コマンドの数。

Inquirys

このフローのこのLUNで送信された容量読み
取り SCSIコマンドの数。

RdCapacitys

このフローのこの LUNで送信されたモード
センス SCSIコマンドの数。

ModeSenses

このフローの LUNで送信されたリクエスト
センス SCSIコマンドの数。

ReqSenses
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SCSIエラーの統計情報

説明フィールド

このフローのこのLUNで受信したビジー状態
の SCSIステータスの数。

BusyStatuses

このフローのこのLUNで受信した予約競合の
SCSIステータスの数。

StatusResvConfs

このフローのこのLUNで受信したタスクセッ
トの完全な SCSIステータスの数。

TskSetFulStatuses

このフローのこの LUNで受信した ACAアク
ティブステータスの数。

AcaActiveStatuses

統計 SCSI検知エラー

説明フィールド

このフローのこの LUNで受信した NOT
READY SCSI SENSEキーエラーの数。これ
は、アドレス指定されている論理ユニットに

アクセスできないことを示しています。

NotRdyErrs

このフローのこの LUNで受信したMEDIUM
ERROR SCSI SENSEキーエラーの数。これ
は、メディアの欠陥が原因である可能性があ

る、回復されないエラー状態のため、コマン

ドが終了したことを示しています。

MedErrs

このフローのこの LUNで受信した
HARDWARE ERROR SCSI SENSEキーエラー
の数。これは、ターゲットが回復不能なハー

ドウェア障害を検出したことを示しています。

HwErrs

このフローのこの LUNで受信した ILLEGAL
REQUEST SCSI SENSEキーエラーの数。

IllReqErrs

このフローのこの LUNで受信した UNIT
ATTENTION SCSI SENSEキーエラーの数。

UnitAttErrs

このフローのこの LUNで受信した DATA
PROTECT SCSI SENSEキーエラーの数。

DatProtErrs

このフローのこの LUNで受信した BLANK
CHECK SCSI SENSEキーエラーの数。

BlankErrs

このフローのこの LUNで受信した COPY
ABORTED SCSI SENSEキーエラーの数。

CpAbrtErrs
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説明フィールド

このフローのこの LUNで受信したABORTED
COMMAND SCSI SENSEキーエラーの数。

AbrtCmdErrs

このフローのこの LUNで受信した VOLUME
OVERFLOW SCSI SENSEキーエラーの数。

VolFlowErrs

このフローのこの LUNで受信した VOLUME
OVERFLOW SCSI SENSEキーエラーの数。

MiscmpErrs

コンパクト

説明フィールド

これは、フラッシュデバイスのシーケンス番

号で、初期化されたフラッシュデバイスのテー

ブル内でインデックスを作成するために使用

されます。最小値は1である必要があります。
最大値は、ciscoFlashDevicesSupportedオブジェ
クトの値以下である必要があります

デバイス

これは、システムによってパーティションを

参照するために使用される、フラッシュのパー

ティション名です。これは、AAAAAAAAnn
の形式の任意の英数字文字列です。ここで A
は任意に選べる英字を、nは数字を表していま
す。数字は常に文字列の末尾部分に置く必要

があります。システムは、数値部分のみを使

用してパーティションインデックスにマップ

します。フラッシュの操作では、この名前に

基づいてデバイスのパーティションが選択さ

れます。システムには、デフォルトパーティ

ションの概念があります。これは、デバイス

の最初のパーティションです。パーティショ

ン名が指定されていない場合、システムはデ

フォルトのパーティションを操作します。し

たがって、パーティション名は、操作をデフォ

ルトのパーティションで実行する場合、また

はデバイスに 1つのパーティションしかない
（パーティション分割されていない）場合を

除き、必須です。

パーティション（Partition）

これは、フラッシュパーティションのサイズ

です。ciscoFlashDeviceMinPartitionSizeの整数
倍である必要があります。パーティションが

1つだけである場合、このサイズは
ciscoFlashDeviceSizeに等しくなります。

サイズ
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


